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当社は国際エネルギースター・プログラムの参加事業者と
して、本製品が国際エネルギースター・プログラムの基準
に適合していると判断します。

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使
用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用
者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。　VCCI-A

JIS C 61000-3-2 適合品
本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。

安全のため、ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
お読みになった後は、いつでも取り出せるように所定の場所に保管
してください。
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ごあいさつ

このたびは、本機をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本機は、コピー機感覚の操作で鮮明な印刷ができるデジタル印刷機です。
紙原稿をスキャンしてプリントするだけでなく、パソコンからのプリントやスキャンした
原稿データの活用など、さまざまな機能を利用していただくことができます。

 本書の記述内容について
• 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは固くお断りします。
• 本書の内容につきましては、商品の改良などのため、将来予告なしに変更する場合があります。
• 本書および本機を運用した結果の影響につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

 商標について
• 、 、 、RISOGRAPH および Prioa は、理想科学工業株式会社の

登録商標または商標です。
• Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国におけ

る登録商標または商標です。
• SD、SDHC ロゴは SD-3C、LLC の商標です。
• その他の社名、商品名は各社の登録商標または商標です。

本機は色覚の個人差を問わず、より多くの人に見やすいカラーユニバーサ
ルデザインに配慮して作られていると、NPO 法人カラーユニバーサルデ
ザイン機構により認証されています。

© Copyright 2023 理想科学工業株式会社
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取扱説明書について

同梱されている取扱説明書

本機には、以下の取扱説明書が同梱されています。
ご使用になる前に、よくお読みください。
また、ご使用中に不明な点があるときや、必要なときにお読みいただき、本機とともに末永くお役立てください。

 RISOGRAPH SF935Ⅱ/SF635Ⅱ/SF625Ⅱ 取扱説明書（本書）
本機の基本的な操作方法をはじめとして、高度なプリント機能や便利な機能の使い方などについて説明しています。
また、使用上のご注意、消耗品の取り扱いや交換方法、トラブル発生時の対処方法についても説明しています。

 リソープリンタードライバー取扱説明書
付属の DVD-ROM に、PDF ファイルとして収録されています。
パソコンから本機でプリントするときの操作手順や、各種設定について説明しています。

 リソーユーティリティソフトウェア取扱説明書
付属の CD-ROM に、PDF ファイルとして収録されています。

「理想集計アプリケーション」と「理想 USB メモリマネージャー」の使い方について説明しています。

マークについて

画面、イラストについて

本書に掲載している画面やイラストは、機種やオプションの装着状況など、ご使用の環境によって異なる場合が
あります。

安全にご利用いただくための警告や注意事項です。

気を付けていただきたいことなどの重要事項です。よく読んで、指示に従ってください。

知っておくと便利なことや、補足説明です。

A 参照ページを示しています。
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安全上のご注意

警告表示について

本機を正しくお使いいただき、人体への危害や財産への
損害を未然に防止するため、以下のような警告表示を使
用しています。

絵表示の例

設置場所について

●ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所
に置かないでください。 落ちたり、倒れたりし
て、けがの原因となることがあります。

●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 
火災、感電の原因となることがあります。

電源の接続について

●本機の定格電圧値でご使用ください。また、定
格電流値より容量の大きい電源コンセントに接
続して使用してください。定格電圧値および定

格電流値は、本書巻末の仕様「電源」の項をご
確認ください。

●分岐コンセントのご使用、タコ足配線
は、おやめください。 火災、感電のお
それがあります。

●電源コードを傷付けたり、破損した
り、加工したりしないでください。 
また重いものをのせたり、引っぱった
り、無理に曲げたりすると電源コードをいため、
火災、感電のおそれがあります。

●同梱の電源コードは本機専用です。他の電気製
品では使用しないでください。火災、感電のお
それがあります。

●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでくだ
さい。 感電のおそれがあります。

●プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らな
いでください（必ずプラグを持って抜いてくだ
さい）。コードが傷付き、火災、感電の原因とな
ることがあります。

●連休などで長期間、本機をご使用にならない場
合は、安全のために必ず電源プラグをコンセン
トから抜いてください。

●電源プラグは年 1 回以上コンセントから抜い
て、プラグの刃の周辺部分を清掃してください。 
ほこりがたまると、火災の原因となることがあ
ります。

アースの接続について

●アース線を必ず接続してください。
アースの接続は、電源プラグを電源に
つなぐ前に行ってください。 また、
アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを電
源から切り離してから行ってください。アース
接続しないで万一、漏電した場合は、火災や感
電のおそれがあります。 なお、アース接続がで
きない場合は、販売会社（あるいは保守・サー
ビス会社）にご相談ください。

●次のようなところには絶対にアース線を取り付
けないでください。 火災、感電のおそれがあり
ます。
– ガス管
– 電話専用アース線
– 避雷針

ご使用前に知っておいていただきたいことを記載して
います。必ずお読みください。

この表示を無視して誤った取り扱
いをすると、人が死亡または重傷
を負うおそれがある内容を説明し
ています。

この表示を無視して誤った取り扱
いをすると、人が障害を負うおそ
れがある内容および物的損害のみ
の発生が予想される内容を説明し
ています。

記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。図の中や近傍に具体的な
禁止内容（左図の場合は分解禁止）が
描かれています。

記号は行為の強制または指示を告げ
るものです。図の中に具体的な指示内
容（左図の場合は電源プラグをコンセ
ントから抜け）が描かれています。
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– 途中がプラスチックになっている水道管や
蛇口

●アース線は次の場所に取り付けてください。
– 電源コンセントのアース端子
– 銅片などを、75cm 以上地中に埋めたもの
– 接地工事（第 A 種～第 D 種）が行われてい

る接地端子
– 水道局がアースの対象物として承認した

水道管

取り扱いについて

●本機の上に水などの入った容器または金属物を
置かないでください。 こぼれたり、中に入った
場合、火災、感電のおそれがあります。

●本機の近くで、可燃性のスプレーや引火性溶剤
などを使用しないでください。スプレーのガス
や引火性溶剤が機械内部の電子部品などに接触
すると、火災や感電のおそれがあります。

●本機のすきまなどから内部に金属類や燃えやす
いものなど異物を差し込んだり、落としこんだ
りしないでください。 火災、感電のおそれがあ
ります。

●本機のカバーは外さないでください。内部には
電圧の高い部分があり、感電のおそれがありま
す。

●本機を分解したり改造しないでくださ
い。 火災、感電のおそれがあります。

●万一、発熱していたり、煙が出てい
る、へんな臭いがするなどの異常状態
のまま使用すると、火災、感電のおそ
れがあります。 すぐに電源スイッチを切り、そ
の後必ず電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。 そして販売会社（あるいは保守・サー
ビス会社）にご連絡ください。

●万一、異物が機器の内部に入った場合
は、まず本体の電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから抜いて販
売会社（あるいは保守・サービス会社）にご連
絡ください。 そのまま使用すると火災、感電の
おそれがあります。

●本機を移動する場合は、販売会社（あるいは保
守・サービス会社）に連絡してください。無理
に移動させると、機械が転倒して、けがの原因
となることがあります。

●本書に記載されている以外の作業（調整や修理
など）は行わないでください。調整や修理は、
必ず販売会社（あるいは保守・サービス会社）
に依頼してください。

●印刷中は充分な換気を行ってください。
●サーマルヘッドには、指で直接触れないでくだ

さい。高温になっている場合、やけどをするお
それがあります。

●本機の動作している部分には、触らないでくだ
さい。けがの原因となることがあります。

●給紙台や排紙台周りのすきまには、指などを差
し込まないでください。 けがの原因となること
があります。

●本体内部に手を入れるときは、突起物や板金の
端に触れないようにご注意ください。けがの原
因となることがあります。

●本体内部に手を入れるときは、分離爪
や排版爪に触れないように注意してく
ださい。分離爪や排版爪の先端は鋭利
なため、けがの原因となることがあります。

●プレスローラーの清掃時には、本機の電源を必
ず切ってください。

●ドラム周辺や、ドラムユニットを外した本体内
部にはインクが付いていることがありますので、
手や衣服などが触れないように注意してくださ
い。手などにインクが付いたときは早めに洗剤
で洗い落としてください。

●ドラムは垂直に立てないでください。床などを
汚すことがあります。

●本機のクリーニングに使うクリーナーを、顔や
手など人体に付いた汚れには使用しないでくだ
さい。

●クリーナーを使用した後は、必ず手を洗ってく
ださい。
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インクについて

●目に入った場合は、速やかに多量の水でよく洗
い流してください。

●皮膚に付いた場合は、せっけんなどでよく洗っ
てください。

●誤って飲み込んだ場合は、吐かせずに多量の水
（または牛乳）を飲ませ、様子をみてください。

●万一、異常を感じた場合は、直ちに医師の診断
を受けてください。

●印刷以外の用途には使用しないでください。
●小さなお子さまの手の届かないところに保管し

てください。

注意ラベルの位置について

本機には、安全にお使いいただくために注意ラベルを
貼っています。表示にしたがって安全にお使いくださ
い。

ご使用の前に

設置上の注意

 設置に必要なスペース
本機を使用するには、以下のスペースが必要です。

自動原稿送り装置（オプション）装着時は、
上図中の（A）～（C）は以下の数値になります。

（A） 1440mm
（B） 1100mm
（C） 705mm

＊：RISO 架台 D タイプⅢに設置した場合の奥行きです。補助
足を含みます。

本機をご使用になる際に気をつけていただきたいこと
や、ご使用前に必ず知っておいていただきたいことを
記載しています。

1065mm
(B)

670mm
(C)

675mm＊

1515mm
(A)
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上から見た図

 設置場所について
• 本機の設置場所は、納入時にお客様とご相談のうえ決

定させていただきます。
• 本機は設置場所を固定することになっています。

本機を移動するときは、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）に連絡してください。

• 次のような場所には設置しないでください。誤動作や
故障、事故の原因となる場合があります。
– 直射日光のあたる場所や窓際などの明るい場所
（やむをえない場合は、窓にカーテンなどを付
けてください）

– 温度が急激に変化する場所
– 高温多湿、低温少湿の場所
– 火気・熱気のある場所、クーラーなどの冷風、ストーブ

などの温風が直接あたる場所や、熱が伝わる場所
– 通気性、換気性の悪い場所

• 本機が水平に設置できる場所を選んでくだ
さい。（設置の水平度：前後 10mm 以下、
左右 10mm 以下）

• 適正環境は次の通りです。
温度範囲：15 ℃～ 30 ℃
湿度範囲：40％～ 70％ 

（結露しないこと）

ご使用上の注意

 電源の接続について
• 電源プラグ部の接触不良がないように、プ

ラグをコンセントに確実に接続してくださ
い。

• 本機はコンセントの近くに設置してくださ
い。

 操作について
• 動作中に電源を切ったり、電源プラグを抜いたりしな

いでください。
• 動作中にカバーを開けたり、機械を移動させたりしな

いでください。
• カバー類の開閉は静かに行ってください。
• 本機の上に重いものを載せないでください。
• 本機に衝撃を与えないでください。
• 本機内部には精密部品および駆動機構部があります。

取扱説明書に書かれていること以外は行わないでくだ
さい。

• 日本国外へ移動した場合は、保守サービスの責任を負
いかねますのでご了承ください。

消耗品について

• マスターロールとインクボトルは、当社推奨品を使用
してください。本機は当社推奨の消耗品を使うことに
よって最大限の性能を発揮できるように設計されてい
ます。
当社推奨品は、推奨使用期限までの残日数のような経
時情報を本機に伝達します。
本機は、その情報に基づいて制御を調整します。

• マスターとインクは、製造日から 24 カ月以内（常温
保存）を目安にご使用ください。より良い状態でお使
い頂くため、購入後はできるだけ早めにご使用頂くこ
とをおすすめいたします。それぞれの製造日は、梱包
箱（外箱、内箱）と、マスター芯の内側、インクボト
ルの表面に記載されています。

• 用紙、マスターロール、インクボトルは、それぞれの
梱包箱などに記載されている使用説明に従って、正し
く保管してください。

• 次のような場所での保管は、おやめください。
– 直射日光のあたる場所や窓際などの明るい場所
（やむをえない場合は、窓にカーテンなどを付
けてください）

– 温度が急激に変化する場所
– 高温多湿、低温少湿の場所

• インクの保管温度によっては、インクボト
ルに結露が起きる場合があります。結露し
たインクボトルをお使いになると故障の原
因となります。インクを適正な温度（１５℃
～３０℃）に十分なじませてからご使用ください。

1415mm

1215mm

1240mm
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原稿データのプリントについて

パソコンで作成した原稿データをプリントする方法は、
以下の通りです。

 USB ケーブルでパソコンと接続する方法
市販の USB ケーブルが必要です。3m 以内の USB2.0
規格準拠品を使用してください。

 ネットワーク経由でパソコンと接続する方法
市販のイーサネットケーブル（10BASE-T または
100BASE-TX に対応した STP ケーブル）を使用して
ください。

 USB メモリーを使う方法
• マスストレージクラスに対応した USB メモリーを使

用してください。USB メモリーによっては、正常に
動作しない場合があります。

• FAT 形式でフォーマットされた USB メモリーを使用
してください。

• セキュリティ機能を搭載した USB メモリーは、正常
に動作しない場合があります。

 紙メモリー原稿を使う方法
• 本機のプリンタードライバーの機能を使って、原稿

データを紙メモリー原稿に変換し、当社推奨のプリン
ターでプリントします。当社推奨のプリンターについ
ては、販売会社（あるいは保守・サービス会社）にお
問い合わせください。

• 紙メモリー原稿は、本機の［紙メモリープリント］機
能（A 64）で扱うことができます。

ソフトウェアについて

同梱の DVD-ROM と CD-ROM には次のソフトウェア
を収録しています。 

 リソープリンタードライバー
パソコンから原稿データを送信してプリントするための
本機専用のプリンタードライバーです。
パソコンで作成した原稿データを変換して、［紙メモ
リープリント］（A 64）で使う紙メモリー原稿を作成す
ることもできます。
詳しくは、DVD-ROM に収録されている取扱説明書

（PDF ファイル）をご覧ください。

 リソーユーティリティソフトウェア
以下の 2 つが収録されています。
• 理想 USB メモリマネージャー

USB メモリー内の原稿データの情報を、パソコン上
で管理できます。

• 理想集計アプリケーション
本機の［利用枚数集計］（A 93）で USB メモリーに
保存した利用枚数データを、パソコン上で管理できま
す。
詳しくは、CD-ROM に収録されている取扱説明書

（PDF ファイル）をご覧ください。

原稿について

 サイズ・重さについて
使用可能な原稿は以下の通りです。
原稿台ガラス使用時

自動原稿送り装置（オプション）使用時

• 自動原稿送り装置には、サイズの異なる原稿を混ぜて
セットしないでください。

• 自動原稿送り装置に一度にセットできる原稿は約 50 
枚（80g/m2 以下の原稿使用時）までです。

BUSB ケーブルで接続する場合は、本機とパソコ
ンの電源が入っている状態で接続してください。

BUSB ハブを使用すると、正常に動作しない場合
があります。

BUSB メモリーを挿入または取り外す際は、正し
い手順で、ゆっくりと抜き差ししてください。

（A 39「［USB メモリー］からのプリント」）
B天災や不測の事態により、USB メモリー内の

データが損傷した場合、保証はいたしかねます。
重要なデータは、作成元のパソコンでバックアッ
プをとっておくことをおすすめします。

B以下の場合、紙メモリー原稿を本機で適切に読み
取れないことがあります。
C原稿台ガラスや原稿パッドに汚れがある。
C紙メモリー原稿が当社推奨のプリンター以外で

プリントされた。
C紙メモリー原稿に汚れ、しわ、折れ目などがあ

る。
C紙メモリー原稿の指定外の場所（A 64）に書

き込みがある。

サイズ 50×90 mm ～ 310×432 mm

重さ 10 kg まで

サイズ 100×148 mm ～ 300×432 mm

重さ 50 ～ 128 g/m2



14

• しわ、カール、折れ曲がりの激しい原稿は、よく伸ば
して原稿台ガラスから浮かないようにセットしてくだ
さい。 浮いている部分が黒くプリントされることがあ
ります。

• インクや修正液を使用した原稿は、よく乾かしてから
セットしてください。 原稿台ガラスが汚れ、きれいに
印刷できなくなります。

 原稿の方向について
本書では、原稿の方向を以下のように呼びます。
• 原稿台ガラスにセットする場合：

基準位置（H印）に接する側を「天方向」と呼びま
す。

• 自動原稿送り装置（オプション）にセットする場合：
搬送される先頭の側を「天方向」と呼びます。

用紙について

• 機械の性能やインクの特性を十分に活かす「理想用紙
マルチ」「理想環境用紙」の使用をおすすめします。詳
細については、本体お買い上げの販売会社（あるいは
保守・サービス会社）にお問い合わせください。

• 本機の仕様に定められている範囲を超える用紙をご利
用いただく場合は、その紙に対しての通紙および印刷
に関しては製品保証対象外となります。

 用紙サイズ
使用可能な用紙は以下の通りです。
100 mm × 148 mm ～ 310 mm × 432 mm*
＊：オプションの排紙台 W 装着時は、［用紙サイズ登録］（A 117）

を設定することで 310 mm×555 mm まで使用できます。
ただし、紙質や用紙サイズによっては、紙揃えが安定しない場
合があります。

• 本機では、以下の用紙が定形サイズとして検知されま
す。

＊1： 本機で自動検知される角 2、長 3 は、フラップを畳んだ
状態のサイズです。封筒のフラップを広げた状態でセッ
トするときは、［用紙サイズ］（A 55）で［角 2_FLAP］

［長 3_FLAP］を選択してください。

封筒給紙アタッチメント（オプション）にフェンスアダ
プターを付けている場合は、セットした封筒のサイズが
適切に検知されません。［用紙サイズ］（A 55）で、使
用する封筒のサイズを選択してください。

＊2： B6 と長 3 はサイズが近似しているので、本機はどちら
か一方のサイズとして検知します。あらかじめ、［環境
設定］の［自動検知サイズ設定］（A 111）で設定してく
ださい。

B次の原稿は自動原稿送り装置では使用できません。
原稿台ガラスにセットしてください。
C切り貼りされたもの
Cしわ、カール、折れ曲がりが激しいもの
C糊付け、穴あけがあるもの
C破れていたり、先端がギザギザなもの
C感熱紙、カーボン紙など、化学処理されたもの
COHP フィルム、トレーシングペーパーなど透

過度が高いもの
C修正液、糊などを使用しているもの
C紙厚の薄い原稿（50g/m2 未満）
C紙厚の厚い原稿（128g/m2 を越えるもの）
Cアート紙、コート紙などの表面が滑りやすいもの
C表面に光沢があるもの
Cクリップやステープラでとじてあるもの

B本機仕様内の「用紙サイズ」および「用紙の重さ」
であっても、紙質・環境・保管状態などにより通
紙できない場合があります。あらかじめ、ご了承
ください。 詳しくは、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にご相談ください。

A3p 297 mm×420 mm

角 2p＊1 240 mm×332 mm

A4p 210 mm×297 mm

A4n 297 mm×210 mm

A5p 148 mm×210 mm

B4p 257 mm×364 mm

B5p 182 mm×257 mm

B5n 257 mm×182 mm

B6p＊2 128 mm×182 mm

長 3p＊1 ＊2 120 mm×235 mm

ハガキp 100 mm×148 mm
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 紙質
• 使用可能な紙質は以下の通りです。

46g/m2 ～ 210g/m2

（上質紙、中質紙、白更、上更、更紙、画用紙、再生
紙、日本郵便株式会社製はがき）

 紙づまりや給紙不良を避けるために
• 用紙は、紙目（繊維の流れ）が通紙方向に沿うように

セットしてください。
紙目が通紙方向に直交する方向ではコシが弱くなるた
め、紙づまりの原因となることがあります。

紙目を確認するには、紙を裂いてみると分かります。
まっすぐに裂ける方向が、紙目です。

• 裁断が悪い用紙や表面が粗い紙（画用紙など）は、
よくさばいてから使用してください。

• 使用する用紙によっては機械の使用時に紙粉が発生す
ることがあります。清掃、換気を充分に行うように心
がけてください。

• 厚紙（画用紙など）や、表面が滑りやすい用紙を使用
するときは、給紙圧レバーや排紙台の紙揃えプレート
を調節してください。

（A 28「プリント前の準備」）
• なるべくカールしていない用紙を使用してください。

やむを得ず使用する場合は、山なりになっている面を
上にしてセットしてください。

• 印刷物の天方向（排紙方向の先端）に余白が少なすぎ
る場合や、天方向に密度の濃い画像がある場合に、用
紙がドラムに張り付いてしまうことがあります。その
場合は、天方向に余白ができるように印刷位置を下げ
るか、原稿の天地を 180 度回転して製版し直してく
ださい。

 用紙の保管について
用紙は湿気の少ない場所に保管してください。 湿気を含
んだ用紙は、紙づまりや印刷品質の低下の原因になりま
す。

 印刷に適さない用紙について
次のような用紙は、紙づまりなどの原因となりますので
使用しないでください。
• 紙厚の薄い用紙（46g/m2 未満）
• 紙厚の厚い用紙（210g/m2 を超えるもの）
• 感熱紙、表カーボン紙など、化学処理した用紙
• しわ、カール、折り曲がり、破損（破れ）などの激し

い用紙
• 片面または両面がコーティングされている用紙
• 先端がギザギザになっている用紙
• アート紙
• 糊付け、穴がある用紙

 用紙の方向について
本書では、用紙が搬送される先端の側を「天方向」と呼
びます。

プリント範囲について

 最大印刷範囲
本機で印刷できる最大範囲は以下の通りです。

 製版範囲
給紙台にセットした用紙サイズで、製版範囲が決まりま
す。製版範囲は、用紙サイズに対して、下図の余白を除
いた範囲です。

＊ 1：定形サイズの用紙を使用した場合の数値です。不定形サ
イズの用紙を使用した場合は、5mm になります。

紙目に沿っていると、まっすぐに裂ける。

紙目に沿っていないと、まっすぐに裂けない。

縦目（通紙方向に平行） 横目（通紙方向に直交）

紙目
紙目

正 誤

機種 最大印刷範囲

SF935Ⅱ/
SF635Ⅱ

291×413 mm
（A3 サイズ相当）

SF625Ⅱ 251×357 mm
（B4 サイズ相当）

（天方向）

用紙搬送方向

製版可能範囲

3mm*1

3mm*1

2mm 5mm
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原稿は、上記の余白を考慮して作成してください。
パソコンから原稿データを送信して印刷する場合も製版
範囲は同様です。

印刷に関する注意

個人が利用する場合でも、法律により、複写することや
印刷物を所有することを禁止されているものがありま
す。以下の禁止事項をご理解いただき、十分にご注意く
ださい。

 法律で印刷を禁止されているもの
次の文書は、法律で印刷を禁止されています。
• 紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債

証券（たとえ「見本」の印があっても複写することは
禁じられています）

• 外国において流通する紙幣、貨幣、証券類
• 未使用郵便切手、郵便はがきの類で、政府の模造許可

をとっていない場合
• 政府発行の印紙、酒税法などで規定されている証紙類

 営利目的での印刷を禁止されているもの
次のような複写は、おやめください。
• 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など）、定

期券、回数券などの、事業会社が業務に使用する最低
必要部数以外の複写

• 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免
許証、許可証、身分証明書や通行券、食券などの切符
類の複写

• 書籍、絵画、版画、地図、図面、写真など著作権の対
象となっているものの複写（個人的または家庭内、あ
るいはこれに準ずる限られた範囲内で使用する場合以
外、複写することを禁じられています）

B大きな用紙をセットしても、製版範囲が最大印刷
範囲を超えることはありません。

B［フルサイズ製版］（A 56）を使っても、用紙の先
端から 5mm の範囲は製版されません。

B周囲に余白のない原稿をプリントするときは、
［周囲余白］（A 53）で縮小すると便利です。
B［フルサイズ製版］（A 56）を使うと、用紙のサイ

ズに関係なく、製版範囲を最大印刷範囲まで広げ
ることができます。

関係法律
B通貨及ビ証券模造取締法
B外国ニオイテ流通スル貨幣、紙幣、銀行券、証券、

偽造変造及ビ模造ニ関スル法律
B郵便切手類模造等取締法
B印紙等模造取締法
B紙幣類似証券取締法
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各部の名称とはたらき

給紙側

1 排版ボックス（A 139）
排版されたマスターを収納します。

2 給紙台上下ボタン（A 28）
用紙を載せ換えたり追加したりするときに、給紙台
を上昇または下降させます。

3 給紙圧レバー（A 28）
用紙の紙質に合わせて、給紙の圧力を調節します。

4 給紙フェンス（A 28）
用紙の幅に合わせてスライドさせ、用紙のずれを防
ぎます。

5 給紙台（A 28）
用紙を載せます。

6 左右位置調整ダイヤル（A 72）
左右方向の印刷位置を調整します。

7 原稿台カバー（A 31）
原稿をセットするときに開閉します。

8 原稿パッド（A 148）

9 原稿台ガラス（A 31）
原稿を下向きにセットします。

0 操作パネル（A 21）
各種操作を行います。

a メモリーカードスロット（A 36）
［ホールド］機能を使うためのメモリーカードを装
着します。

b USB ポート（Type B）（A 13）
パソコンと接続するための USB ケーブルを装着し
ます。

c LAN ポート（A 13）
ネットワークに接続するためのイーサネットケーブ
ルを装着します。

4

6

a

b

c 0

7

8

9

5

1

3

2
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1

排紙側

1 製版ユニットカバー（A 136）

2 マスターガイド（A 136）

3 サーマルヘッド（A 147）

4 マスターロールストッパー（A 136）
セットしたマスターロールを固定します。

5 マスター（A 135）

6 製版ユニット（A 135）
1 ～ 5 をご覧ください。

7 前カバー（A 135）

8 ドラム（A 141）

9 インクボトル（A 138）

0 ドラムレバー（A 141）
レバーを握ってドラムを引き出します。

a 製版ユニットレバー（A 135）
レバーを握って製版ユニットを引き出します。

b ドラム OK ボタン（A 141）
ボタン点灯時に、ドラムを引き出せます。
消灯しているときは、ボタンを押して点灯させてか
ら引き出してください。

c 製版ユニット OK ボタン（A 135）
ボタン点灯時に、製版ユニットを引き出せます。
消灯しているときは、ボタンを押して点灯させてか
ら引き出してください。

d 補助足

e 電源スイッチ（A 32）
電源の ON/OFF を切り替えます。

f 排紙台（A 29）
印刷物が排出されます。

g ストッパー（A 29）
スライドさせて、用紙のサイズに合わせます。

h 排紙フェンス（A 29）
スライドさせて、用紙のサイズに合わせます。

i 紙揃えプレートノブ（A 29）
ノブを押すと、紙揃えプレートが出ます。
印刷物の紙揃えを良くします。

j 排紙ウイング（A 79）

k USB ポート（A 39）
認証用またはプリント用の USB メモリーを挿入し
ます。

6

7

8

g

h

0

d

9

ba c e

i

3

j

k

f

1

2 4

5
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オプション

 自動原稿送り装置

1 AF 給紙カバー（A 158）
原稿がつまった場合に開けて、原稿を取り除きます。

2 原稿セットフェンス（A 31）
原稿の幅に合わせてスライドさせ、原稿のずれを防
ぎます。

3 原稿排出トレイ
読み取った原稿が排出されます。

3

1 2
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1

操作パネル

1［ホーム］キー（A 22）
［ホーム］画面を表示させるときに押します。

2 タッチパネル（A 22）

3 枚数カウンター
印刷枚数や各種設定の入力値が表示されます。

4［U］キー
［メモリー］（A 87）を呼び出すときや、［プログラ
ム］（A 83）で項目間を移動するときなどに押しま
す。

5 テンキー
印刷枚数や各種設定値を入力するときに押します。

6［C］キー
入力した文字や数字を取り消すときに押します。

7［P（プログラム）］キー（A 83）
［プログラム］を呼び出すときに押します。
［プログラム］が ON のときは、キー上のランプが
点灯します。

8［×］キー
［プログラム］（A 83）で項目間を移動するときに
押します。

9［＋］キー
［プログラム］（A 83）で項目間を移動するときに
押します。

0 印刷速度調節キー（A 70）
印刷速度を調節するときに押します。キー上部のラ
ンプに、そのときの速度が表示されます。

a 印刷濃度調節キー（A 71）
印刷濃度を調節するときに押します。キー上部のラ
ンプに、そのときの印刷濃度が表示されます。

b 印刷位置調整キー（A 72）
製版後、天地方向の印刷位置を調整するときに押し
ます。

c［製版］キー（A 32）
製版基本画面に切り替えるときに押します。

d［印刷］キー
印刷基本画面に切り替えるときに押します。

e［連続］キー（A 26）
［連続］の ON/OFF を切り替えるときに押します。
［連続］ON のときは、キーの上側のランプが点灯
します。

f［ウェイクアップ］キー
• 本機がスリープ（節電）状態のときは、キーが点

灯します。押すと、使用可能な状態になります。
• 認証機能（A 119）が有効な場合、認証されてい

る状態のときにキーが点灯します。押すと、認証
状態が解除されます。

（A 43「認証状態を解除する」）

g［試し刷り］キー（A 32）
試し刷りをするときに押します。

h［スタート］キー
製版や印刷を開始するときや、各種動作を実行する
ときに押します。
キー上のランプは、動作できるときは点灯、動作で
きないときは消灯しています。

i［ストップ］キー
実行中の動作を中止するときに押します。
ただし、製版動作中は、製版終了後に停止します。

j［リセット］キー
現在の設定を初期値に戻すときや、トラブル処理後
にエラー表示を解除するときなどに押します。

1 2 3 7 c d fe8 0 a

4 6 9 h ig j5 b



第 1 章 本機について22

タッチパネルの表示について

［ホーム］画面

モードを選択する画面です。
［ホーム］キーを押すと表示されます。

①［製版］
タッチすると、製版基本画面に移行します。

②［印刷］
タッチすると、印刷基本画面に移行します。

③［スキャン］
タッチすると、スキャン基本画面に移行します。

（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）
④［RLP 出力］

タッチすると、RLP 基本画面に移行します。

認証画面

認証機能（A 119）が有効なときに表示されます。
ガイダンスに従って操作してください。

 認証方式が［暗証番号］の場合

 認証方式が［USB メモリー］の場合

 認証方式が［IC カード］の場合

製版基本画面

製版の機能を設定する画面です。
紙原稿の場合とデータ原稿の場合で、一部の表示項目が
異なります。

 紙原稿の場合

① メッセージエリア
本機の状態や操作指示が表示されます。

② タブボタン
各タブをタッチすると、タブ画面を切り替えられま
す。

③ 機能設定エリア
設定できる機能のボタンが表示されます。

代表的な画面表示について説明します。

B［RLP 出力］は、連携機「Prioa」（別売）が接続さ
れ、必要な設定がされている場合に表示されます。

（A 102「連携機を利用するための準備」）

1 2 3 4

表示 説明

製版モード

［速度優先製版］（A 53）

［アイドリング］（A 90）

1

2

3

4

5
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1

④ POP エリア
よく使う機能を登録しておくと便利です。

（A 91「よく使う機能をユーザーごとに登録する
［認証 POP 登録］」）
（A 115「よく使う機能を［基本］タブ画面に登録す
る［POP 登録］」）

⑤ ステータスエリア
本機と連携機「Prioa」（別売）の状態が表示されま
す。

 データ原稿の場合

① 原稿データ情報エリア
原稿データの名称やサイズなどが表示されます。

② 原稿データ操作エリア
［n/m］：「現在のページ / 総ページ数」が表示されて
います。

［プレビュー］：現在のページの［プレビュー表示］
（A 62）を確認できます。
［次ページ］：現在のページを製版せずに、次ページ
の製版に進むことができます。

［ジョブ削除］：現在の原稿データの処理を中止しま
す。

③［用紙］
原稿データのサイズに合った用紙がセットされてい
ることを確認します。不定形用紙を使う場合は、登
録済みの用紙サイズを選択してください。

（A 55「不定形の用紙を使う［用紙サイズ］」）
④［連続モード］

プリント中の停止タイミングを変更できます。
（A 33「パソコンからプリントする」）

⑤［テープ仕分け］
ST ソーター（オプション）が装着されている場合
に表示されます。

印刷基本画面

印刷の機能を設定する画面です。
紙原稿の場合とデータ原稿の場合で、一部の表示項目が
異なります。

 紙原稿の場合

表示 説明

［I］をタッチすると、消耗品の残量情報
などが表示されます。

［I］アイコンの色は、本機の動作状態を
表します。

（A 134「消耗品の残量を確認する」）

本機にセットされているマスターの残量
が表示されます。

（A 134「消耗品の残量を確認する」）

本機にセットされているインクの残量と
色名が表示されます。

（A 134「消耗品の残量を確認する」）

連携機「Prioa」（別売）の状態です。連
携機が接続され、必要な設定（A 102）
がされている場合に表示されます。

［READY］：連携機を使える状態です。
［ERROR］：連携機でエラーが起きていま
す。

［---］：連携機の情報を取得できません。

パソコンから受信した原稿データの状態
が表示されます。

［READY］：受信待ちです。
［展開中］：プリントするための処理中で
す。

［出力待ち］：プリントできる原稿データ
があります。

［通信 ER］：通信エラーが起きています。
［受信不可］：受信できません。

このボタンをタッチすると、［受信ジョ
ブ］画面が表示されます。

（A 33「パソコンからプリントする」）

4 5 32

1

1

2
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①［ハイスピード］
［ハイスピード］の ON/OFF を切り替えられます。
（A 70「印刷速度を調節する［速度］」）

②［印刷位置］
天地方向の印刷位置調整値が表示されます。

（A 72「印刷位置を調整する［印刷位置］」）

 データ原稿の場合

① 原稿データ操作エリア
［再製版］：印刷中のマスターが劣化したときなどに、
製版をやり直せます。

（A 74「製版をやり直す［再製版］」）
その他の表示項目については、製版基本画面の説明
をご覧ください。

スキャン基本画面

紙原稿を本機でスキャンして、データとして保存するた
めの設定画面です。

① メッセージエリア
本機の状態や操作指示が表示されます。

［終了］をタッチすると、スキャンした原稿データが
保存されます。

② 基本情報エリア
保存する原稿データの情報を設定できます。

［データ名］（A 97）
［保存場所］（A 97）
［オーナー］（A 98）

③ タブボタン
各タブをタッチすると、タブ画面を切り替えられま
す。

④ 機能設定エリア
設定できる機能のボタンが表示されます。

⑤ POP エリア
よく使う機能を登録しておくと便利です。

（A 91「よく使う機能をユーザーごとに登録する
［認証 POP 登録］」）
（A 115「よく使う機能を［基本］タブ画面に登録す
る［POP 登録］」）

RLP 基本画面

紙原稿を本機でスキャンして、ネットワーク上の連携機
「Prioa」（別売）でプリントするための設定画面です。

① メッセージエリア
本機の状態や操作指示が表示されます。

② 連携機情報エリア
• 使用する連携機「Prioa」（別売）を選択できます。
• 選択した連携機のトレイ情報が表示されます。
•［J］には、パソコンから受信した原稿データの状

態が表示されます。このボタンをタッチすると、
［受信ジョブ］画面が表示されます。
（A 33「パソコンからプリントする」）

③ タブボタン
各タブをタッチすると、タブ画面を切り替えられま
す。

④ 機能設定エリア
設定できる機能のボタンが表示されます。

⑤ POP エリア
よく使う機能を登録しておくと便利です。

（A 91「よく使う機能をユーザーごとに登録する
［認証 POP 登録］」）
（A 115「よく使う機能を［基本］タブ画面に登録す
る［POP 登録］」）

1
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1

［名称入力］画面

文字入力が必要な場面で表示されます。

① カーソル移動ボタン
文字を入力する場所を左右に移動できます。

② 1 文字消去ボタン
タッチすると、1 文字ずつ消去できます。

③ 文字種類切替ボタン
入力する文字の種類を切り替えられます。

④ 文字ボタン
タッチすると、文字を入力できます。

4

1

2

3
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プリントの流れ

「製版」と「印刷」

本機は、孔版印刷方式のデジタル印刷機です。孔版印刷とは、印刷の元となるマスター（版）に細かい孔（あな）を開
け、そこから押し出したインクを用紙に転写する印刷方式です。
孔版印刷では、マスターを作ることを「製版」、製版されたマスターを通してインクが染み出し、用紙に画像が転写され
ることを「印刷」と呼びます。
また、本書では、この「製版」と「印刷」の工程をまとめて「プリント」と呼びます。

［連続］とは

製版工程と印刷工程を続けて行うことを［連続］と呼びます。
［連続］の ON/OFF は、操作パネルの［連続］キー（A 21）を押すことで切り替えられます。

［連続］が ON の場合
製版工程の後に、続いて印刷工程が始まります。
印刷完了後、自動原稿送り装置（オプション）に次の原稿がある場合には、次の原稿の製版が始まります。

（原稿台ガラスに原稿をセットした場合は、印刷完了後に停止します。）
試し刷りの確認や、印刷条件、製版条件の変更が必要ない場合に設定します。

［連続］が OFF の場合
試し刷りの後と印刷完了後に、本機の動作が停止します。
試し刷りを確認して印刷条件を変更したり、用紙を交換したりする場合に設定します。

プリント
製版工程 印刷工程

原稿の読み取り

紙原稿

原稿データ

原稿データの受信

製版したマスターを
ドラムに巻き付けます

試し刷りが出力
されます

ドラムを回転させて、
印刷します

製版 試し刷り 印刷

製版工程 印刷工程

製版工程 印刷工程
停止 停止
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2第 章2
基本操作
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プリント前の準備

給紙台と用紙のセット

1 給紙台を開く
給紙台に手を添えたまま、止まるまで開きます。

2 給紙台に用紙を置く
用紙は、印刷する面を上にします。用紙をセット
する向きは、原稿の向きと合わせます。

（A 31「原稿をセットする」）

3 給紙フェンスを調節する
給紙フェンスの左右にあるロックレバーを立てる
と、給紙フェンスを手でスライドできます。
給紙フェンスを用紙にぴったりと合わせた後、左
右のロックレバーを倒して固定します。

4 給紙圧を調節する
用紙の紙質に合わせて、給紙圧レバーを切り替え
ます。

 用紙の追加と載せ替え
印刷の途中で用紙の追加や載せ替えを行うときは用紙の
出し入れをしやすい位置まで給紙台を下げてから行いま
す。給紙台上下ボタン（A 18）を押し続けると給紙台
が下がり、指を離した位置で止まります。

B不適切な用紙の使用や、サイズが異なる用
紙の混載はしないでください。紙づまりや
故障の原因になります。

（A 14「用紙について」）

B本機は、給紙フェンスの位置で用紙サイズ
を識別しています。給紙フェンスを用紙に
ぴったりと合わせてください。

B不定形サイズの用紙を使用する場合は、操
作パネルで用紙サイズを指定してください。

（A 55「不定形の用紙を使う［用紙サイ
ズ］」）

B封筒給紙アタッチメント（オプション）に
フェンスアダプターを付けている場合は、
セットした封筒のサイズが適切に検知され
ません。［用紙サイズ］（A 55）で、使用
する封筒のサイズを選択してください。

レバー 紙質

標準 理想用紙、更紙、上質紙など

厚紙 画用紙などの厚紙、
滑りやすい用紙

B製版基本画面の［用紙］の横に、給紙圧レ
バーの位置が表示されます。

B紙質が異なる用紙に載せ替えたときは、給紙圧
レバーを切り替えてください。

Bサイズが異なる用紙に載せ替えたときは、排紙
フェンスとストッパーも調節してください。

B用紙がなくなったときや用紙をすべて取り除いた
ときは、給紙台が自動で最下部まで下がります。
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 給紙台の閉じかた

1 用紙をすべて取り除く
用紙を取り除いた後、給紙台が最下部まで下がっ
たことを確認します。

2 給紙フェンスを端まで広げる
給紙フェンスのロックレバーを立て、給紙フェン
スを手でスライドさせます。

3 給紙台を閉じる

排紙台のセット

1 排紙台を開く
排紙台に手を添えたまま、止まるまで開きます。

2 排紙フェンスとストッパーを立てる

3 排紙フェンスとストッパーを用紙サイズ
に合わせる
排紙フェンスとストッパーは、下部を持ってスラ
イドします。
排紙台についている目盛を目安として調節します。

ストッパーは、定形サイズの位置でカチカチと止
まります。

4 紙揃えプレートを調節する
印刷物が揃うように、用紙に合わせて紙揃えプ
レートを調節します。
• 紙揃えプレートを出すときは、紙揃えプレート

ノブを押します。
• 紙揃えプレートをたたむときは、紙揃えプレー

トノブを引き上げます。

 通常の用紙の場合
4 つの紙揃えプレートをすべて出します。

B厚紙を使用するときは、排紙フェンスを用
紙の幅より少し広めにセットしてください。

B排紙フェンスの最適な位置は、紙質、印刷
速度、使用環境などによって異なります。
排紙台についている目盛は目安とし、印刷
物の紙揃え状態に応じて排紙フェンスの位
置を調整してください。

B給紙台の左右位置を調整した場合は、排紙
フェンスの位置も合わせてください。給紙
台と排紙フェンスの位置が合っていない
と、紙づまりの原因になります。
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 印刷部分が片寄っている場合
塗りつぶし面が多い側の紙揃えプレートだけを出
します。

 厚い用紙の場合
本体に近い側の紙揃えプレートだけを出します。

 排紙台の閉じかた

1 印刷物をすべて取り除く

2 排紙フェンスとストッパーを端まで広げ
る

3 紙揃えプレートをすべてたたむ

4 ストッパーを内側に倒す

5 排紙フェンスを内側に倒す

6 排紙台を閉じる
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原稿をセットする

 原稿と用紙の向きの関係
原稿と用紙の向きは、以下のように合わせます。

短辺給紙

長辺給紙

原稿台ガラスにセットする場合

1 原稿台カバーを開ける

2 原稿を原稿台ガラスに載せる
原稿の読み取り面を下向きにして、中央を［H］
マークに合わせます。

3 原稿台カバーを閉じる

自動原稿送り装置にセットする場合

1 原稿を自動原稿送り装置に載せる
原稿の読み取り面を上向きにします。

2 原稿セットフェンスを原稿の幅に合わせ
る

原稿台ガラスまたは自動原稿送り装置（オプション）
を使って、原稿を読み取ることができます。

B印刷できる最大範囲は、機種により異なります。
C SF935Ⅱ/SF635Ⅱ：

291×413 mm（A3 サイズ相当）
C SF625Ⅱ：

251×357 mm（B4 サイズ相当）
原稿が上記のサイズよりも大きい場合は、縮小し
て製版してください。

（A 53「原稿を拡大／縮小する［変倍］」）

B［連写］（A 56）または［かんたん連写］（A 60）
の設定時は、設定に応じて原稿と用紙をセットす
る向きが異なります。

用紙の向き
原稿の向き

用紙の向き 原稿の向き

Bゲージシートが装着されている場合は、
ゲージシートの下に原稿をセットします。
ゲージシートは右下からめくれます。

B原稿台カバーは静かに閉じてください。
原稿台カバーを勢いよく閉じると、原稿台
ガラスの破損や原稿読み取りエラーが発生
する原因となります。

B自動原稿送り装置は、セットできる原稿の
サイズと枚数に制限があります。

（A 13「原稿について」）

B 本機は、原稿セットフェンスの位置で原稿サ
イズを識別しています。原稿セットフェンス
を原稿にぴったりと合わせてください。

ゲージシート
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紙原稿をプリントする

1 本機の電源が ON になっていることを
確認する
電源スイッチの［X］を押します。

2 製版基本画面が表示されていることを
確認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、

［製版］キー（A 21）を押します。

3 原稿をセットする
（A 31「原稿をセットする」）

4 用紙を確認する
（A 28「給紙台と用紙のセット」）

5 排紙台を確認する
（A 29「排紙台のセット」）

6 ［連続］の設定を確認する
（A 26「［連続］とは」）

7 製版条件を設定する
（A 46「製版するときに設定する機能」）
（A 82「便利な機能」）

8 テンキーで印刷枚数を入力する

9 ［スタート］キーを押す
製版が開始され、試し刷りが 1 枚排出されます。
•［連続］が ON の場合：手順 12 へ進みます。
•［連続］が OFF の場合：手順 10 へ進みます。

10 印刷条件を設定する
試し刷りを見て、印刷位置や濃度などを確認しま
す。

（A 70「印刷するときに設定する機能」）

11［スタート］キーを押す
印刷が開始されます。

ここでは、紙の原稿を読み取ってプリントする操作手
順を説明します。

B認証画面（A 42）が表示された場合は、
画面の指示に従ってください。

B原稿を自動原稿送り装置にセットした場
合、製版基本画面の［原稿］に、セットし
た原稿のサイズが表示されます。
セットした原稿と異なるサイズが表示され
ている場合は、再度セットします。

B製版基本画面の［用紙］に、セットした用
紙のサイズが表示されます。
セットした用紙と異なるサイズが表示され
ている場合は、再度セットします。

B製版基本画面の［用紙］の横に、給紙圧レ
バーの位置（A 28）が表示されます。

B自動原稿送り装置（オプション）に原稿を
セットすると、［連続］が自動的に ON に
なります。

［環境設定］の［AF 連続自動設定］
（A 110）で、初期設定を変更できます。

B連携機「Prioa」（別売）を接続してお使
いの場合、印刷枚数に応じて出力先が切り
替わる［自動振分］機能が働きます。

（A 102「連携機を利用する」）

Bアイドリング（インクをなじませる動作）
が自動的に実行されることがあります。

［環境設定］の［オートアイドリング］
（A 113）で、設定を変更できます。

B［試し刷り］キーを押すと、再度試し刷り
で仕上がりを確認できます。

B長期間使用していないとドラム上のインク
が乾き、プリントしたときに色がかすれた
り薄くなったりすることがあります。その
場合は、インクをなじませるため、何枚か
試し刷りをしてください。［試し刷り］
キーを押しつづけると、連続して試し刷り
できます。

B印刷を中断したいときは、［ストップ］
キーを押します。



第 2 章 基本操作 33

2

12 印刷物を取り出す
排紙フェンスを外側に倒すと、印刷物を取り出し
やすくなります。

パソコンからプリントする

1 本機の電源を ON にする
電源スイッチの［X］を押します。

2 用紙を確認する
（A 28「給紙台と用紙のセット」）

3 排紙台を確認する
（A 29「排紙台のセット」）

4 パソコンの印刷ダイアログボックスで
プリント条件を設定する

［プリンターの選択］でお使いの印刷機名を選択
し、［部数］を入力します。

 印刷ダイアログボックスの例

B追加印刷したい場合は、印刷枚数を入力し
て［スタート］キーを押します。

B次の原稿の製版に移りたい場合は、手順 3
から繰り返します。

B自動原稿送り装置（オプション）に原稿を
セットした場合、［AF オート製版］

（A 110）が ON のときは自動で次の原稿
の製版が始まります。原稿ごとに手順 10
から繰り返します。

B認証状態を解除するには、［ウェイクアッ
プ］キーを押します。（A 43）

［オートクリア設定］（A 112）または
［オートスリープ設定］（A 112）で設定さ
れた時間が経過しても、解除されます。

パソコンで作成した原稿データを、本機でプリントで
きます。

Bあらかじめ、パソコンに本機専用のプリンタード
ライバーをインストールしておく必要がありま
す。

B認証画面（A 42）が表示された場合は、
画面の指示に従ってください。

B［部単位で印刷］のチェックを外してくだ
さい。チェックが入っていると、1 枚印刷
するたびに製版が繰り返されます。
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5 ［印刷設定］＊1 画面で各種設定をする
印刷ダイアログボックスで［詳細設定］＊1 をク
リックし、以下の設定をします。
＊1：画面名とボタン名は、お使いのアプリケーション

ソフトにより異なることがあります。

［基本］タブ画面
［連続モード］：製版前・印刷前に、一時停止して
各種設定、用紙の交換などができます。

［応用］タブ画面
［認証プリント］：機密性の高い原稿をプリントす
る場合に設定すると便利です。

 その他のプリント設定
詳しくは、「リソープリンタードライバー取扱説
明書」（DVD-ROM）をご覧ください。

6 ［OK］をクリックする
印刷ダイアログボックスに戻ります。

7 ［印刷］＊2 をクリックする
プリンタードライバーの設定内容で原稿データが
プリントされます。
＊2：ボタン名は、お使いのアプリケーションソフトに

より異なることがあります。

•［連続モード］が［ON］の場合：製版に続いて
印刷が開始されます。

•［連続モード］が［OFF］の場合：設定に応じ
て、必要な操作をします。

（A 34「［連続モード］が［OFF］の場合」）

［連続モード］が［OFF］の場合

プリンタードライバーで選択した［連続モード］の設定
に応じて、操作が異なります。

［OFF- 製版前ストップ（オート印刷）］のとき
各ページの製版前に一時停止します。
製版後、印刷は自動で行われます。

1 製版基本画面にデータ原稿の内容が表示
されていることを確認する

上記の画面が表示されている場合は、手順 4 へ
進みます。
上記の画面以外が表示されている場合は、［製版］
キー（A 21）を押します。

2 ［出力待ち］をタッチする

3 ［出力］をタッチする

B手順 5 で［認証プリント］の設定をした
場合、以下のページを参照して、必要な操
作をします。

（A 35「［認証プリント］が設定されてい
る場合」）

Bアイドリング（インクをなじませる動作）
が自動的に実行されることがあります。

［環境設定］の［オートアイドリング］
（A 113）で、設定を変更できます。

B［受信ジョブ］画面が表示されている場合
は、手順 3 へ進みます。
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4 製版条件を確認する
（A 22「タッチパネルの表示について」）

5 ［スタート］キーを押す
製版後、印刷が開始されます。
試し刷りの後は一時停止しません。
印刷が終わると、次ページの製版が開始される前
に、一時停止します。ページごとに手順 4 ～ 5
を繰り返します。

［OFF- 印刷前ストップ（オート製版）］のとき
各ページの製版は自動で行われ、試し刷りが 1 枚印刷
されて一時停止します。

1 印刷条件を確認する
試し刷りを見て、印刷位置や濃度などを確認しま
す。必要に応じて各種設定をします。

2 ［スタート］キーを押す
印刷が開始されます。
印刷が終わると、次ページの製版が開始され、試
し刷りの後に一時停止します。
ページごとに手順 1 ～ 2 を繰り返します。

［OFF- 製版前、印刷前ストップ］のとき
各ページの製版前と印刷前に、一時停止します。

1 「［OFF- 製版前ストップ（オート印刷）］
のとき」の手順 1 ～ 3 を行う

2 製版条件を確認する
（A 22「タッチパネルの表示について」）

3 ［スタート］キーを押す
製版が開始されます。
製版が終わると、試し刷りの後に一時停止しま
す。

4 印刷条件を確認する
試し刷りを見て、印刷位置や濃度などを確認しま
す。必要に応じて各種設定をします。

5 ［スタート］キーを押す
印刷が開始されます。
印刷が終わると、次ページの製版が開始される前
に一時停止します。
ページごとに手順 2 ～ 5 を繰り返します。

［認証プリント］が設定されている場合

1 製版基本画面が表示されていることを
確認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、

［製版］キー（A 21）を押します。

2 ［出力待ち］をタッチする

3 ［認証ジョブ］をタッチする

画面の指示に従って認証操作をします。

4 ［出力］をタッチする

B［受信ジョブ］画面が表示されている場合
は、手順 3 へ進みます。

B［認証プリント］が設定されているジョブ
しかない場合は、手順 3 の画面は表示さ
れません。手順 4 に進んでください。
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5 製版条件を確認する
（A 22「タッチパネルの表示について」）

6 ［スタート］キーを押す
プリントが開始されます。
•［連続モード］が［ON］の場合：製版に続いて

印刷が開始されます。
•［連続モード］が［OFF］の場合：設定に応じ

て、必要な操作をします。
（A 34「［連続モード］が［OFF］の場合」）

紙原稿をデータとして保存する

メモリーカードの装着

［ホールド］を使用するには、本機にメモリーカードを
装着する必要があります。
市販のメモリーカードをお買い求めください。
以下の種類のカードを使用できます。

1 本機の電源を OFF にする
電源スイッチの［Y］を押します。

紙原稿を本機のスキャナーで読み取って、［ホールド］
または［USB メモリー］に保存できます。

原稿データを保存しておくと、以下のように活用でき
ます。
• 原稿データを本機でプリントする
（A 38「保存された原稿データをプリントする」）
• 原稿データを紙原稿に合成してプリントする
（A 68「原稿データを紙原稿に合成する［オーバー
レイ］」）

B［ホールド］を使用するには、本機にメモリー
カードを装着する必要があります。

B保存した原稿データは、本機独自のファイル形式
です。「理想 USB メモリマネージャー」や「理
想かんたんパレット SP」で使用できます。

B RISO コントローラ IS300（オプション）を接
続している場合、スキャンモードで読み取った原
稿データは IS300 に保存されます。［ホールド］
や［USB メモリー］には保存できません。

• SD カード
（記憶容量：2GB 以下）

• SDHC カード
（記憶容量：4GB ～ 32GB）

B天災や不測の事態により、カード内のデータが損
傷した場合、保証はいたしかねます。重要なデー
タは、作成元のパソコンでバックアップをとって
おくことをおすすめします。

［USB メモリー］

［ホールド］
本機に装着したメモリーカード
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2 カードスロットのカバーを取り外す
つまみネジを、手で反時計回りに回してゆるめま
す。
カバーを左にスライドしてから、取り外します。

3 カードをスロットに挿入する
カードを図の向きにして、カチッと音がするまで
挿入します。

4 カバーを取り付ける
カバーを元の位置に戻し、つまみネジを時計回り
に回して締めます。

メモリーカードの取り出し

1 カチッと音がするまでカードを押し込む

2 ゆっくりと指を離す
カードが出てきます。
カードを指でつまんで引き出します。

B 図示部分以外のネジは、ゆるめたり外したり
しないでください。

Bカードは、必ず正しい向きで挿入してくだ
さい。間違った向きで挿入すると、故障の
原因となります。

B挿入する前に、カードの書き込み禁止を解
除してください。
カードの側面や背面に「LOCK」などと記
載されたスイッチがある場合は、スイッチ
をスライドして解除します。

つまみネジ
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紙原稿のスキャン

1 スキャンモードに切り替える
［ホーム］画面（A 22）で［スキャン］をタッチ
します。

2 保存するデータの情報を設定する
•［データ名］（A 97）
•［保存場所］（A 97）
•［オーナー］（A 98）

3 原稿をセットする
（A 31「原稿をセットする」）

4 読取条件を設定する
（A 96「スキャンするときに設定する機能」）

5 ［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
原稿が複数枚ある場合は、手順 3 ～ 5 を繰り返
します。

6 ［終了］をタッチする
1 つのデータとして保存したい原稿の読み取りが
終了したら、［終了］をタッチします。
保存するかどうかを確認する画面が表示されま
す。

7 ［はい］をタッチする
原稿データが保存されます。

保存された原稿データをプリントする

［ホールド］からのプリント

1 本機の電源を ON にする
電源スイッチの［X］を押します。

2 製版基本画面が表示されていることを
確認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、

［製版］キー（A 21）を押します。

3 用紙を確認する
（A 28「給紙台と用紙のセット」）

4 排紙台を確認する
（A 29「排紙台のセット」）

B原稿を自動原稿送り装置（オプション）に
まとめてセットした場合は、すべての原稿
に同じ読取条件が適用されます。

Bスキャンモードを終了するには、［ホーム］
キーを押します。

以下の方式で保存された原稿データを、プリントでき
ます。
•［ホールド］：本機に保存された原稿データ

– 紙原稿からの保存方法は以下をご覧ください。
（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）

– パソコンからの保存方法は「リソープリンタードライ
バー取扱説明書」（DVD-ROM）をご覧ください。

•［USB メモリー］：USB メモリーに保存された原稿
データ
– 紙原稿からの保存方法は以下をご覧ください。
（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）

– パソコンからの保存方法は「リソープリンタードライ
バー取扱説明書」（DVD-ROM）をご覧ください。

•［USB メモリー（自動製版）］：プリンタードライ
バーで USB メモリーに保存された原稿データ（最
小限の操作でプリントできます）
– 保存方法は「リソープリンタードライバー取扱説明書」
（DVD-ROM）をご覧ください。

B認証画面（A 22）が表示された場合は、
画面の指示に従ってください。
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5 ［機能一覧］タブ画面で、［ホールド］を
タッチする

6 プリントしたい原稿データをタッチする

• 別のフォルダーに保存されている原稿データを
選ぶ場合は、フォルダーのタブをタッチしま
す。

• 原稿データが 6 件以上ある場合は、［F］［G］
をタッチしてリストを切り替えます。

7 ［詳細表示］をタッチする

8 プリントする原稿データを確認する

9 ［呼出］をタッチする

10［連続モード］の設定を確認する
選択できる設定は「パソコンからプリントする」

（A 33）と同じです。

11 その他の操作を行う
製版基本画面の操作については、以下のページを
ご覧ください。

（A 22「タッチパネルの表示について」）

12 テンキーで印刷枚数を入力する

13［スタート］キーを押す
•［連続モード］が［ON］の場合：製版に続いて

印刷が開始されます。
•［連続モード］が［OFF］の場合：設定に応じ

て、必要な操作を行います。
（A 34「［連続モード］が［OFF］の場合」）

［USB メモリー］からのプリント

以下の設定で USB メモリーに保存された原稿データを
プリントします。
• USB メモリープリント専用のプリンタードライバー

で、［出力方法］を［USB メモリーへ出力］に設定。

1 本機の準備をする
「［ホールド］からのプリント」（A 38）の手順 1
～ 4 を行います。

B原稿データの種類に応じて、以下のアイコ
ンが表示されます。

：［デジタイザ］で編集された原稿データ

B原稿データの操作については、以下のペー
ジをご覧ください。

（A 66「保存された原稿データを操作する 
［ホールド］［USB メモリー］」）

Bアイドリング（インクをなじませる動作）
が自動的に実行されることがあります。

［環境設定］の［オートアイドリング］
（A 113）で、設定を変更できます。

B上記以外の方法で保存された原稿データ（PDF
ファイルなど）はプリントできません。
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2 原稿データが保存された USB メモリー
を USB ポートに挿入する

3 プリントしたい原稿データをタッチする

• 別のフォルダーに保存されている原稿データを
選ぶ場合は、フォルダーのタブをタッチしま
す。

• 原稿データが 6 件以上ある場合は、［F］［G］
をタッチして切り替えます。

4 ［詳細表示］をタッチする

5 プリントする原稿データを確認する

6 ［呼出］をタッチする
以降の操作は、「［ホールド］からのプリント」の
手順 10 ～ 13 に従います。

［USB メモリー（自動製版）］からのプリ
ント

以下の設定で USB メモリーに保存された原稿データを
プリントします。
• USB メモリープリント専用のプリンタードライバー

で、［出力方法］を［USB メモリーへ出力（自動製
版）］に設定。

1 本機の準備をする
「［ホールド］からのプリント」（A 38）の手順 1
～ 4 を行います。

2 原稿データが保存された USB メモリー
を USB ポートに挿入する

•［連続モード］が［ON］の場合：製版に続いて
印刷が開始されます。

•［連続モード］が［OFF］の場合：設定内容に
応じて、必要な操作をします。

（A 34「［連続モード］が［OFF］の場合」）

BUSB メモリーは、プリントが終了するま
で抜かないでください。
途中で抜くと、データの消失や設定内容の
消失、または USB メモリーの故障の原因
になります。

B［USB データ選択］画面が自動的に表示
されない場合は、［機能一覧］タブ画面で

［USB メモリー］をタッチしてください。

B原稿データの操作については、以下のペー
ジをご覧ください。

（A 66「保存された原稿データを操作する 
［ホールド］［USB メモリー］」）

B上記以外の方法で保存された原稿データ（PDF
ファイルなど）はプリントできません。

BUSB メモリーは、プリントが終了するま
で抜かないでください。
途中で抜くと、データの消失や設定内容の
消失、または USB メモリーの故障の原因
になります。

B製版後、USB メモリー内の原稿データは
自動的に消去されます。
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3 USB メモリーを取り外す
プリントが完了したら、USB メモリーを取り外
します。

認証データをプリントするには

以下の原稿データを、「認証データ」と呼びます。

• スキャンモードで［認証する］が設定された原稿データ
（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）

• プリンタードライバーで［認証プリント］が設定され
た原稿データ
設定方法は「リソープリンタードライバー取扱説明
書」（DVD-ROM）をご覧ください。

［ホールドデータ選択］画面や［USB データ選択］画面
に認証データを表示させるには、以下の手順を行いま
す。

1 ［表示設定］をタッチする

2 ［認証あり］をタッチする

3 ［確定］をタッチする
［ホールドデータ選択］画面または［USB デー
タ選択］画面に、認証データが表示されます。
• 認証データのタブボタンには、［L］（カギマー

ク）アイコンが表示されます。
• 認証データ以外の原稿データを表示させるに

は、［認証なし］をタッチします。

以降は、「［ホールド］からのプリント」の手順 6
（A 39）以降と同様に操作します。

B［認証データ表示切替］は、［環境設定］の
［認証設定］（A 119）で［本体認証、認証
プリント］または［認証プリントのみ］が
設定されている場合に表示されます。



第 2 章 基本操作42

認証して使う
「認証」とは、ユーザーごとに割り当てられた暗証番号
などを利用して、本機のユーザーを識別することです。
ユーザーを識別することにより、ユーザーごとの管理や
セキュリティの強化ができます。

認証操作をする

以下のような認証画面が表示されている場合は、［認証
設定］（A 119）が設定されています。
この場合、本機を使うには認証操作をする必要がありま
す。
認証操作には、以下の 3 通りの方式があります。
どの方式を使うかは、［環境設定］の［認証方式］

（A 120）で設定されています。

 暗証番号を入力する方式

1 暗証番号をテンキーで入力する
入力した番号は「j」と表示されます。

2 ［確定］をタッチする
認証画面が消えて、本機を使えるようになりま
す。

 USB メモリーを使う方式

1 登録済みの USB メモリーを USB ポー
トに挿入する
認証画面が消えて、本機を使えるようになりま
す。
USB メモリーを USB ポートから抜いてくださ
い。
USB メモリーを抜いても、認証状態は継続しま
す。

 IC カードリーダー（オプション）を使う方式

1 登録済みの IC カードを IC カードリー
ダーにタッチする
認証画面が消えて、本機を使えるようになりま
す。
IC カードを IC カードリーダーから離してくださ
い。
IC カードを離しても、認証状態は継続します。

B暗証番号は、［環境設定］の［ユーザー登
録］で確認、変更できます。

B認証用の USB メモリーを本機に登録して
おく必要があります。（A 121［ユーザー
登録］）

B認証用の IC カードを本機に登録しておく
必要があります。（A 121［ユーザー登
録］）
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認証状態を解除する

認証操作が成功して、本機がユーザーを識別している状
態のことを「認証状態」と呼びます。
本機の使用後は、認証状態を解除してください。

1 点灯している［ウェイクアップ］キーを
押す

認証状態のときは、スリープしていなくても
［ウェイクアップ］キー（A 21）が点灯していま
す。このときに［ウェイクアップ］キーを押す
と、認証が解除されます。

B認証を解除しないと、他のユーザーでも本機を使
用できてしまいます。

B［オートクリア設定］（A 112）または
［オートスリープ設定］（A 112）で設定さ
れた時間が経過しても、自動的に認証が解
除されます。
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第 章3
製版機能を設定する
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製版するときに設定する機能

 画像処理に関する機能

 レイアウトに関する機能

各機能の詳細や設定手順については、参照ページを
ご覧ください。

［原稿モード］（A 47）
原稿の種類に適した処理を設定できます。

［網点］（A 49）
写真の階調を表現するための処理方法を設定できます。

［コントラスト強調］（A 49）
明暗がはっきりしない写真を、鮮明な仕上がりにすること
ができます。

［トーンカーブ選択］（A 50）
写真などの明るい部分と暗い部分の調子を調整できます。

［読取濃度］（A 50）
原稿の地色や濃淡にあわせて、読取濃度を調節できます。

［ブックモード］（A 51）
冊子のとじ部分の影を消去または薄くできます。

［省インク］（A 52）
インク消費量を抑える処理ができます。

［速度優先製版］（A 53）
製版時間を短縮できます。

［変倍］（A 53）
原稿を拡大または縮小できます。

［用紙サイズ］（A 55）
不定形の用紙サイズを選択できます。

［フルサイズ製版］（A 56）
最大印刷範囲に製版できます。

［連写］（A 56）
1 枚の用紙に原稿を複数割り付けられます。

［かんたん連写］（A 60）
1 枚の用紙に原稿を 2 面割り付けられます。

［レイアウト原稿］（A 61）
原稿の先端部分をカット（トリミング）できます。

［AF とじ代設定］（A 61）
左右の製版位置を調整できます。
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 その他の機能
原稿に適した画像処理をする

［原稿モード］

1 ［基本］タブ画面で［原稿］をタッチする

2 原稿の種類を選択する

［文字］
写真を含まない原稿の場合に選択してください。
文字や、濃淡が変化しない絵をくっきりと表現し
たい場合に適しています。

［写真］
写真の鮮明さを重視したい場合に適しています。

［文字・写真］
文字と写真の鮮明さを両立したい場合に適してい
ます。

［プレビュー表示］（A 62）
製版前に仕上がりイメージを確認できます。

［AF オート製版］（A 63）
自動原稿送り装置にセットされた原稿を、自動的に製
版します。

（オプションの自動原稿送り装置が必要です。）

［紙メモリープリント］（A 64）
本機をパソコンに接続できない場合でも、パソコンか
ら直接プリントする時と同じように、高精細にプリン
トできます。

［ホールド］［USB メモリー］（A 66）
本機または USB メモリーに保存された原稿データを
操作します。

［オーバーレイ］（A 68）
［ホールド］または［USB メモリー］に保存された原
稿データを、紙原稿に合成できます。

SAM
PLESAM

PLE

SAM
PLE

原稿の種類に適した処理を選択することによって、
より鮮明な画像を得ることができます。

B［環境設定］の［原稿モード基本設定］（A 110）
で、初期設定を変更できます。

B以下の機能とは併用できません。
C［網点］（A 49）
C［コントラスト強調］（A 49）
C［トーンカーブ選択］（A 50）

B［読取濃度］（A 50）の［オート］とは併
用できません。

B［網点］（A 49）で、写真の階調を表現す
るための処理方法を変更できます。

B［コントラスト強調］（A 49）で、明暗が
はっきりしない写真を、鮮明な仕上がりに
することができます。

B［トーンカーブ選択］（A 50）で、明るい
部分と暗い部分の調子を調節できます。
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［えんぴつ］
えんぴつで書かれた原稿や、朱肉のスタンプなど
の薄い原稿に適しています。

3 詳細な種類を選択する
［文字］以外を選択した場合は、詳細な種類を選
択します。

［写真］を選択した場合

［文字・写真］を選択した場合

［えんぴつ］を選択した場合

4 ［確定］をタッチする

B以下の機能とは併用できません。
C［読取濃度］（A 50）の［オート］
C［コントラスト強調］（A 49）

B［網点］（A 49）で、写真の階調を表現す
るための処理方法を変更できます。

B［トーンカーブ選択］（A 50）で、明るい
部分と暗い部分の調子を調節できます。

B以下の機能とは併用できません。
C［網点］（A 49）
C［読取濃度］（A 50）の［オート］
C［コントラスト強調］（A 49）

B［トーンカーブ選択］（A 50）で、明るい
部分と暗い部分の調子を調節できます。

種類 説明

［標準］ 下記の［顔写真］に該当しない場
合に適しています。

［顔写真］ 2 人までのバストアップ写真に適
しています。

（特に顔がきれいにプリントされる
ように画像処理します。）

種類 説明

［標準］ 文字と写真をバランスよく再現し
たい場合に適しています。色のつ
いた原稿にも適しています。

［文字優先］ 文字の鮮明さを際立たせたい場合
に適しています。建物や金属の光
沢のように、コントラストがハッ
キリした写真を含む場合にも適し
ています。

［写真優先］ 食品や人物のように、階調の滑ら
かさを重視したい写真を含む場合
に適しています。

［下地カッ
ト］

原稿の下地色を消去します。
新聞紙のように下地色のある原稿
に適しています。

［下地カット］は、他の選択肢と同
時に選択できます。

種類 説明

［こいめ］ 薄い文字を鮮明にしたい場合に適
しています。

［うすめ］ 薄い文字を鮮明にすることと、切
り貼りの影を抑えることを両立し
たい場合に適しています。
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3

写真の階調の処理方法を選択する
［網点］

1 ［機能一覧］タブ画面で［網点］をタッ
チする

2 設定したいボタンをタッチする

［OFF］
写真の階調が誤差拡散法で処理されます。
不規則に配置される点の密度の変化によって、
階調が表現されます。

［1］～［4］
写真の階調が網点で処理されます。
規則的に配置された点の大きさの変化によって、
階調が表現されます。
線数（1 インチに網点が何個入るか）のパターン
を選択できます。線数が高いほど点の配置が細か
くなるので、階調をなめらかに表現できます。

［1］：106 線相当
［2］：71 線相当
［3］：53 線相当
［4］：34 線相当

3 ［確定］をタッチする

写真の明暗を調節する
［コントラスト強調］

1 ［機能一覧］タブ画面で［コントラスト
強調］をタッチする

2 設定したいボタンをタッチする

［OFF］
［コントラスト強調］の処理がされません。

［うすめ］
濃い部分が、より鮮明になります。
写真全体が暗く、暗い被写体がはっきりしない場
合に適しています。

［こいめ］
薄い部分が、より鮮明になります。
写真全体が明るく、明るい被写体がはっきりしな
い場合に適しています。

3 ［確定］をタッチする

写真の階調を表現するための処理方法を設定できます。

B［網点］を設定できるのは、［原稿モード］
（A 47）を［写真］または［文字・写真］に設定
しているときだけです。

明暗がはっきりしない写真を、鮮明な仕上がりにする
ことができます。

B［コントラスト強調］を設定できるのは、［原稿
モード］（A 47）を［写真］に設定しているとき
だけです。
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写真の階調を調節する
［トーンカーブ選択］

1 ［機能一覧］タブ画面で［トーンカーブ
選択］をタッチする

2 設定したいボタンをタッチする

［ハイライト］
写真のうち、明るい部分の表現を調節します。

［シャドウ］
写真のうち、暗い部分の表現を調節します。

3 ［確定］をタッチする

原稿の読取濃度を調節する
［読取濃度］

1 ［基本］タブ画面で［読取濃度］を
タッチする

2 設定したいボタンをタッチする

［オート］
［原稿モード］（A 47）で［文字］を選択してい
る場合にだけ、選択できます。

［オート］に設定すると、原稿の下地色に合わせ
て、最適な読取濃度に調節されます。

［1］～［5］
5 段階で調節できます。

［1］に設定すると、最も薄くなります。
［5］に設定すると、最も濃くなります。

3 ［確定］をタッチする

写真の明るい部分と暗い部分の調子を、段階的に調節
できます。

B［トーンカーブ選択］を設定できるのは、［原稿
モード］（A 47）を［文字］以外に設定している
ときだけです。

設定 説明

［+1］ 明るく表現される範囲が狭くなり
ます。明るい部分の細部が見えや
すくなります。

［0］ 標準的な処理が適用されます。

［-1］ 明るく表現される範囲が広くなり
ます。明るい部分の細部が飛ぶこ
とがあります。

設定 説明

［+1］ 暗く表現される範囲が広くなりま
す。暗い部分の細部がつぶれるこ
とがあります。

［0］ 標準的な処理が適用されます。

［-1］ 暗く表現される範囲が狭くなりま
す。暗い部分の細部が見えやすく
なります。

原稿の下地色や文字の濃淡などに合わせて、読取濃度
を調節できます。

B［環境設定］の［読取濃度基本設定］（A 110）で、
初期設定を変更できます。

B［省インク］（A 52）が ON のときは、［読取濃
度］は変更できません。
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冊子になっている原稿を使う
［ブックモード］

1 ［機能一覧］タブ画面で［ブックモード］
をタッチする

2 処理方法を選択する

［OFF］
［ブックモード］の処理をしません。

［消去］
とじ部分の影と、原稿の周りの影を消去します。

［写真処理］
とじ部分の影を写真処理で薄くし、原稿の周りの
影を消去します。

3 消去幅を選択する

［オート］
とじ部分が自動的に検知され、消去幅が算出され
ます。

冊子のように中央でとじられている原稿を読み取る場
合に、とじ部分の影を消去したり、薄くしたりするこ
とができます。

B原稿は、必ず原稿台ガラスのセンターにあわせて
下図の向きでセットしてください。

Bゲージシートが装着されている場合は、外してく
ださい。ゲージシートを装着したまま［ブック
モード］を使用すると、周囲が黒く製版されてし
まいます。

B厚い冊子を読み取る場合は、原稿台カバーのヒン
ジを引き上げると、冊子を水平に押さえることが
できます。

B以下の機能とは併用できません。
C［AF とじ代設定］（A 61）
C［省インク］（A 52）
C［読取濃度］（A 50）の［オート］
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
C［速度優先製版］（A 53）

B［オート］を選択すると、以下の画像部分
も消去または写真処理されます。
C原稿の周囲から続いている黒い画像

Cとじ部分から続いている黒い画像
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［20mm］～［80mm］
［消去］の場合にだけ選択できます。

4 原稿サイズを選択する
［消去幅］で［オート］以外を選択した場合は、
原稿となる冊子を開いた状態のサイズを選択して
ください。
選択した［原稿サイズ］の中央部分が消去されま
す。

5 ［確定］をタッチする

インクを節約する［省インク］

1 ［機能一覧］タブ画面で［省インク］を
タッチする

B［オート］以外を選択すると、原稿の周り
の影は消去されません。 ［省インク］を ON にして製版すると、印刷時のイン

ク消費量を通常より減らすことができます。

B［省インク］を ON にすると、印刷濃度が薄くな
ります。

B印刷時に［省インク］の設定を変更しても、ドラ
ムにセットされている製版済みのマスターには反
映されません。［省インク］の設定変更は、次回
の製版時に反映されます。

B以下の機能とは併用できません。
C［読取濃度］（A 50）
C［印刷濃度］（A 71）
C［ブックモード］（A 51）
C［プレビュー表示］（A 62）
C［オーバーレイ］（A 68）

B［省インク］ON で製版されたドラムで印刷する
とき、以下の機能は設定変更できません。
C［印刷濃度］（A 71）

Bプリント後に製版モードに切り替えると、
次回製版時の［省インク］の設定は OFF
になります。［省インク］を ON にしたい
場合は、あらためて［省インク］をタッチ
してください。

［省インク］が ON のときは、メッセージエリア
に［S］アイコンが表示されます。
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製版時間を短縮する
［速度優先製版］

1 ［機能一覧］タブ画面で［速度優先］を
タッチする

原稿を拡大／縮小する［変倍］

［固定変倍］

1 ［基本］タブ画面で［変倍］をタッチ
する

2 設定したい変倍率をタッチする

①［オート］：給紙台にセットされている用紙サ
イズに合わせて、自動的に拡大／縮小されま
す。原稿を自動原稿送り装置にセットしてい
て、原稿と用紙の両方が定形サイズの場合に
だけ使えます。

②［固定変倍］：定形サイズから定形サイズへの
代表的な変倍率から選択できます。

③［周囲余白］：選択されている変倍率に、さら
に周囲余白の縮小率を掛け合わせます。

製版時間を短縮できます。

B［速度優先製版］を ON にして製版すると、
印刷画像が低解像度になります。

B［環境設定］の［速度優先製版基本設定］
（A 111）で、初期設定を変更できます。
B以下の機能とは併用できません。
C［変倍］（A 53）
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
C［ブックモード］（A 51）
C［AF とじ代設定］（A 61）
C［プレビュー表示］（A 62）
C［デジタイザ］
C［紙メモリープリント］（A 64）
C［ホールド］（A 66）
C［USB メモリー］（A 66）
C［オーバーレイ］（A 68）

［速度優先製版］ アイコン

OFF

ON

［速度優先製版］を ON にすると、メッセージエ
リアのアイコンが変わります。

原稿を拡大または縮小して読み取ることができます。

B製版範囲より外側の画像はプリントされません。
（A 15「製版範囲」）

B［環境設定］の［変倍基本設定］（A 110）で、
初期設定を変更できます。

B［環境設定］の［周囲余白縮小率］（A 112）で、
［周囲余白］の縮小率を変更できます。
B以下の機能とは併用できません。
C［速度優先製版］（A 53）

設定のしかたは、以下の 3 種類から選択できます。
•［固定変倍］：変倍率を選択するだけで設定できま

す。
•［独立変倍］：天地と左右の変倍率を、任意に設定で

きます。
•［ズーム変倍］：天地と左右の比率を変えずに、任意

の変倍率を設定できます。

1

3

2
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3 ［確定］をタッチする

［独立変倍］

1 ［基本］タブ画面で［変倍］をタッチ
する

2 ［独立変倍］をタッチする

3 変倍率を変更する

以下のどちらの方法でも変更できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

4 ［確定］をタッチする

［ズーム変倍］

1 ［基本］タブ画面で［変倍］をタッチ
する

2 ［ズーム変倍］をタッチする

3 変倍率を変更する

以下のどちらの方法でも変更できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

4 ［確定］をタッチする

B［A4 →ハガキ］［B5 →ハガキ］［オート］
［独立変倍］［ズーム変倍］を選択している
ときは、［周囲余白］は選択できません。

B［連写］（A 56）または［かんたん連写］
（A 60）を設定しているときは、［変倍］
の［オート］［A4 →ハガキ］［B5 →ハガ
キ］は使用できません。

B［A4 →ハガキ］は、原稿を自動原稿送り
装置にセットしたときは使用できません。

B［C］キーを押すと、［100%］に戻りま
す。

B［C］キーを押すと、［100%］に戻りま
す。
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3

不定形の用紙を使う［用紙サイズ］

1 ［基本］タブ画面で［用紙］をタッチす
る

2 使用する用紙のボタンをタッチする

3 ［確定］をタッチする

「長尺用紙」（奉書など）を使う場合
［H］（天地の長さ）が 436 ～ 555mm の用紙を「長
尺用紙」と呼びます。

［用紙サイズ］画面で「長尺用紙」を選択すると、本機
は「長尺モード」で動作します。
•「長尺モード」のときは、印刷のタイミングや速度が、

通常の印刷時とは異なります。
•「長尺モード」のときは、メッセージエリアに［長尺］

と表示されます。

給紙台にセットされた用紙が定形（A 14）であれば、
用紙サイズが自動的に検知されて、適切な「製版範
囲」（A 15）に製版されます。
しかし、定形ではない（不定形）用紙サイズは、自動
的には検知されません。
製版の前に、適切な用紙サイズを［用紙サイズ］で選
択する必要があります。

B［用紙サイズ］の設定が［オート］のままで不定
形の用紙を使うと、印刷画像が欠けたり、ドラム
が汚れたりする場合があります。

B封筒給紙アタッチメント（オプション）にフェン
スアダプターを付けている場合は、セットした封
筒のサイズが適切に検知されません。［用紙サイ
ズ］で、使用する封筒のサイズを選択してくださ
い。

B［環境設定］の［用紙サイズ登録］（A 117）で、
使用する用紙サイズを登録しておく必要がありま
す。

B定形サイズの用紙を使う場合は、［オート］
を選択します。

B「長尺用紙」を使うには、オプションの排紙台 W
が必要です。給紙台と排紙台のセット方法につい
ては、販売会社（あるいは保守・サービス会社）
にお問い合わせください。

B紙質によっては、通紙できない場合や、印刷画像
の位置によって部分的に汚れが発生する場合があ
ります。詳しくは、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。
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余白を最小限にする
［フルサイズ製版］

1 ［機能一覧］タブ画面で［フルサイズ製
版］をタッチする

1 枚の用紙に原稿を複数割り付ける
［連写］

［1 原稿連写］
1 枚の用紙に、1 枚の原稿を複数割り付けます。

［多原稿連写］
1 枚の用紙に、2 枚または 4 枚の原稿を複数割り付け
ます。

＊1：2 枚の原稿を割り付けられます。
＊2：4 枚の原稿を割り付けられます。

［チケット連写］
チケットのように細長い原稿を、1 枚の用紙に複数割り
付けます。

本機は、用紙サイズの内側に余白ができるように製版
範囲を制限しています。これは、本機内部のローラー
がインクで汚れたり、紙づまりを起こしたりすること
を防ぐためです。

［フルサイズ製版］を ON にすると、製版範囲を用紙
サイズで制限せずに、本機の「最大印刷範囲」

（A 15）に製版できます。

B［フルサイズ製版］を ON にしても、用紙の先端
から 5mm の範囲は製版されません。

B製版する前に、原稿パッドと原稿台ガラス
全体に汚れがないかを確認してください。
原稿の外側にある汚れも製版されるので、
本機内部のローラーがインクで汚れる原因
になります。

B原稿台カバーをしっかりと閉めて製版して
ください。原稿台カバーに隙間があると、
原稿の影が製版されて、本機内部のロー
ラーがインクで汚れる原因になります。

B製版された画像よりも小さい用紙は使わな
いでください。本機内部のローラーがイン
クで汚れ、以降の印刷物の裏面に汚れが転
写されてしまいます。

1 枚の用紙に原稿を複数割り付けることを「連写」と
いいます。用紙を節約したいときや伝言メモ用紙など
をプリントするときに便利です。

B以下の機能とは併用できません。
C［ブックモード］（A 51）
C［レイアウト原稿］（A 61）
C［AF とじ代設定］（A 61）
C［速度優先製版］（A 53）
C［サイズ］（A 99）の［オート］

2 面 4 面 8 面 16 面

2 面＊1 4 面＊1 8 面＊2 16 面＊2

1 1

1
11

1 1 1 1 1

1 1 1 1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

2 1

1
12

2 4 3 2 1
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1
1
1
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3
3
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11111



第 3 章 製版機能を設定する 57

3

［1 原稿連写］［多原稿連写］

1 原稿をセットする
割り付ける面数に応じて、原稿をセットする向き
が異なります。

2 用紙をセットする
短辺給紙になるようにセットします。

3 排紙台をセットする
（A 29「排紙台のセット」）

4 製版基本画面が表示されていることを確
認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、［製
版］キー（A 21）を押します。

5 ［機能一覧］タブ画面で［連写］を
タッチする

6 原稿サイズをタッチする

7 ［次へ］をタッチする

8 ［1 原稿］または［多原稿］をタッチす
る

9 ［次へ］をタッチする

10 割り付ける面数をタッチする

2 面・8 面の場合：

4 面・16 面の場合：

B原稿台ガラスと自動原稿送り装置（オプ
ション）の併用はできません。最初の原稿
を原稿台ガラスにセットした場合は、残り
の原稿も原稿台ガラスにセットしてくださ
い。

B定形用紙を使用してください。不定形用紙
や［環境設定］でサイズ登録した用紙は、
使用できません。

通紙方向

短辺

長辺

B 4 面・16 面の場合は、 iが表示されてい
る原稿サイズをタッチします。

B選択した原稿サイズと、セットされている
用紙のサイズから、変倍率が自動的に算出
されます。変倍率が 50 ～ 200% の範囲
から外れる組み合わせは使用できません。
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11［確定］をタッチする

12 その他のプリント条件を設定する
（A 46「製版するときに設定する機能」）

13［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
以降は、通常の紙原稿のプリントと同様に操作し
ます。

（A 32「紙原稿をプリントする」）

次の原稿のセットを指示するメッセージが表示さ
れた場合は、次に読み取る原稿をセットして［ス
タート］キーを押します。

［チケット連写］

原稿の短辺サイズ（幅）を指定するだけで、割り付けら
れる面数が自動的に決まります。

面数は「用紙の長辺サイズ ÷ 原稿の短辺サイズ」で
算出されます。余りの部分は余白になります。
原稿の幅は 50 ～ 210 mm の間で指定できますが、
原稿には周囲 5 mm 以上の余白が必要です。
例：

原稿の短辺　50 mm
用紙の長辺　297 mm（A4 サイズ）
297÷50 ＝ 5 余り 47
用紙に 5 面が割り付けられ、残りが余白となります。

1 原稿をセットする
原稿は原稿台ガラスにセットします。

2 用紙をセットする
短辺給紙になるようにセットします。

B画面下部に表示されている通りの向きに、
原稿がセットされていることを確認しま
す。

B［連写］を解除するには、もう一度手順 5
を行って設定画面を表示させます。

［OFF］をタッチしてから［確定］をタッ
チします。

B次の原稿をセットせずに一定時間が経過す
ると、自動的に製版が始まります。読み取
られなかった分は余白になります。
この一定時間を［連写待ち時間］と呼びま
す。
工場出荷時は 15 秒に設定されています。

［環境設定］の［連写待ち時間］（A 112）
で変更できます。

原稿 印刷物

50mm

余り
周囲 5mm の余白

通紙方向

短辺

長辺
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3 排紙台をセットする
（A 29「排紙台のセット」）

4 製版基本画面が表示されていることを
確認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、

［製版］キー（A 21）を押します。

5 ［機能一覧］タブ画面で［連写］を
タッチする

6 任意のサイズをタッチする
どのサイズを選択しても、チケット連写に影響は
ありません。

7 ［次へ］をタッチする

8 ［チケット］をタッチする

9 ［次へ］をタッチする

10［ON］をタッチする

11 原稿の短辺（幅）を指定する
以下のどちらの方法でも指定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

12［確定］をタッチする

13 その他の製版条件を設定する
（A 46「製版するときに設定する機能」）
（A 82「便利な機能」）

14［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
以降は、通常の紙原稿のプリントと同様に操作し
ます。

（A 32「紙原稿をプリントする」）

B定形用紙を使用してください。不定形用紙
や［環境設定］でサイズ登録した用紙は、
使用できません。

Bプリント条件の設定（手順 13）で［変
倍］をする場合は、拡大・縮小後のサイズ
に応じた用紙をセットしてください。

Bプリント条件の設定（手順 13）で［変
倍］をする場合は、拡大・縮小後のサイズ
を指定してください。

B［C］キーを押すと、［50mm］に戻りま
す。

B［連写］を解除するには、もう一度手順 5
を行って設定画面を表示させます。

［OFF］をタッチしてから［確定］をタッ
チします。
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かんたんに 2 面連写する
［かんたん連写］

 仕上がりイメージ

1 原稿をセットする
下図の向きでセットします。

2 用紙をセットする
短辺給紙になるようにセットします。

3 排紙台をセットする
（A 29「排紙台のセット」）

4 製版基本画面が表示されていることを
確認する
製版基本画面以外が表示されている場合は、

［製版］キー（A 21）を押します。

5 ［機能一覧］タブ画面で［かんたん連写］
をタッチする

6 その他の製版条件を設定する
（A 46「製版するときに設定する機能」）
（A 82「便利な機能」）

7 ［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
以降は、通常の紙原稿のプリントと同様に操作し
ます。

（A 32「紙原稿をプリントする」）

1 枚の用紙に原稿を複数割り付けることを「連写」と
いいます。

［かんたん連写］は、［連写］（A 56）のうち、1 枚の
原稿を 2 面割り付ける連写を、［連写］よりも少ない
手順で行える機能です。

B以下の機能とは併用できません。
C［ブックモード］（A 51）
C［レイアウト原稿］（A 61）
C［AF とじ代設定］（A 61）
C［速度優先製版］（A 53）
C［サイズ］（A 99）の［オート］

B定形用紙を使用してください。不定形用紙
や［環境設定］でサイズ登録した用紙は、
使用できません。

1 1

通紙方向

短辺

長辺

B縮小または拡大する場合、通常と変倍率が
異なります。下表の変倍率を指定してくだ
さい。

原稿
A4 B5 A5 B6

用
紙

A3 100％ 116％ 141％ 163％
B4 87％ 100％ 122％ 141％
A4 71％ 82％ 100％ 116％
B5 61％ 71％ 87％ 100％

原稿
A6 B7 A7 B8

用
紙

A3 200% － － －
B4 173% 200% － －
A4 138% 163% 200% －
B5 122% 141% 173% 200%
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原稿の先端をカットする
［レイアウト原稿］

1 ［機能一覧］タブ画面で［レイアウト原
稿］をタッチする

2 ［ON］をタッチする

3 カットしたい幅を指定する
以下のどちらの方法でも指定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

4 ［確定］をタッチする

製版位置を調整する
［AF とじ代設定］

1 ［機能一覧］タブ画面で［AF とじ代設
定］をタッチする

2 余白を広げたい側のボタンをタッチする

［左側］
用紙搬送方向に向かって左側の余白を広げます。

［右側］
用紙搬送方向に向かって右側の余白を広げます。

3 移動量を指定する
以下のどちらの方法でも指定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

原稿の先端部分をカット（トリミング）できます。

例えば、トンボのある原稿を使う場合に、［レイアウ
ト原稿］で先端のトンボまでの余白をカットします。
トンボ内と同じサイズの用紙にプリントすると、トン
ボを省いた印刷物に仕上げることができます。

B以下の機能とは併用できません。
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
C［紙メモリープリント］（A 64）
C［オーバーレイ］（A 68）

B［C］キーを押すと、［0mm］に戻ります。

印刷物をとじるために余白を広げたい場合などに、製
版する位置を調整できます。
用紙搬送方向に向かって、左右のどちら側の余白を広
げたいかを選択し、移動量を指定します。

自動原稿送り装置（オプション）に複数の原稿をセッ
トすると、すべての原稿の左右位置をずらして製版す
ることができます。

B原稿に十分な余白がない場合、製版位置をずらす
と反対側の画像が欠けてしまうことがあります。

B以下の機能とは併用できません。
C［変倍］（A 53）
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
C［ブックモード］（A 51）
C［紙メモリープリント］（A 64）
C［オーバーレイ］（A 68）
C［速度優先製版］（A 53）

用紙搬送方向
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4 ［確定］をタッチする

原稿データの画像を確認する
［プレビュー表示］

 画面の説明

 画面表示のしかた
［プレビュー表示］画面は、以下の場面で表示できます。

B［C］キーを押すと、［0mm］に戻ります。

スキャナーで読み取った原稿や、［ホールド］や
［USB メモリー］から呼び出した原稿データの画像を
確認できます。

B以下の機能とは併用できません。
C［省インク］（A 52）
C［速度優先製版］（A 53）

B以下の機能が設定されているときは、［プレ
ビュー表示］が自動的に［ON］になります。
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）

① タッチするたびに、段階的に拡大表示されます。

② タッチするたびに、段階的に縮小表示されます。

③ タッチするたびに、［R（縦）］と［Q（横）］が切り替わ
ります。

④ 現在の表示倍率です。

⑤ タッチすると、原稿データの全体が画面内に収まる表示
倍率になります。

⑥ 表示位置を移動できます。

⑦ 原稿データの画像が表示されます。

B［プレビュー表示］では端まで表示されていても、
「製版範囲」の外側の画像はプリントされません。
十分な余白があることをご確認ください。

（A 15「製版範囲」）

場面 表示のしかた

紙原稿を製版する
とき

製版基本画面の［機能一覧］タブ画面で
［プレビュー表示］をタッチします。原稿
読み取り後に、［プレビュー表示］画面が
表示されます。

1
2
3
4

5

76
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＊：連携機「Prioa」（別売）が必要です。
（A 102「連携機を利用する」）

［プレビュー表示］の手順

ここでは、紙原稿を製版する場合を例として、操作手順
を説明します。

1 ［機能一覧］タブ画面で［プレビュー表
示］をタッチする

2 製版条件を設定する
（A 46「製版するときに設定する機能」）
（A 82「便利な機能」）

3 ［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
読み取りが完了すると、［プレビュー表示］画面
が表示されます。

4 プレビュー表示を確認する
•［続行］をタッチすると、製版が開始されます。
•［中止］をタッチすると、製版を中止します。

ページごとに試し刷りを確認する
［AF オート製版］

1 自動原稿送り装置に原稿をセットする
（A 31「原稿をセットする」）

2 ［連続］を OFF にする
［連続］が ON になっている場合は、［連続］
キーを押して OFF にします。

3 ［機能一覧］タブ画面で［AF オート製
版］をタッチする

［AF オート製版］が ON になります。

紙原稿をデータ保
存するとき

スキャン基本画面の［機能一覧］タブ画
面で［プレビュー表示］をタッチします。
原稿読み取り後に、［プレビュー表示］画
面が表示されます。

パソコンから受信
した原稿データを
プリントするとき

原稿データの製版基本画面の［基本］タ
ブ画面で［プレビュー］をタッチします。

B［連続モード］が ON の場合
は、製版前に止まらないので

［プレビュー表示］は使えませ
ん。

保存された原稿
データをプリント
するとき

以下の 2 通りの方法があります。
•［ホールドデータ呼出］または［USB

データ呼出］画面で［プレビュー］を
タッチします。

• 原稿データの製版基本画面の［基本］
タブ画面で［プレビュー］をタッチし
ます。

RLP モード * で
プリントするとき

RLP 基本画面の［機能一覧］タブ画面で
［プレビュー表示］をタッチします。
原稿読み取り後に、［プレビュー表示］画
面が表示されます。

B［閉じる］が表示されている場合は、［閉じ
る］をタッチします。

場面 表示のしかた

［AF オート製版］は、自動原稿送り装置（オプショ
ン）を装着している場合に表示されます。

自動原稿送り装置に原稿をセットする場合、［AF
オート製版］を ON にすると、プリントの流れは下
図のようになります。

• 製版後に本機の動作が停止するので、大量に印刷す
る前に試し刷りを確認することができます。

• 印刷後は次のページの製版が自動的に開始されるの
で、効率的に作業を進めることができます。

B［AF オート製版］が OFF の場合のプリントの流
れは、以下のページをご覧ください。

（A 26「［連続］とは」）
B［環境設定］の［AF オート製版基本］（A 110）

で、初期設定を変更できます。

製版工程 印刷工程
停止
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紙メモリー原稿を使う
［紙メモリープリント］

1 用紙をセットする
紙メモリー原稿のヘッダー部を確認し、印字され
ているサイズの用紙をセットします。

2 紙メモリー原稿を原稿台ガラスにセット
する
紙メモリー原稿のヘッダー部分にページ番号

「P.1」と印字されていることを確認してくださ
い。
紙メモリー原稿のフッター部に印字されているシ
リーズ名が、お使いの印刷機と一致することを確
認してください。

プリントされている面を下向きにして、中央を
［H］マークに合わせます。その後、原稿台カ
バーを閉じてください。

本機をパソコンに接続できない場合でも、パソコンか
ら直接プリントする時と同じように、高精細にプリン
トできます。
パソコンで作成した原稿データを、本機のプリンター
ドライバーの機能を使ってデジタルパターンに変換
し、当社推奨のプリンターでプリントすることができ
ます。その紙を「紙メモリー原稿」と呼びます。本機
の［紙メモリープリント］機能を使うと、紙メモリー
原稿から元の原稿データを再現してプリントすること
ができます。

ここでは、紙メモリー原稿を本機で読み取ってプリント
する操作手順を説明します。

B紙メモリー原稿を作成するには、Windows 版の
リソープリンタードライバーが必要です。Mac
版では作成できません。

原稿データ

紙メモリー原稿

当社推奨のプリンター

印刷物

本機

紙メモリー原稿を
作成する

（「リソープリンター
ドライバー取扱説明
書（DVD-ROM）を
ご覧ください。）

紙メモリー原稿を
本機で読み取って
プリントする

（本書の説明範囲）

（原稿データが変換されたデジタルパターン）

B以下の場合、紙メモリー原稿を本機で適切
に読み取れないことがあります。
C原稿台ガラスや原稿パッドに汚れがあ

る。
C紙メモリー原稿が当社推奨のプリン

ター以外でプリントされた。
（当社推奨のプリンターについては、販
売会社（あるいは保守・サービス会社）
にお問い合わせください。）

C紙メモリー原稿に汚れ、しわ、折れ目
などがある。

C紙メモリー原稿にメモなどを書き込む
場合は、下図の余白部分をお使いくだ
さい。それ以外の場所に書き込むと、
本機で適切に読み取れなくなります。

ヘッダー部

フッター部

余白
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3 ［機能一覧］タブ画面で［紙メモリープ
リント］をタッチする

4 ［スタート］キーを押す
紙メモリー原稿が読み取られます。

5 原稿の情報を確認する
紙メモリー原稿の読み取りが完了すると、［プレ
ビュー表示］画面（A 62）が表示されます。プ
リントしたい原稿であることを確認してくださ
い。

［ホールド］
あとで呼び出してプリントしたい場合は、以下の
手順で原稿データを保存できます。

（保存する必要がなければ、この手順は不要です。
手順 6 に進んでください。）

①［プレビュー表示］画面の［ホールド］をタッ
チする。

②［ホールド］または［プリント＆ホールド］を
選択する。
•［ホールド］：プリントせずに、原稿データを

保存します。
•［プリント＆ホールド］：プリントして、原稿

データを保存します。
③ 必要に応じて、以下の設定を変更する。

•［データ名］（A 97）
•［保存場所］（A 97）
•［オーナー］（A 98）

④［確定］をタッチする。
上記の手順②で選択した処理が、実行されま
す。
保存した原稿データをプリントする手順は、

「保存された原稿データをプリントする」（A 
38）をご覧ください。

6 ［続行］をタッチする
製版が開始されます。
以降は、通常の紙原稿のプリントと同様に操作し
ます。

（A 32「紙原稿をプリントする」）

B紙メモリー原稿が複数ページにわたる場合
は、原稿の読み取りが完了した後、次の
ページ番号の原稿に入れ替えて［スター
ト］キーを押してください。

B［ホールド］を使用するには、本機にメモ
リーカードを装着する必要があります。

（A 36）
B　［紙メモリープリント］の原稿データは、

USB メモリーには保存できません。



第 3 章 製版機能を設定する66

保存された原稿データを操作する
［ホールド］［USB メモリー］

リスト表示形式の変更

1 ［機能一覧］タブ画面で［ホールド］を
タッチする

2 ［表示設定］をタッチする

3 設定を変更する

 リスト表示の順序
どの順序でリストを表示するかを選択できます。

［リスト表示切替］
リストへの表示項目を切り替えることができま
す。
OFF：データ名＋オーナー名＋保存日
ON：データ名

［認証データ表示切替］
［認証あり］：認証データだけをリストに表示しま
す。

［認証なし］：認証データ以外をリストに表示しま
す。

4 ［確定］をタッチする

5 ［ホールドデータ選択］画面に戻ります。

原稿データの削除

1 ［機能一覧］タブ画面で［ホールド］を
タッチする

2 削除したい原稿データをタッチする
原稿データは、複数選択することもできます。

3 ［削除］をタッチする

保存された原稿データを呼び出す画面の使い方につい
て説明します。
ここでは、［ホールドデータ選択］画面を例に説明し
ます。

［USB データ選択］画面でも、操作は同様です。
• 保存方法については、以下のページをご覧ください。
（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）
• プリント方法については、以下のページをご覧くだ

さい。
（A 38「保存された原稿データをプリントする」）

B［認証データ表示切替］は、［環境設定］の
［認証設定］（A 119）で［本体認証、認証
プリント］または［認証プリントのみ］が
設定されている場合に表示されます。

B行頭に［ ］アイコンが表示されている
原稿データには、プリンタードライバーで

［削除時に確認する］が設定されています。
この原稿データを選択して［削除］をタッ
チすると、確認画面が表示されます。確認
画面で［確定］をタッチすると、削除保護
を解除して削除できます。
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原稿データの詳細表示

1 ［機能一覧］タブ画面で［ホールド］を
タッチする

2 確認したい原稿データをタッチする
原稿データは、複数選択することもできます。

3 ［詳細表示］をタッチする
［ホールドデータ呼出］画面が表示されます。

4 必要に応じて、設定変更する

［180 度回転］：
180 度回転させてプリントできます。

［コピー / 移動］：
タッチすると、［コピー / 移動］画面が表示され
ます。原稿データを［ホールド］と［USB メモ
リー］の間でコピーまたは移動することができま
す。

［出力範囲］：
タッチすると、［出力範囲］画面が表示されます。
プリント順序（昇順／降順）の切り替え、プリン
トするページの限定（奇数、偶数、指定ページ）
ができます。

［プレビュー］：
タッチすると、［プレビュー］画面を表示します。
原稿データの画像を確認できます。

（A 62「原稿データの画像を確認する ［プレ
ビュー表示］」）

5 ［呼出］をタッチする
原稿データをプリントするには、［呼出］をタッ
チします。
何もせずに画面を閉じるには、［取消］をタッチ
します。

［USB データ選択］画面への切り替え

［ホールドデータ選択］画面と［USB データ選択］画面
を相互に切り替えることができます。

1 ［ホールドデータ選択］画面で［USB
メモリー］をタッチする

［USB データ選択］画面が表示されます。

B［USB データ選択］画面で［ホールド］を
タッチすると、［ホールドデータ選択］画
面に切り替わります。
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原稿データを紙原稿に合成する
［オーバーレイ］

 仕上がりイメージ

• 保存データは拡大・縮小できません。保存されている
サイズのまま合成されます。

• 保存データの合成位置は調整できません。紙原稿の天
方向（A 14）のセンター合わせで合成されます。

保存データが紙原稿より大きい場合

保存データが紙原稿より小さい場合

1 ［機能一覧］タブ画面で［オーバーレイ］
をタッチする

2 合成したい原稿データをタッチする
•［ホールドデータ選択］画面の操作については、

以下のページをご覧ください。
（A 66「保存された原稿データを操作する 
［ホールド］［USB メモリー］」）

• USB メモリーに保存されている保存データを
合成したい場合は、USB メモリーを挿入して
から、［USB メモリー］をタッチします。

3 ［詳細表示］をタッチする
［ホールドデータ呼出］画面（USB メモリーを
使う場合は［USB データ呼出］画面）が表示さ
れます。

4 ［呼出］をタッチする

5 プリント操作をする
以降は、通常の紙原稿のプリントと同様に操作し
ます。

（A 32「紙原稿をプリントする」）

［ホールド］または［USB メモリー］に保存された原
稿データ（保存データ）を、紙原稿に合成できます。
例えば、「見本」のようなスタンプを合成する使いか
たができます。

B合成する原稿データを［ホールド］［USB メモ
リ］に保存する方法については、以下のページを
ご覧ください。

（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）
B以下の機能とは併用できません。
C［省インク］（A 52）
C［レイアウト原稿］（A 61）
C［AF とじ代設定］（A 61）
C［紙メモリープリント］（A 64）
C［速度優先製版］（A 53）

保存データ 紙原稿 仕上がりイメージ

保存データ 紙原稿 仕上がりイメージ

保存データ 紙原稿 仕上がりイメージ

BUSB メモリーは、プリントが終了するま
で抜かないでください。
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第 章4
印刷機能を設定する
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印刷するときに設定する機能

 ハードキーで設定する機能

 タッチパネルで設定する機能

印刷速度を調節する［速度］

1 印刷速度調節キー（［O］［N］）を押す

•［O］キーを押すたびに、1 段階ずつ遅くなり
ます。

•［N］キーを押すたびに、1 段階ずつ速くなり
ます。

印刷速度ランプの表示と印刷速度の関係は、以下
の通りです。

各機能の詳細や設定手順については、参照ページを
ご覧ください。

［速度］（A 70）
印刷速度を調節できます。

［濃度］（A 71）
印刷濃度を調節できます。

［印刷位置］（A 72）
印刷位置を調整できます。

［用紙サイズ］（A 55）
不定形の用紙サイズを選択できます。

［インターバル印刷］（A 74）
印刷物の裏移りを軽減できます。

［再製版］（A 74）
最後に製版した画像を、再度製版できます。

［オート再製版］（A 75）
所定枚数を印刷するたびに、自動的に再製版します。

［特殊用紙設定］（A 75）
特殊な用紙を使う場合に、給紙と排紙の条件を調整で
きます。

［排紙ウイング特殊］（A 79）
特殊な用紙を排紙しやすくするために、排紙ウイング
の位置を調節できます。

［重送検知］（A 79）
複数の用紙が重なったまま給紙されていないかの検知
機能を ON/OFF できます。

印刷速度を調節できます。
印刷前だけでなく、印刷中にも調節できます。

B［環境設定］の［印刷速度基本設定］（A 110）で、
初期設定を変更できます。

ランプ 印刷速度（枚／分）

約 60

約 80

約 100

約 120

約 130

約 150
（［ハイスピード］*）
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＊：印刷基本画面の［ハイスピード］をタッチすると、
ワンタッチで約 150 枚／分に切り替えられます。 印刷濃度を調節する［濃度］

1 印刷濃度調節キー（［O］［N］）を押す

•［O］キーを押すたびに、1 段階ずつ薄くなり
ます。

•［N］キーを押すたびに、1 段階ずつ濃くなり
ます。

印刷濃度ランプに、現在の印刷濃度の段階が表示
されます。

B［ハイスピード］を使用できるのは、ドラ
ム内部の温度が 5 ℃以上のときです。ド
ラムが冷えている場合は、部屋を暖めた
り、速度［5］以下でしばらく印刷したり
して、ドラム内部が十分な温度になるまで
お待ちください。

B用紙の種類によっては、紙がつまりやすく
なる場合があります。その場合は、速度を
下げて印刷してください。

B［ハイスピード］は、以下の機能とは併用
できません。
C［合紙仕分け］（A 86）

印刷濃度を調節できます。
印刷前だけでなく、印刷中にも調節できます。

B［環境設定］の［印刷濃度基本設定］（A 110）で、
初期設定を変更できます。

B［省インク］（A 52）が ON のときは、印刷濃度
は変更できません。（印刷濃度ランプが消灯しま
す。）
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印刷位置を調整する［印刷位置］

天地方向の位置調整

操作パネルの印刷位置調整キーで調整します。
印刷前だけでなく、印刷中にも調整できます。

1 印刷位置調整キー（［O］［N］）を押す
［O］または［N］キーを押すたびに、印刷画像
が約 0.5mm ずつ移動します。

2 移動量を確認する
タッチパネル画面に、天地方向の移動量が表示さ
れます。

左右方向の位置調整

給紙台の左右位置調整ダイヤルで調整します。

1 給紙台を下げる
給紙台上下ボタンを押して、給紙ローラーが用紙
から離れる程度に給紙台を下げます。

2 左右位置調整ダイヤルを回す
左右方向の印刷位置は、タッチパネル画面には表
示されません。目盛で移動量を確認しながら調整
します。
目盛の［M］が標準の印刷位置です。

印刷の位置を調整できます。
天地方向と左右方向で、調整方法が異なります。

B［P］キーを押すと、標準の位置に戻り
ます。

B画面に表示される移動量は目安です。調整
後は、［試し刷り］キーを押して印刷物を
確認してください。

左右方向

天地方向

B天地方向の印刷位置は、以下の操作をする
と標準に戻ります。
C［リセット］キーを押す
C電源を OFF にする

B目盛は目安です。調整後は、［試し刷り］
キーを押して印刷物を確認してください。
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 印刷画像を左方向に移動する
ダイヤルを時計回りに回します。

給紙台が右方向に移動するので、相対的に、印刷
画像が用紙の左方向に移動します。

 印刷画像を右方向に移動する
ダイヤルを反時計回りに回します。

給紙台が左方向に移動するので、相対的に、印刷
画像が用紙の右方向に移動します。

3 排紙フェンスの位置を調整する
給紙台の移動量に合わせて、排紙フェンスの位置
を調整します。給紙台と排紙フェンスの位置が
合っていないと、紙づまりの原因になります。

（A 29「排紙台のセット」）

給紙台 印刷画像

左方向

給紙台 印刷画像

右方向

B印刷終了後は、給紙台と排紙フェンスを標
準の位置に戻してください。給紙台を標準
の位置に戻すには、ダイヤルを回して、目
盛の［M］に給紙台の端を合わせます。
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インクの裏移りを抑える
［インターバル印刷］

1 ［機能一覧］タブ画面で［インターバル
印刷］をタッチする

2 ［ON］をタッチする

3 ドラムの空転数を指定する
以下のどちらの方法でも指定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［F］［G］をタッチする

4 ［確定］をタッチする

製版をやり直す［再製版］

1 ［機能一覧］タブ画面で［再製版］を
タッチする

2 必要に応じて［180 度回転］をタッチ
する

3 ［実行］をタッチする

本機では、印刷物が高速で排出されます。
そのため、用紙によっては印刷物のインクが十分に乾
かず、次の印刷物の裏面にインクが移って汚れてしま
うことがあります。これを「裏移り」と呼びます。
この場合、次の印刷物が排出されるまでの間隔を長く
することにより、インクが乾く時間をつくり、「裏移
り」を抑えることができます。
次の印刷物が排出されるまでの間隔は、ドラムを空転
させることによって調整します。

B以下の機能とは併用できません。
C［合紙仕分け］（A 86）

B［C］キーを押すと、［1 回］に戻ります。

本機は、最後に製版した画像を一時的に記憶していま
す。

［再製版］を使うと、その画像を利用して、製版をや
り直すことができます。あらためて原稿をセットして
設定をやり直す必要がないので便利です。
また、大量に印刷する場合、印刷している間にマス
ターが劣化してくることがあります。
この場合も［再製版］を実行すると、同じ設定のまま
で新しいマスターに交換されるので、印刷品質を一定
に保つことができます。

B［再製版］は、以下の状態では実行できません。
C本機の電源を入れた後、一度も製版していない
C［リセット］キーを押した後
C［オートクリア設定］（A 112）で設定された時

間が経過した後
C［機密］を実行した後
C製版が完了する前にエラーが起きた
C RLP モードでプリントした後
C［自動振分］で、連携機「Prioa」（別売）でプ

リントされた後
C［アイドリング］を実行した後 *

＊：［プレビュー表示］［オーバーレイ］［ブックモード］の
いずれかが設定されていれば、［再製版］を実行できま
す。

Bこの画面で設定した［180 度回転］は、
［オート再製版］にも適用されます。



第 4 章 印刷機能を設定する 75

4

製版を自動的にやり直す
［オート再製版］

1 ［機能一覧］タブ画面で［オート再製版］
をタッチする

給紙・排紙条件を調整する
［特殊用紙設定］

特殊用紙の給紙調整

用紙の特性に応じて、給紙の条件を調整できます。

1 ［機能一覧］タブ画面で［特殊用紙設定］
をタッチする

2 ［特殊給紙調整］をタッチする

3 ［手動調整］をタッチする

4 必要に応じて各項目を設定する

［詳細］をタッチすると、［給紙 ON タイミング］
と［給紙 OFF タイミング］を指定できます。

数千枚のように大量に印刷する場合、印刷している間
にマスターが劣化してくることがあります。

［オート再製版］を ON にして印刷すると、一定枚数
の印刷ごとに自動的に製版がやり直されて、印刷が続
けられます。
マスターが劣化する前に新しいマスターに交換される
ので、印刷品質を一定に保つことができます。

B［環境設定］の［オート再製版設定］（A 113）を
［有効］に設定しておく必要があります。

B［オート再製版］は、以下の場合には OFF
になります。
C［プログラム］を ON にしたとき
C［リセット］キーを押したとき
C次の原稿データの製版基本画面に移行

したとき
B［再製版］画面（A 74）で設定された

［180 度回転］が、［オート再製版］にも
適用されます。

特殊な用紙を使う場合や、印刷画像のムラやブレが発
生する場合に、給紙と排紙の条件を調整できます。

B適切な調整値については、販売会社（あるいは保
守・サービス会社）にお問い合わせください。
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5 ［確定］をタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする

特殊用紙の排紙調整

印刷画像や用紙の特性に応じて、排紙の条件を調整でき
ます。

1 ［機能一覧］タブ画面で［特殊用紙設定］
をタッチする

2 ［特殊排紙調整］をタッチする

3 必要に応じて各項目を設定する

4 ［確定］をタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。

5 ［閉じる］をタッチする

調整値の登録

［特殊給紙調整］と［特殊排紙調整］で設定した調整値
を登録しておくと、繰り返し使えるので便利です。

1 ［特殊給紙調整］と［特殊排紙調整］の
設定を変更する
設定のしかたについては、A 75 をご覧くださ
い。

2 ［登録／呼出］をタッチする

3 未登録のボタンをタッチする
未登録のボタンは、実線で表示されています。

（グレー表示されているボタンは登録済みなので、
タッチできません。）

4 確認画面で［確定］をタッチする
設定した調整値が登録され、［調整値リスト］画
面に戻ります。

5 ［閉じる］をタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。

B設定した調整値を登録しておくと便利で
す。

（A 76「調整値の登録」）

B［環境設定］の［特殊排紙調整基本］（A 111）で、
初期設定を変更できます。

B設定した調整値を登録しておくと便利で
す。

（A 76「調整値の登録」）

B登録した調整値の名称を変更できます。
（A 78「調整値の名称変更」）
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調整値の呼び出し

1 ［機能一覧］タブ画面で［特殊用紙設定］
をタッチする

2 ［登録／呼出］をタッチする

3 ［呼出］をタッチする

4 呼び出したいボタンをタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。
呼び出した調整値の名称が表示されていることを
確認します。

調整値の設定変更

1 調整値を呼び出す
「調整値の呼び出し」の手順 1 ～ 4 を行います。

2 ［特殊給紙調整］と［特殊排紙調整］の
設定を変更する
設定のしかたについては、A 75 をご覧くださ
い。

3 ［変更を上書］をタッチする

4 確認画面で［確定］をタッチする
変更した調整値が上書き登録され、［特殊用紙設
定］画面に戻ります。

B呼び出した調整値の内容を変更して、上書
きできます。

（A 77「調整値の設定変更」）
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調整値の名称変更

1 ［機能一覧］タブ画面で［特殊用紙設定］
をタッチする

2 ［登録／呼出］をタッチする

3 ［名称変更］をタッチする

4 名称変更したいボタンをタッチする

5 名称を変更する
（A 25「［名称入力］画面」）

6 入力後、［確定］をタッチする
［調整値リスト］画面に戻ります。

7 ［閉じる］をタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。

調整値の消去

1 ［機能一覧］タブ画面で［特殊用紙設定］
をタッチする

2 ［登録／呼出］をタッチする

3 ［消去］をタッチする

4 消去したいボタンをタッチする

5 確認画面で［確定］をタッチする
［調整値リスト］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする
［特殊用紙設定］画面に戻ります。
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排紙ウイングの位置を調節する
［排紙ウイング特殊］

1 ［機能一覧］タブ画面で［排紙ウイング
特殊］をタッチする

給紙状況を監視する［重送検知］

1 ［機能一覧］タブ画面で［重送検知］を
タッチする

「排紙ウイング」とは、印刷物を排紙台に飛ばすため
の部位です。通常は、用紙サイズや給紙圧レバーの切
り替え（A 28）に連動して、排紙ウイングの位置が
自動的に調節されます。
自動調節で対応できない用紙を使う場合に、［排紙ウ
イング特殊］を ON にすると、排紙ウイングが特殊
な位置に移動します。

B［排紙ウイング特殊］が表示されていない場合は、
特殊な設定が必要です。詳しくは、販売会社（あ
るいは保守・サービス会社）にお問い合わせくだ
さい。

B［環境設定］の［排紙ウイング特殊基本］
（A 111）で、初期設定を変更できます。

排紙ウィング

本機は、複数の用紙が重なったまま給紙された（重送
した）と検知すると、印刷を自動停止する［重送検
知］機能を搭載しています。
工場出荷時の初期設定では、［重送検知］が ON に
なっています。
この機能は一般的な用紙に合わせて設定されているた
め、用紙の状態によっては重送していないのにエラー
と検知してしまうことがあります。
以下の場合には［重送検知］を OFF にしてください。
• 重送していないのに、度々［重送検知］のエラーが

表示される。
• 地色が濃い用紙（黒、赤、紺など）を使用する。
• ウラ面が既に印刷されている用紙を使用する。

B［環境設定］の［重送検知基本設定］（A 110）で、
初期設定を変更できます。
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便利な機能を使う
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便利な機能 組分けしてプリントする
［プログラム］

［プログラム］の種類
［1 原稿プログラム］：
1 枚の原稿の印刷枚数を、「組」ごとに設定できます。

「組」は、さらに「グループ」にまとめられます。
最大で、9999 枚 ×99 組 ×150 グループまで設定で
きます。

［多原稿プログラム］：
複数の原稿に、異なる印刷枚数を設定できます。
最大で、9999 枚 ×20 原稿まで設定できます。

各機能の詳細や設定手順については、参照ページを
ご覧ください。

［プログラム］（A 82）
印刷枚数を区切って仕分けできます。

［合紙仕分け］（A 86）
給紙台にセットされている用紙を合紙として利用し
て、印刷物を仕分けできます。

［テープ仕分け］（A 87）
印刷物を仕分けできます。（オプションの ST ソー
ターが必要です。）

［メモリー］（A 87）
各種機能が設定された状態を、登録しておくことがで
きます。

［占有延長］（A 89）
パソコンから受信したデータが意図せずにプリントさ
れることを防げます。

［アイドリング］（A 90）
ドラムを長時間使っていなかった場合に、刷り始めの
かすれを軽減できます。

［機密］（A 90）
使用済みのマスターを破棄できます。

［認証 POP 登録］（A 91）
ユーザーごとに、POP エリアに登録する機能を選択
できます。

［カウンター表示］（A 92）
製版回数と印刷枚数の累計を確認できます。

［利用枚数集計］（A 93）
製版回数と印刷枚数の集計結果を出力できます。

［デジタイザ］
紙原稿を読み取って、編集や分版ができます。（オプ
ションのデジタイザキットが必要です。）
詳細は、デジタイザの取扱説明書をご覧ください。

［RLP 両面］
連携機「Prioa」（別売）で両面プリントできます。
RLP モードの［両面］（A 106）と同じ働きをしま
す。
この機能を使うには、［環境設定］で設定が必要です。

（A 102「連携機を利用するための準備」）

組ごとや原稿ごとに、印刷枚数を区切ることができま
す。
区切り（組や原稿）ごとに印刷が数秒間停止するの
で、印刷物の仕分けを行うことができます。
配布する部署や学級ごとに必要枚数が異なる場合に便
利です。

B［オート再製版］（A 75）とは併用できません。
B［合紙仕分け］（A 86）を併用すると、区切りご

とに合紙で仕分けされるので便利です。
B［テープ仕分け］（A 87）を併用すると、区切り

ごとにテープで仕分けされるので便利です。
［テープ仕分け］を使うには、ST ソーター（オプ
ション）が必要です。

1 グループ

最大
150 グループ

20 枚

30 枚

40 枚

50 枚

20 枚 2 組

1 組

40 枚 2 組

1 組
最大
99 組

2 グループ

3 グループ

4 グループ

原稿

1 原稿目
10 枚

20 枚

30 枚

最大
9999 枚

2 原稿目

3 原稿目

最大
20 原稿目



第 5 章 便利な機能を使う 83

5

［プログラム］の使い方
以下の２通りの使い方があります。

• 登録せずにプリントする
（A 83「［1 原稿プログラム］の設定」）
（A 83「［多原稿プログラム］の設定」）

• 登録済みの［プログラム］を呼び出してプリントする
（A 84「［プログラム］の呼び出し」）

［1 原稿プログラム］の設定

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

2 ［1 原稿］をタッチする

3 テンキーで［枚数］を入力する
選択状態になっている入力欄が、入力対象です。

4 入力対象を［組数］に切り替える
•［×］キーまたは［U］キーを押すと、切り替

えられます。
• 入力欄を直接タッチしても、切り替えられま

す。

5 テンキーで［組数］を入力する

6 入力対象を次のグループに切り替える
•［＋］キーまたは［U］キーを押します。
• 入力欄を直接タッチしても、切り替えられま

す。
必要に応じて、手順 3 ～ 6 を繰り返します。

7 ［確定］をタッチする
基本画面に戻ります。

［スタート］キーを押すと、設定した［プログラ
ム］でプリントされます。

［多原稿プログラム］の設定

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

2 ［多原稿］をタッチする

3 テンキーで［枚数］を入力する
選択状態になっている入力欄が、入力対象です。

4 入力対象を次の欄に切り替える
•［＋］キーまたは［U］キーを押します。
• 入力欄を直接タッチしても、切り替えられま

す。
必要に応じて、手順 3 ～ 4 を繰り返します。

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。

B入力したすべての値をクリアするには、
［オールクリア］をタッチします。
B入力したすべての枚数の合計が、画面上部

に表示されます。

Bこの画面で設定した［プログラム］を登録
しておきたい場合は、［確定］の前に［登
録／呼出］をタッチします。
その後、「［プログラム］の登録」（A 84）
の手順 3 に進んでください。

Bプリントは、最後のグループから逆順に行
われます。（例：［003G］→［002G］
→［001G］）
これは、排紙台に排出される印刷物の一番
上に［001G］が来るようにするためで
す。

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。

B入力したすべての値をクリアするには、
［オールクリア］をタッチします。
B入力したすべての枚数の合計が、画面上部

に表示されます。
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5 ［確定］をタッチする
基本画面に戻ります。

［スタート］キーを押すと、設定した［プログラ
ム］でプリントできます。

［プログラム］の中止

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

2 ［プログラム OFF］をタッチする

3 ［確定］をタッチする

［プログラム］の登録

よく使う［プログラム］を登録しておくと便利です。
［1 原稿プログラム］と［多原稿プログラム］の設定を、
あわせて 12 件まで登録できます。

1 ［プログラム］を設定する
以下のどちらかを行います。
•「［1 原稿プログラム］の設定」（A 83）の手順

1 ～ 6

•「［多原稿プログラム］の設定」（A 83）の手順
1 ～ 4

2 ［登録／呼出］をタッチする

3 未登録のボタンをタッチする
未登録のボタンは、実線で表示されています。

（グレー表示されているボタンは登録済みなので、
タッチできません。）

確認画面が表示されます。

4 確認画面で［確定］をタッチする
設定した［プログラム］が登録され、［プログラ
ムリスト］画面に戻ります。

5 ［閉じる］をタッチする
［プログラム］の設定画面に戻ります。
•［確定］をタッチすると、登録した［プログラ

ム］でプリントできます。
•［取消］をタッチすると、［プログラム］は

OFF のままで基本画面に戻ります。

［プログラム］の呼び出し

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

Bこの画面で設定した［プログラム］を登録
しておきたい場合は、［確定］の前に［登
録／呼出］をタッチします。
その後、「［プログラム］の登録」（A 84）
の手順 3 に進んでください。

Bプリントは、最後の原稿から逆順に行われ
ます。（例：［原稿 03］→［原稿 02］→

［原稿 01］）
これは、排紙台に排出される印刷物の一番
上に［原稿 01］が来るようにするためで
す。

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。

B登録した［プログラム］の名称を変更でき
ます。

（A 85「［プログラム］の名称変更」）
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2 ［プログラムリスト］をタッチする

3 呼び出したいボタンをタッチする

4 確認画面で［確定］をタッチする
基本画面に戻ります。

［スタート］キーを押すと、設定したプログラム
でプリントされます。

［プログラム］の設定内容変更

1 ［プログラム］を呼び出す
「［プログラム］の呼び出し」の手順 1 ～ 3 を行
います。

2 ［プログラム］の設定を変更する
枚数や組数を変更します。

3 ［変更を上書］をタッチする

4 確認画面で［確定］をタッチする
［プログラム］の設定画面に戻ります。
•［確定］をタッチすると、変更した［プログラ

ム］でプリントできます。
•［取消］をタッチすると、［プログラム］は

OFF のままで基本画面に戻ります。

［プログラム］の名称変更

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

2 ［プログラムリスト］をタッチする

3 ［名称変更］をタッチする

4 名称変更したいボタンをタッチする

5 名称を変更する
（A 25「［名称入力］画面」）

6 入力後、［確定］をタッチする
［プログラムリスト］画面に戻ります。

7 ［閉じる］をタッチする
［プログラム種類］画面に戻ります。

8 ［閉じる］をタッチする
基本画面に戻ります。

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。

Bボタン上のアイコンはプログラムの種類を
示しています。

：［1 原稿プログラム］
：［多原稿プログラム］

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。
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［プログラム］の消去

1 ［機能一覧］タブ画面で［プログラム］
をタッチする

［プログラム種類］画面が表示されます。

2 ［プログラムリスト］をタッチする

3 ［消去］をタッチする

4 消去したいボタンをタッチする

5 確認画面で［確定］をタッチする
［プログラムリスト］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする
［プログラム種類］画面に戻ります。

7 ［閉じる］をタッチする
基本画面に戻ります。

合紙を入れる［合紙仕分け］

1 ［機能一覧］タブ画面で［合紙仕分け］
をタッチする

B［P］キーを押して表示させることもでき
ます。

給紙台にセットされている用紙を合紙として利用し
て、印刷物を仕分けできます。
• 自動原稿送り装置に原稿をセットし、［連続］ON

でプリントする場合、［合紙仕分け］を ON にして
おくと、原稿の変わり目に合紙（白紙）が挿入され
ます。

•［プログラム］（A 82）と併用すると、印刷の区切
りごとに合紙（白紙）が挿入されます。

B［合紙仕分け］は、給紙台に以下の用紙がセット
されているときに使用できます。

（定形サイズの場合）A3p、B4p、A4p 
（不定形サイズの場合）210mm×280ｍｍ ～ 
310mm×432mm

B不定形サイズの場合は、使用する用紙サイズを
［用紙サイズ］（A 55）で選択してください。
B合紙と印刷物がインクで汚れることがあります。

B［合紙仕分け］が使えるのは、［プログラム］
（A 82）または［連続］（A 26）が［ON］のと
きだけです。

B以下の機能とは併用できません。
C［インターバル印刷］（A 74）
C［テープ仕分け］（A 87）
C［速度］（A 70）の［ハイスピード］

B［環境設定］の［合紙仕分け基本設定］（A 110）
で、初期設定を変更できます。



第 5 章 便利な機能を使う 87

5

ST ソーターを使う［テープ仕分け］

1 ［機能一覧］タブ画面で［テープ仕分け］
をタッチする

各種設定を登録して使う
［メモリー］

［メモリー］の登録

1 各種機能の設定を行う
（A 46「製版するときに設定する機能」）
（A 70「印刷するときに設定する機能」）
（A 82「便利な機能」）
（A 105「RLP モードで設定する機能」）

2 ［機能一覧］タブ画面で［メモリー］を
タッチする

［メモリー］画面が表示されます。

3 未登録のボタンをタッチする

4 設定内容を確認する

ST ソーター（オプション）を装着すると、［テープ
仕分け］機能を使うことができます。
• 自動原稿送り装置に原稿をセットし、［連続］ON

でプリントする場合、［テープ仕分け］を ON にす
ると、原稿の変わり目にクラスターテープが差し込
まれます。

•［プログラム］（A 82）と併用すると、印刷の区切
りごとにクラスターテープが差し込まれます。

詳しくは、ST ソーターの取扱説明書をご覧くださ
い。

B［テープ仕分け］が使えるのは、［プログラム］
（A 82）または［連続］（A 26）が［ON］のと
きだけです。

B以下の機能とは併用できません。
C［合紙仕分け］（A 86）

B［環境設定］の［テープ仕分け基本設定］（A 110）
で、初期設定を変更できます。

各種機能が設定された状態を、登録しておくことがで
きます。
同じ設定を呼び出して使えるので便利です。

B［U］キーを押して表示させることもでき
ます。

Bグレー表示されているボタンは登録済みな
ので、タッチできません。
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［G］をタッチして、最後の項目まで確認してく
ださい。

5 ［確定］をタッチする
［メモリー］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする
基本画面に戻ります。

［メモリー］の呼び出し

1 ［機能一覧］タブ画面で［メモリー］を
タッチする

［メモリー］画面が表示されます。

2 ［呼出］をタッチする

3 呼び出したい設定のボタンをタッチする
［設定確認］画面が表示されます。

4 設定内容を確認する

5 ［確定］をタッチする
呼び出した設定が反映され、基本画面に戻りま
す。

［メモリー］の名称変更

1 ［機能一覧］タブ画面で［メモリー］を
タッチする

［メモリー］画面が表示されます。

2 ［名称変更］をタッチする

3 名称変更したいボタンをタッチする

4 名称を変更する
（A 25「［名称入力］画面」）

5 入力後、［確定］をタッチする
［メモリー］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする
基本画面に戻ります。

［メモリー］の消去

1 ［機能一覧］タブ画面で［メモリー］を
タッチする

［メモリー］画面が表示されます。

B設定変更したい機能がある場合は、［取
消］、［閉じる］の順にタッチして基本画面
に戻り、その機能の設定をし直してくださ
い。

B［U］キーを押して表示させることもでき
ます。

B［メモリー］の番号に相当するテンキーを
押して表示させることもできます。
C番号［1］～［9］：1 ～ 9 のキーを押

す
C番号［10］：0 のキーを押す

B［U］キーを押して表示させることもでき
ます。

B［U］キーを押して表示させることもでき
ます。
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2 ［消去］をタッチする

3 消去したいボタンをタッチする
［設定確認］画面が表示されます。

4 設定内容を確認する
消去してよいかを確認してください。

5 ［確定］をタッチする
［メモリー］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする
基本画面に戻ります。

占有時間を延長する［占有延長］

 次の動作または操作をしている間は、［占有時
間］の計測が開始されません。

• 本機が動作しているとき（製版、印刷など）
• 操作パネルのキーやボタンなどを操作しているとき
• 設定画面が表示されているとき
• エラーやワーニングの画面が表示されているとき
• 製版モードに切り替えた後（最大 3 分間）

 以下の機能は、［占有時間］の延長中は実行さ
れません。

•［オートスリープ］（A 112）、［オートシャット OFF］
（A 113）：
［占有延長］の終了時点から計測した時間で実行され
ます。

•［シャット OFF 時刻］（A 113）：
翌日の設定時刻まで実行されません。

1 ［機能一覧］タブ画面で［占有延長］を
タッチする

本機がパソコンに接続されている場合に便利な機能で
す。

本機で印刷作業をしているときに、他の人がパソコン
から原稿データのプリント指示をすることがありま
す。
本機は、動作が停止したままで何も操作されなくて
も、一定時間が経過するまでは、受信した原稿データ
の製版を開始しません。この一定時間を［占有時間］
と呼びます。

［占有時間］が経過すると、原稿データの製版が開始
されるので、使用中のマスターが破棄されてしまいま
す。

［占有時間］は、工場出荷時の設定では 15 秒で、［環
境設定］で変更しても最大 60 秒です。
そこで、使用中のマスターで印刷作業を続けたい場合
は、［占有延長］を ON にしておくと、最大 30 分ま
で占有時間を延長することができます。

B［環境設定］の［占有時間］（A 112）で、［占有時
間］を変更できます。

B［占有延長］を ON にしたときに延長される時間
を、［環境設定］の［占有延長時間］（A 112）で
変更できます。

B［占有時間］の間に原稿データをプリント
したい場合は、［基本］タブ画面の［出力
待ち］（A 34）をタッチします。
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インクかすれを防ぐ
［アイドリング］

1 製版基本画面の［機能一覧］タブ画面で
［アイドリング］をタッチする

原稿をセットして［スタート］キーを押すと、
製版時に［アイドリング］が実行されます。

機密書類の複製を防ぐ［機密］

1 ［機能一覧］タブ画面で［機密］をタッ
チする

2 ［実行］をタッチする

ドラム上のマスターが破棄され、何も製版されて
いないマスターが巻き付けられます。

本機を長時間使用していないときや、ドラムを交換し
たときは、刷り始めの数枚が薄く印刷されることがあ
ります。［アイドリング］を実行すると、製版時に、
インクをドラムになじませる動作が行われます。
これにより、刷り始めから鮮明に印刷できるので、
余分な用紙の使用を減らすことができます。

B［アイドリング］は製版時に実行される機能です。
印刷しか行わない場合は、［アイドリング］は実
行されません。

B［アイドリング］を実行すると、製版時間が長く
なります。

Bドラムを一定時間使用しないと、次の製版時に自
動的に［アイドリング］が実行されるように設定
できます。［環境設定］の［オートアイドリング］

（A 113）で、設定を変更できます。

［アイドリング］ アイコン

OFF

（緑色の地に白色の絵）

ON

（黄緑色の地に緑色の絵）

［アイドリング］を ON にすると、製版基本画
面のメッセージエリアに表示されるアイコンが
変わります。

プリント終了後は、製版済みのマスターがドラムに巻
き付いたまま印刷可能な状態になっています。

［機密］を実行すると、製版済みのマスターが破棄さ
れるので、機密書類の不正な印刷を防ぐことができま
す。
また、何も製版されていないマスターがドラムに巻き
付けられるので、長期間印刷しない場合に、ドラム内
のインクの乾燥を防ぐカバーの役割も果たします。

Bプリント終了後に［機密］をうながす設定ができ
ます。

（A 125「使用済みのマスターを管理する ［プロ
テクト］」）

B［機密］を実行すると、本機に一時的に記
憶されていた画像が消去されるので、［再
製版］（A 74）は実行できなくなります。
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よく使う機能をユーザーごとに登録
する［認証 POP 登録］

1 ［機能一覧］タブ画面で［認証 POP 登
録］をタッチする

2 登録したいモードのタブをタッチする

3 登録したい機能ボタンをタッチする
登録済みのボタンでも、タッチして他の機能に変
更できます。

4 登録する機能名をタッチする

•［E］［D］をタッチすると、表示を切り替えら
れます。

• 機能を登録しない場合は、［登録しない］を
タッチします。

• 登録済みの機能名にはタッチできません。

5 ［確定］をタッチする
［認証 POP 登録］画面に戻ります。
他にも登録したい機能ボタンがある場合は、手順
3 ～ 5 を繰り返します。

6 ［確定］をタッチする

本機の利用時に認証操作をしている場合、［基本］タ
ブ画面の POP エリアに登録する機能を、ご自身で自
由に変更できます。

以下の各モードの POP エリアに登録できます。
• 製版モード
• 印刷モード
• スキャンモード
• RLP モード

B［認証設定］（A 119）で［認証有無］が［本体認
証、認証プリント］に設定されている必要があり
ます。

B［環境設定］の［POP 登録］（A 115）では、管
理者が全ユーザーの POP エリアを一律に変更で
きます。

POP エリア
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利用枚数を表示する
［カウンター表示］

1 ［機能一覧］タブ画面で［カウンター表
示］をタッチする

2 表示内容を確認する

［A4 以下］［A4 より上］
本機で印刷した枚数の累計が、用紙サイズ別に表
示されます。
製版時の試し刷りは含まれません。

［トータル］（トータルカウンター）
本機で印刷した枚数の累計が表示されます。
製版時の試し刷りは含まれません。

［A3/B4 マスター］［A4 横マスター］
本機で製版した回数の累計が、マスターのサイズ
別に表示されます。

［アイドリング］（A 90）と［機密］（A 90）の
実行回数も含まれます。

［マスタートータル］
本機で製版した回数の累計が表示されます。

［アイドリング］と［機密］の実行回数も含まれ
ます。

［ドラム］
現在セットされているドラムで印刷した枚数の累
計が表示されます。
製版時の試し刷りも含まれます。
他のドラムで印刷した枚数の累計を確認したい場
合は、ドラムを交換してから［カウンター表示］
画面を再度表示させてください。

［リセッタブル・カウンター］
印刷枚数のカウンターです。
製版時の試し刷りは含まれません。

［T］をタッチすると、カウントを［0］に戻す
ことができます。
例えば、一日に何枚印刷するかを確認したい場合
に便利です。その場合、始業時にこのカウンター
を［0］に戻しておき、終業時にカウンターを確
認します。

3 ［閉じる］をタッチする

本機で製版した回数や、印刷した枚数の累計を確認で
きます。
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利用枚数を集計する
［利用枚数集計］

［集計出力］の実行

1 ［機能一覧］タブ画面で［利用枚数集計］
をタッチする

［利用枚数集計］画面が表示されます。

2 ［集計出力］の方法を選択する

［プリント］
タッチすると、集計レポートが、本機でプリント
されます。

［USB メモリーへ出力］
タッチすると、CSV 形式のファイルが、USB
メモリーに保存されます。［利用枚数集計］を
タッチする前に、USB メモリーを USB ポート
に挿入する必要があります。

集計出力のお知らせ日の設定

毎月の指定日に、［集計出力］のお知らせ画面（A 157）
を表示させることができます。

1 ［機能一覧］タブ画面で［利用枚数集計］
をタッチする

2 ［お知らせ日登録］をタッチする

3 ［設定する］をタッチする

4 お知らせ日を設定する
以下のどちらの方法でも設定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［G］［F］をタッチする

5 ［確定］をタッチする
［利用枚数集計］画面に戻ります。

6 ［閉じる］をタッチする

全ユーザーの製版回数や印刷枚数の集計結果をプリン
トしたり、ファイルとして保存したりすることができ
ます。

B利用枚数を管理・集計するには、［認証設定］
（A 119）で［認証有無］が［本体認証、認証プリ
ント］に設定されている必要があります。

B［29］～［31］に設定した場合、その日
がない月（2 月など）は、月末日にお知ら
せ画面が表示されます。

B［お知らせ日登録］を設定すると、［集計出
力］（A 93）を実行するまで、電源 ON
のたびにお知らせ画面が表示されます。当
月に［集計出力］を実行しない場合は、

［利用枚数集計］画面で［お知らせクリア］
をタッチします。翌月のお知らせ日まで、
お知らせ画面が表示されなくなります。
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6

第 章6
スキャン機能を設定する
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スキャンするときに設定する機能

 基本情報を設定する機能

 画像処理に関する機能

 レイアウトに関する機能

 その他の機能

各機能の詳細や設定手順については、参照ページを
ご覧ください。

Bスキャンモードで保存した原稿データは、本機独
自のファイル形式になります。PDF や JPEG な
どの汎用的なファイル形式では保存されません。

（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）

［データ名］（A 97）
保存データの表示名を設定できます。

［ホールドデータ選択］または［USB データ選択］画
面に表示されます。

［保存場所］（A 97）
［ホールド］または［USB メモリー］の中に、フォル
ダーを指定して保存できます。

［オーナー］（A 98）
保存データの所有者名を設定できます。

［ホールドデータ選択］または［USB データ選択］画
面に表示されます。

［原稿モード］（A 47）
原稿の種類に適した処理を設定できます。

［網点］（A 49）
写真の階調を表現するための処理方法を設定できます。

［コントラスト強調］（A 49）
明暗のメリハリがはっきりしない写真を、鮮明な仕上
がりにすることができます。

［トーンカーブ選択］（A 50）
写真などの明るい部分と暗い部分の調子を調整できま
す。

［読取濃度］（A 50）
原稿の地色や濃淡にあわせて、読取濃度を調節できま
す。

［ブックモード］（A 51）
冊子のとじ部分の影を消去または薄くできます。

［変倍］（A 53）
原稿を拡大または縮小できます。

［サイズ］（A 99）
保存データの用紙サイズを選択できます。

［連写］（A 56）
1 枚の用紙に原稿を複数割り付けられます。

［かんたん連写］（A 60）
1 枚の用紙に原稿を 2 面割り付けられます。

［プレビュー表示］（A 62）
保存前に仕上がりイメージを確認できます。
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原稿データの表示名を設定する
［データ名］

1 スキャン基本画面で［データ名］を
タッチする

2 ［名称入力］画面でデータ名を変更する
（A 25「［名称入力］画面」）

3 ［確定］をタッチする

原稿データの保存場所を設定する
［保存場所］

1 USB メモリーに保存する場合は、USB
メモリーを USB ポートに挿入する

2 スキャン基本画面で［保存場所］を
タッチする

3 ［ホールド］または［USB メモリー］
をタッチする

USB メモリーが挿入されていない場合、［USB
メモリー］は選択できません。

4 ［認証する］または［認証しない］を
タッチする

原稿データの表示名を設定します。
設定した［データ名］は、［ホールドデータ選択］画
面または［USB メモリー選択］画面に表示されます。

（A 66「保存された原稿データを操作する ［ホール
ド］［USB メモリー］」）

原稿データの保存場所を設定します。
［ホールド］または［USB メモリー］の中に、フォル
ダーを指定して保存できます。

（A 36「紙原稿をデータとして保存する」）

B RISO コントローラ IS300（オプション）を接
続している場合、［保存場所］は変更できません。

Bこの選択肢は、［環境設定］の［認証設定］
（A 119）で［本体認証、認証プリント］
が設定されている場合に表示されます。
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5 保存先のフォルダーをタッチする

6 ［確定］をタッチする

原稿データの保存者名を設定する
［オーナー］

［オーナー］の設定

1 スキャン基本画面で［オーナー］を
タッチする

2 設定したいオーナー名をタッチする

設定が変更され、スキャン基本画面に戻ります。

設定 説明

［認証する］［ホールド］または［USB メモ
リー］の、［認証あり］のリストに
保存されます。このリストに保存
された原稿データは、保存した
ユーザーと同じ人が認証操作した
場合にのみ表示されます。
秘匿性のある原稿を管理したい場
合に便利です。

［認証しな
い］

［ホールド］または［USB メモ
リー］の、［認証なし］のリストに
保存されます。このリストに保存
された原稿データは、誰が認証操
作した場合でも表示されます。

B［ホールド］のフォルダー名は、［環境設
定］の［フォルダー名変更］（A 111）で
変更できます。

B［USB メモリー］のフォルダー名は、
理想 USB メモリマネージャーで変更でき
ます。

B１つのフォルダーに保存できる原稿データ
は、250 個までです。

「オーナー」とは、原稿データを保存した人を区別す
るための設定です。
設定したオーナー名は、［ホールドデータ選択］画面
または［USB メモリー選択］画面に表示されます。

（A 66「保存された原稿データを操作する ［ホール
ド］［USB メモリー］」）
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オーナー名の変更

オーナー名を、任意の名称に変更できます。

1 スキャン基本画面で［オーナー名］を
タッチする

2 ［オーナー］画面で［名称変更］を
タッチする

3 変更したいオーナー名をタッチする

4 ［名称入力］画面でオーナー名を
変更する

（A 25「［名称入力］画面」）

5 ［確定］をタッチする

原稿データの保存サイズを設定する
［サイズ］

1 スキャン基本画面で［サイズ］をタッチ
する

2 設定したいサイズをタッチする

3 ［確定］をタッチする

以下の場合に、保存するサイズを設定します。
• 原稿サイズが自動検知されなかった場合
• 原稿と異なるサイズで保存したい場合

B初期設定では［オート］に設定されています。定
形サイズ（A4、B5 など）の原稿を自動原稿送り
装置（オプション）にセットする場合は自動検知
されるので、設定を変更する必要はありません。

B［オート］は以下の機能とは併用できません。
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
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第 章7
連携機「Prioa」（別売）を利用する
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連携機を利用する

 自動振分
本機は、印刷枚数が多いほど、印刷コストを低減するこ
とができます。
しかし、印刷枚数が少ない場合は、連携機を利用したほ
うが印刷コストを低減できることがあります。

「自動振分」を使うと、印刷枚数に応じて本機と連携機
のどちらでプリントするかが自動的に選択されます。
•［自動振分枚数］以上のときは、本機でプリント
•［自動振分枚数］未満のときは、連携機でプリント

 RLP モード
本機で紙原稿を読み取り、連携機でプリントします。
連携機が持つ独自の機能を利用できます。

連携機を利用するための準備

1 ［環境設定］画面を表示させる
（A 108「［環境設定］画面の表示」）

2 画面左側の［RLP］をタッチする

3 画面右側の［RLP 情報設定］をタッチ
する

4 登録する連携機のタブをタッチする

5 設定項目のボタンをタッチする
「［RLP 情報設定］項目一覧」を参考にして、
各項目を変更します。

6 ［RLP 情報設定］画面で［確定］を
タッチする

7 ［環境設定］画面で［終了］をタッチ
する

本機は、連携機「Prioa」（別売）を利用することに
より、さらに経済的にプリントできます。

B本機と連携機を、ネットワーク経由で接続する必
要があります。

連携機を利用したプリントには、「自動振分」と
「RLP モード」があります。

B紙原稿の場合、製版の前に印刷枚数を入力する必
要があります。印刷枚数［0］の状態で［スター
ト］キーを押すと、本機でプリントされます。

B以下の機能が設定されているときは、印刷枚数に
関係なく本機でプリントされます。
C［省インク］（A 52）
C［連写］（A 56）
C［かんたん連写］（A 60）
C［プログラム］（A 82）

Bコインベンダーまたはカードベンダーが接続され
ているときは、印刷枚数に関係なく本機でプリン
トされます。

B［環境設定］の［自動振分枚数］（A 114）で、設
定を変更できます。

Bパソコンから受信した原稿データを自動振分する
かどうかを、［環境設定］の［受信ジョブ自動振
分］（A 114）で変更できます。設定した機能に
よっては、印刷枚数に関係なく本機でプリントさ
れます。機能についてはプリンタードライバー取
扱説明書をご覧ください。

原稿 印刷物

連携機

以下の手順で［RLP 情報設定］に連携機の情報を登
録してください。

Bその他の設定項目については、A 114 をご覧くだ
さい。
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［RLP 情報設定］項目一覧

下線部は、工場出荷時の設定です。

＊ 1：［両面］を［有効］に設定すると、RLP モードだけでな
く、製版モードと印刷モードの［機能一覧］タブ画面に
も、［RLP 両面］が表示されます。［RLP 両面］を設定
すると、印刷枚数にかかわらず、連携機でプリントされ
ます。

＊ 2：［トレイ No.］は、連携機の機種により異なります。

設定項目 設定内容

［RLP 名称］
連携機の表示名です。
RLP 基本画面に表示されます。

全角 1 ～ 8 文字
（半角 1 ～ 16 文字）

［IP アドレス］
連携機の IP アドレスを設定しま
す。
設定後、［テストプリント］を
タッチすると、本機から連携機に
テストプリントが実行されます。

［IPv4］
0.0.0.0 ～
255.255.255.255

［IPv6］
0:0:0:0:0:0:0:0 
～
FFFF:FFFF:
FFFF:FFFF:
FFFF:FFFF:
FFFF:FFFF

Bあらかじめ、［環境設定］
の［ネットワーク設定］

（A 112）も設定しておく
必要があります。

［排紙口数］
［標準トレイ］以外に排紙可能な
トレイがある場合に、その数を入
力します。

0 ～ 99

［両面］*1

連携機に［両面］機能がある場合
に、［有効］に設定します。

無効・有効

［電子ソート］
連携機に［電子ソート］機能があ
る場合に、［有効］に設定します。

無効・有効

［フェイスアップ］
連携機に［フェイスアップ］機能
がある場合に、［有効］に設定し
ます。また、［フェイスアップ］
用の［トレイ No.］*2 を設定しま
す。

無効・有効
［トレイ No.］

［AF 時自動フェイスアップ］
連携機に［AF 時自動フェイス
アップ］機能があり、［フェイス
アップ］が［有効］の場合に、

［有効］に設定します。

無効・有効

B［AF 時自動リバース出力］
とは併用できません。

［リバース出力］
連携機に［リバース出力］機能が
ある場合に、［有効］に設定しま
す。

無効・有効

［AF 時自動リバース出力］
連携機に［AF 時自動出力］機能
があり、［リバース出力］が［有
効］の場合に、［有効］に設定し
ます。

無効・有効

B［AF 時自動フェイスアッ
プ］とは併用できません。

設定項目 設定内容
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RLP モードでプリントする

1 連携機の電源が ON になっていること
を確認する

2 原稿をセットする
（A 31「原稿をセットする」）

3 RLP モードに切り替える
［ホーム］画面（A 22）で［RLP］をタッチし
ます。

4 連携機を選択する
連携機が複数ある場合は、利用したい連携機を選
択します。

① RLP 名称をタッチする
② 利用したい連携機のボタンをタッチする
③［確定］をタッチする

5 用紙を選択する
連携機に用紙トレイが複数ある場合は、必要に応
じて用紙トレイを選択します。

①［用紙トレイ］をタッチする
② 使いたい用紙サイズのボタンをタッチする
③［確定］をタッチする

6 その他のプリント条件を設定する
（A 105「RLP モードで設定する機能」）

7 テンキーで印刷枚数を入力する

8 ［スタート］キーを押す
原稿の読み取りが開始されます。
読み取られた原稿データが連携機に送信され、
連携機でプリントされます。

本機のスキャナーで紙の原稿を読み取って、連携機で
プリントするモードを「RLP モード」と呼びます。

Bあらかじめ［環境設定］で設定が必要です。
（A 102「連携機を利用するための準備」）

B［ネットワーク起動中です］または
［Prioa の情報を取得中です］と表示され
たときは、ネットワーク経由で連携機の情
報を確認中です。この処理には数分かかる
ことがあります。メッセージが消えるまで
お待ちください。

Bエラーが発生している連携機は選択できま
せん。

B連携機への送信を中断したいときは、［ス
トップ］キーを押します。未送信のページ
がプリントされるのを止めることができま
す。
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RLP モードで設定する機能

 画像処理に関する機能

 レイアウトに関する機能

 その他の機能

各機能の詳細や設定手順については、参照ページを
ご覧ください。

［原稿モード］（A 47）
原稿の種類に適した処理を設定できます。

［網点］（A 49）
写真の階調を表現するための処理方法を設定できます。

［コントラスト強調］（A 49）
明暗がはっきりしない写真を、鮮明な仕上がりにする
ことができます。

［トーンカーブ選択］（A 50）
写真などの明るい部分と暗い部分の調子を調整できま
す。

［読取濃度］（A 50）
原稿の地色や濃淡にあわせて、読取濃度を調節できま
す。

［ブックモード］（A 51）
冊子のとじ部分の影を消去または薄くできます。

［変倍］（A 53）
原稿を拡大または縮小できます。

［用紙トレイ］
連携機の用紙トレイを選択できます。

［レイアウト原稿］（A 61）
原稿の先端部分をカット（トリミング）できます。

［プレビュー表示］（A 62）
プリント前に仕上がりイメージを確認できます。

［ホールド］［USB メモリー］（A 66）
本機または USB メモリーに保存された原稿データを
操作します。

［オーバーレイ］（A 68）
紙原稿に、［ホールド］または［USB メモリー］に保
存された原稿データを合成できます。

［メモリー］（A 87）
各種機能が設定された状態を、登録しておくことがで
きます。

［占有延長］（A 89）
パソコンから受信したデータが意図せずにプリントさ
れることを防げます。

［カウンター表示］
連携機でプリントした枚数の累計を確認できます。

SAM
PLESAM

PLE

SAM
PLE
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 オプション機能
下表の機能は、［環境設定］の［RLP 情報設定］で該当
機能が［有効］に設定されている場合に利用できます。

（A 102「連携機を利用するための準備」）

下線部は、工場出荷時の設定です。

＊：［両面］の設定内容は、以下の通りです。
• 本機に自動原稿送り装置が装着されていない場合：

OFF・長辺とじ・短辺とじ
• 本機に自動原稿送り装置が装着されている場合：

OFF・長辺とじ・短辺とじ
［原稿枚数設定］：偶数枚・奇数枚

B連携機「Prioa」（別売）の機種やオプション構成
によっては、利用できない場合があります。

機能 設定内容

［両面］
片面の原稿を、用紙の両面にプリン
トします。

自動原稿送り装置
（オプション）の
有無により異なり
ます *。

B両面の原稿は自動原稿送り装
置で読み取れません。原稿台
ガラスで、面ごとに読み取り
操作をしてください。

B原稿台ガラスを使う場合、
［RLP 両面待ち時間］（A 114）
で設定された時間内に 2 枚目
の原稿をセットしないと、片
面だけがプリントされます。

［電子ソート］
単一の排紙トレイに、部単位で排紙
します。

OFF・ON

［フェイスアップ］
印刷面を上向きにして排紙します。

OFF・ON

［リバース出力］
自動原稿送り装置（オプション）で
読み取った原稿を、最後のページか
らプリントします。

OFF・ON



107

8

第 章8
利用環境を設定する
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利用環境を設定する［環境設定］

［環境設定］画面の表示

1 基本画面の［環境設定］タブをタッチす
る

［環境設定］タブ画面が表示されます。

2 ［OK］をタッチする

［環境設定］画面が表示されます。

3 設定したい項目のボタンをタッチする

① 表示セレクトボタン
タッチすると、表示項目を分類ごとに絞り込
むことができます。

② 項目ボタン
タッチすると設定画面が表示されるものと、
タッチするたびに ON、OFF が切り替わるも
のがあります。

③ 設定内容表示
項目によっては、現在の設定内容が表示され
ます。

［環境設定］画面の終了

1 ［終了］をタッチする

基本画面に戻ります。

本機をより便利にご利用いただくために、初期値の
変更やシステム制御に関する設定などができます。

B［環境設定］タブが表示されていない場合
は、販売会社（あるいは保守・サービス会
社）にお問い合わせください。

B［OK］をタッチすると、製版／印刷／
RLP ／スキャンモードで設定されている
機能がリセットされます。

B認証画面が表示された場合は、管理者とし
て認証操作してください。一般ユーザーは

［環境設定］画面に入れません。
（A 119「ユーザーを識別する［認証設
定］」）

1 2 3
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設定項目一覧

• 下線部は、工場出荷時の設定です。
• ※ は、オプション装着時にだけ表示される項目です。

 表示設定
タッチパネル画面の表示に関する設定です。

設定項目 設定内容

［POP 登録］
各モードの［基本］タブ画面に、よく使う機能を登録できます。

A 115「POP 登録」

［お気に入り登録］
各モードの［お気に入り］タブ画面に、よく使う機能を登録できま
す。

A 116「お気に入り登録」

［初期画面設定］
本機が起動した後に表示される画面を、変更できます。

ホーム画面、製版／印刷、スキャン、RLP
（［RLP］は、［RLP 情報設定］が設定されてい
るときだけ表示されます。）

［起動アニメ選択］
本機の起動中に表示されるアニメーションのパターンを、変更でき
ます。

パターン 1、パターン 2

［液晶表示調整］
タッチパネルの画面表示を調整できます。

［バックライトの明るさ］：-2 ～ 0 ～ +2

B［エコモード］（A 113）を［ON］に設定しているときは、［バッ
クライトの明るさ］が［-2］に固定されます。

［ジョブリスト表示切替］
原稿データのリストを表示する画面（［受信ジョブ］［ホールドデー
タ選択］［USB データ選択］）について、長いファイル名の表示方式
を変更できます。

先頭表示、末尾表示

［表示言語］
画面に表示される言語を変更できます。

#1（日本語）～

B設定を変更する場合は、販売会社（あるいは保守・サービス会社）
にお問い合わせください。

［サービス連絡先設定］
［表示する］に設定しておくと、サービスエラー（A 152）の画面に
［連絡先］が表示されます。設定する連絡先については、販売会社
（あるいは保守・サービス会社）にお問い合わせください。

表示しない、表示する
［TEL］
［FAX］

［サプライ連絡先設定］
［表示する］に設定しておくと、消耗品エラー（A 152）の画面に
［連絡先］が表示されます。設定する連絡先については、販売会社
（あるいは保守・サービス会社）にお問い合わせください。

表示しない、表示する
［TEL］
［FAX］
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 基本設定
各種設定の初期値（電源 ON またはリセット時の値）を変更できます。

設定項目 設定内容

［原稿モード基本設定］
［原稿モード］（A 47）の初期設定を変更できます。

文字、
写真（標準、顔写真）、
文字・写真（標準、文字優先、写真優先、下地
カット）、えんぴつ（こいめ、うすめ）

［読取濃度基本設定］
［読取濃度］（A 50）の初期設定を変更できます。

［読取濃度基準］：うすめ、標準、こいめ
［読取濃度］：オート、1、2、3、4、5

［変倍基本設定］
［変倍］（A 53）の初期設定を変更できます。

100%、オート

［印刷速度基本設定］
印刷速度（A 70）の初期設定を変更できます。

1、2、3、4、5

B［エコモード］（A 113）を［ON］に設定しているときは、［印刷
速度基本設定］は［3］に固定されます。

［印刷濃度基本設定］
印刷濃度（A 71）の初期設定を変更できます。

［印刷濃度基準］：うすめ、標準、こいめ
［印刷濃度］：1、2、3、4、5

B［エコモード］（A 113）を［ON］に設定しているときは、［印刷
濃度基本設定］は［1］に固定されます。

［AF 連続自動設定］※
•［ON］に設定しておくと、自動原稿送り装置（オプション）に原

稿をセットしたときに［連続］（A 26）が自動的に ON に変更され
ます。

•［OFF］に設定しておくと、自動原稿送り装置に原稿をセットして
も［連続］の設定は変更されません。

OFF、ON

［AF オート製版基本］※
自動原稿送り装置（オプション）装着時に、［AF オート製版］

（A 63）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

［連続基本設定］
［連続］（A 26）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

［重送検知基本設定］
［重送検知］（A 79）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

［合紙仕分け基本設定］
［合紙仕分け］（A 86）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

B［テープ仕分け基本設定］と［合紙仕分け基本設定］は、どちらか
片方しか ON にできません。

［テープ仕分け基本設定］※
ST ソーター（オプション）装着時に、［テープ仕分け］（A 87）の
初期設定を変更できます。

OFF、ON

B［テープ仕分け基本設定］と［合紙仕分け基本設定］は、どちらか
片方しか ON にできません。
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 システム
本機の動作や制御に関係する設定を変更できます。

［排紙ウイング特殊基本］
［排紙ウイング特殊］（A 79）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

B［排紙ウイング特殊基本］は、あらかじめ特殊用紙が設定されてい
る場合にだけ表示されます。詳しくは、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。

［特殊排紙調整基本］
［特殊排紙調整］（A 75）の初期設定を変更できます。

［分離ファン］：OFF、1、2、3、4
［サクションファン］：1、2、3、4

［スキャン保存先設定］
スキャンモードの［保存場所］（A 97）の初期設定を変更できます。

1 ～ 6_FOLDER

［速度優先製版基本設定］
［速度優先製版］（A 53）の初期設定を変更できます。

OFF、ON

設定項目 設定内容

［用紙サイズ登録］
定形サイズ以外の用紙を使う場合に、あらかじめ用紙サイズを登録
します。

A 117「用紙サイズ登録」

［原稿サイズ固定］
原稿サイズを特定できない場合 * に、［変倍］（A 53）の［オート］
を使うと、［原稿サイズ固定］で指定した範囲が、原稿サイズとして
読み取られます。
＊：本機は、以下の場合に原稿サイズを特定できません。

• 原稿を原稿台ガラスにセットした場合
• 定形サイズ以外の原稿を、自動原稿送り装置（オプション）にセットし

た場合

OFF、A3、B4、A4、A4R 、B5、B5R

［自動検知サイズ設定］
サイズが近い定形用紙（長 3 と B6）を給紙台にセットした場合の
処理を設定します。
•［検知サイズ確認画面表示］を［表示する］に設定した場合、製

版・印刷基本画面で［スタート］キーを押すと、長 3 か B6 かを
選択する確認画面が表示されます。

•［検知サイズ確認画面表示］を［表示しない］に設定した場合、［サ
イズ 1］で設定されたサイズとして自動検知されます。

［検知サイズ確認画面表示］：
表示しない、表示する

［サイズ 1］：長 3、B6

［フォルダー名変更］
［ホールド］のフォルダー名を変更できます。

1 ～ 6_FOLDER

［外付コントローラ］
RISO コントローラ IS300（オプション）を接続する場合は、［有
効］に設定してください。ただし、［有効］に設定すると、以下の機
能は使えなくなります。
•［ホールド］（A 66）
•［USB メモリー］（A 66）
• パソコンと USB ケーブルで接続してプリントすること
• 連携機「Prioa」（別売）と接続すること（A 102）
IS300 の使い方については、IS300 の取扱説明書をご覧ください。

無効、有効

設定項目 設定内容
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［ネットワーク設定（IPv4）］
本機をネットワークに接続するための設定です。本機に Internet 
Protocol version 4（インターネットプロトコル バージョン 4）の
アドレスを割り当てる場合に設定します。

手入力する、DHCP を使用する
（A 118「IPv4 のネットワークに接続する場
合」）

［ネットワーク設定（IPv6）］
本機をネットワークに接続するための設定です。本機に Internet 
Protocol version 6（インターネットプロトコル バージョン 6）の
アドレスを割り当てる場合に設定します。

手動、ステートレス、ステートフル
（A 119「IPv6 のネットワークに接続する場
合」）

［LAN インターフェース設定］
物理ネットワークの種別を設定します。通常は［AUTO］のまま使
用してください。

AUTO、10HALF、10FULL、100HALF、
100FULL

［プロキシ設定］
［エラー履歴送信］を実行するための設定です。

使用しない、使用する
［アドレス］、［ポート No.］、［ユーザー名］、
［パスワード］Bこの機能は、お客様に同意を頂いている場合にのみ表示されます。

販売会社（あるいは保守・サービス会社）から指示があった場合
に使用してください。

［エラー履歴送信］
エラー履歴を、当社の管理サーバーに送信できます。

表示メッセージに従って操作してください。

Bこの機能は、お客様に同意を頂いている場合にのみ表示されます。
販売会社（あるいは保守・サービス会社）から指示があった場合
に使用してください。

［周囲余白縮小率］
［周囲余白］（A 53）の設定に適用される縮小率を変更できます。

90 ～ 94 ～ 99 %

［日時設定］
本機に内蔵されている時計（A 135）を調整できます。

年・月・日・時・分

［連写待ち時間］
［連写］（A 56）では、次の原稿をセットせずに一定時間が経過する
と、自動的に製版が始まります。この一定時間を［連写待ち時間］
と呼びます。

15 秒、30 秒

［占有時間］
本機は、動作が停止したままで何も操作されなくても、一定時間が
経過するまでは、受信した原稿データの製版を開始しません。この
一定時間を［占有時間］と呼びます。

OFF、15 秒、30 秒、60 秒

［占有延長時間］
［占有延長］（A 89）で延長される時間を変更できます。

5 分、10 分、30 分

［オートクリア設定］
本機を一定時間操作しないと、操作パネルで変更した設定（［原稿
モード］や［印刷位置］など）が初期値に戻るように設定できます。
また、初期値に戻るまでの時間を変更できます。

無効、有効
［動作までの時間］：1 ～ 5 ～ 60 分

［オートスリープ設定］
本機を一定時間操作しないと、消費電力を抑える「スリープ」状態
になります。
スリープ状態でも、パソコンからの原稿データは受信できます。

［動作までの時間］：1 ～ 5 ～ 99 分

B［プロテクト］（A 125）を［有効］に設定しているときは、［動作
までの時間］が［1 分］に固定されます。

設定項目 設定内容
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8

［オートシャット OFF 設定］
本機を一定時間操作しないと、電源が OFF になるように設定できます。

無効、有効
［動作までの時間］：1 ～ 99 分

［シャット OFF 時刻］
指定した時刻になると、本機の電源が OFF になるように設定できます。

無効、有効
［時］：0 ～ 23
［分］：0 ～ 59B指定した時刻に本機を使用していたり、本機が原稿データを受信

していたりする場合は、電源が OFF になりません。

［エコモード］
プリント時の消費電力を抑える設定です。

［ON］に設定しておくと、以下の状態になります。
•［OFF］のときより、低い圧力で印刷します。
•［OFF］のときより、画面表示が暗くなります。
•［印刷速度基本設定］と［印刷濃度基本設定］（A 110）が変更でき

なくなります。
• 基本画面のメッセージエリアに［Kエコモード］アイコンが表示

されます。

OFF、ON

B［省インク］を ON にすると、［Kエコモード］アイコンよりも
［S省インク］アイコンが優先的に表示されます。

［認証設定］
ユーザーごとの利用管理や、セキュリティの強化ができます。

A 119「認証設定」

［プロテクト］
使用済みのマスターを管理するための設定です。

A 125「プロテクト」

［オートアイドリング］
ドラムを一定時間使用しないと、次の製版時に自動的に［アイドリ
ング］（A 90）が実行されるように設定できます。

［アイドリング］は、インクをドラムになじませる動作です。
［動作回数］を増やすと、より入念になじませることができます。

無効、有効
［未使用時間］：1 ～ 12 時間
［動作回数］：1 ～ 3 回

［オート再製版設定］
指定した印刷枚数に達すると、自動的に［再製版］（A 74）が実行され
るように設定できます。再製版後に試し刷りする枚数も指定できます。

無効、有効
［再製版開始枚数］：1 ～ 1000 ～ 9999 枚
［再製版試し刷り枚数］：0 ～ 3 ～ 99 枚

［最低印刷枚数］
指定枚数以上の印刷枚数が入力されているときだけ製版できるよう
に、設定できます。

無効、有効
2 ～ 99 枚

B［自動振分枚数］を［有効］に設定しているときは、［最低印刷枚
数］は［無効］に固定されます。

B［最低印刷枚数］の設定を変更できないように、ロックをかけるこ
とができます。詳しくは、販売会社（あるいは保守・サービス会
社）にお問い合わせください。

［サプライ在庫管理］
購入したサプライ（マスターロール、インクボトル）の本数を入力
しておくと、在庫数が少なくなった時に確認画面が表示されるので
便利です。
サプライを購入したら、以下の手順で設定します。
① 購入した本数を含めた在庫数を、［購入した本数］に入力します。
②［在庫数］の［T］をタッチします。［在庫数］が［購入した本

数］と同期されます。

［購入した本数］：0 ～ 99 本
［確認在庫数］：0 ～ 99 本

B在庫数が［確認在庫数］（画面の一番下の入力欄）で指定した本数
以下になると、確認画面が表示されます。

設定項目 設定内容
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 RLP ※
連携機「Prioa」（別売）を接続している場合にだけ表示されます。

 デジタイザ ※
デジタイザ（オプション）を使用する場合にだけ表示されます。

［ネットワーク設定初期化］
［ネットワーク設定（IPv4）］、［ネットワーク設定（IPv6）］と、
RISO コンソールの［ネットワーク］（A 131）で設定された内容を、
工場出荷時の状態に戻すことができます。

［ネットワーク設定初期化］をタッチすると、
実行の確認画面が表示されます。

［確定］をタッチすると、初期化が実行されま
す。

［ブザー音］
•［OFF］に設定しておくと、ブザーが鳴りません。
•［限定］に設定しておくと、以下のときにブザーが鳴ります。

• エラーが発生したとき
• ドラムを引き出せる状態になったとき
• ドラム、排版ボックス、製版ユニットをセットしたとき

•［ON］に設定しておくと、上記だけでなく、キーやボタンの操作
音、動作が完了したときの確認音なども鳴ります。

OFF、限定、ON

設定項目 設定内容

［RLP 情報設定］※
連携機の IP アドレスやオプション機能などを設定できます。

（A 102「連携機を利用するための準備」）

［自動振分枚数］※
「自動振分」（A 102）の基準となる枚数を設定できます。

無効、有効
［自動振分枚数］：2 ～ 20 ～ 99 枚

B［自動振分枚数］を［有効］に設定しているときは、［最低印刷枚
数］は［無効］に固定されます。

［RLP 両面待ち時間］※
RLP モードで両面プリントするときに、2 枚目の原稿をセットする
までの待ち時間を設定できます。

15 秒、30 秒

［受信ジョブ自動振分］※
［有効］に設定しておくと、紙原稿だけでなく、パソコンから受信し
た原稿データも、［自動振分枚数］の設定に従って自動振分されま
す。

無効、有効

B［自動振分枚数］を［無効］に設定しているときは、［受信ジョブ
自動振分］は設定できません。

［RLP 情報取得時間］※
本機が連携機から情報を取得する間隔を、変更できます。

10 ～ 15 ～ 999 秒

設定項目 設定内容

［印刷色基本設定］※ デジタイザの取扱説明書をご覧ください。

［原稿表示方向基本］※

設定項目 設定内容
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よく使う機能を［基本］タブ画面に
登録する［POP 登録］

1 ［環境設定］画面で［POP 登録］を
タッチする

2 登録したいモードのタブをタッチする

3 登録したい機能ボタンをタッチする
登録済みのボタンでも、タッチして他の機能に変
更できます。

4 登録する機能名をタッチする

•［E］［D］をタッチすると、表示を切り替えら
れます。

• 機能を登録しない場合は、［登録しない］を
タッチします。

• 登録済みの機能名にはタッチできません。

5 ［確定］をタッチする
［POP 登録］画面に戻ります。
他にも登録したい機能ボタンがある場合は、
手順 3 ～ 5 を繰り返します。

6 ［確定］をタッチする
［環境設定］画面に戻ります。

よく使う機能を、基本画面の POP エリアに登録する
ことができます。

以下の各モードの POP エリアに登録できます。
• 製版モード
• 印刷モード
• スキャンモード
• RLP モード

Bオプション機器を接続すると、POP エリアに自
動的に登録される機能があります。

B［認証設定］が設定されている場合は、POP エリ
アに表示される機能をユーザーごとに変更できま
す。

（A 91「よく使う機能をユーザーごとに登録する
［認証 POP 登録］」）

POP エリア
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よく使う機能を［お気に入り］タブ
画面に登録する［お気に入り登録］

1 ［環境設定］画面で［お気に入り登録］
をタッチする

［お気に入り登録］画面が表示されます。

2 登録したいモードのタブをタッチする

3 登録したい機能ボタンをタッチする
登録済みのボタンでも、タッチして他の機能に変
更できます。

4 登録する機能名をタッチする

•［E］［D］をタッチすると、表示を切り替えら
れます。

• 機能を登録しない場合は、［登録しない］を
タッチします。

• 登録済みの機能名にはタッチできません。

5 ［確定］をタッチする
［お気に入り登録］画面に戻ります。
他にも登録したい機能ボタンがある場合は、
手順 3 ～ 5 を繰り返します。

6 ［確定］をタッチする
［環境設定］画面に戻ります。

よく使う機能を［お気に入り］タブ画面に登録するこ
とができます。

以下の各モードの［お気に入り］タブ画面に登録でき
ます。
• 製版モード
• 印刷モード
• RLP モード

Bオプション機器を接続すると、［お気に入り］に
自動的に登録される機能があります。



第 8 章 利用環境を設定する 117

8

不定形の用紙を登録する
［用紙サイズ登録］

 登録できる用紙サイズ
W100×H148 mm ～ W310×H555 mm

• 工場出荷時は、以下の用紙サイズが登録されています。
必要に応じて、消去や変更もできます。

• 標準の排紙台で使用できるのは、W310×H432 
mm までです。オプションの排紙台 W（A 172）を装
着すると、W310×H555 mm まで使用できます。
ただし、紙質や用紙サイズによっては、紙揃えが安定
しないことがあります。

• 長さ（H）が 436 mm 以上の場合は、「長尺モード」
（A 55）で印刷されます。

用紙サイズの登録

1 ［環境設定］画面で［用紙サイズ登録］
をタッチする

2 未登録のボタンをタッチする

3 用紙サイズを指定する

以下のどちらの方法でも指定できます。
• テンキーで数値を入力する
•［G］［F］をタッチする

4 ［確定］をタッチする
［用紙サイズ登録］画面に戻ります。

用紙サイズの変更

1 ［環境設定］画面で［用紙サイズ登録］
をタッチする

2 ［変更］をタッチする

3 変更したい用紙のボタンをタッチする

4 用紙サイズを変更する

5 ［確定］をタッチする
［用紙サイズ登録］画面に戻ります。

定形サイズ（A 14）以外の用紙を使う場合は、あら
かじめ用紙サイズを登録する必要があります。
登録した用紙サイズは、［用紙サイズ］（A 55）で選
択できます。

名称 用紙サイズ

角 2_FLAP W240×H372 mm

角 2 W240×H332 mm

長 3_FLAP W120×H260 mm

長 3 W120×H235 mm

B［H］（天地の長さ）を 436 ～ 555mm
に指定した場合、その用紙を「長尺用紙」
と呼びます。

（A 55「不定形の用紙を使う［用紙サイ
ズ］」）

B「長尺用紙」を使うには、オプションの排
紙台 W が必要です。
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用紙サイズの名称変更

1 ［環境設定］画面で［用紙サイズ登録］
をタッチする

2 ［名称変更］をタッチする

3 名称変更したいボタンをタッチする
（A 25「［名称入力］画面」）

4 ［確定］をタッチする
［用紙サイズ登録］画面に戻ります。

用紙サイズの消去

1 ［環境設定］画面で［用紙サイズ登録］
をタッチする

2 ［消去］をタッチする

3 消去したいボタンをタッチする

4 確認画面で［確定］をタッチする
選択した用紙サイズが消去され、［用紙サイズ登
録］画面に戻ります。

ネットワークに接続する
［ネットワーク設定（IPv4）］
［ネットワーク設定（IPv6）］

IPv4 のネットワークに接続する場合

本機に Internet Protocol version 4（インターネット
プロトコル バージョン 4）のアドレスを割り当てる場
合に設定します。

1 ［環境設定］画面で［ネットワーク設定
（IPv4）］をタッチする

2 設定方法を選択する
接続環境に応じて、［手入力する］と［DHCP を
使用する］のどちらかをタッチします。

3 設定値を入力する
選択状態になっている入力欄が、入力対象です。
入力対象は、以下のどちらの方法でも切り替えら
れます。
•［U］キーを押す
• 入力欄を直接タッチする

4 ［確定］キーをタッチする
［環境設定］画面に戻ります。

本機をネットワークに接続するには、接続環境に応じ
て IP アドレスなどの設定をする必要があります。

B［C］キーを押すと、選択状態になってい
る入力欄の値を「0」に戻せます。
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IPv6 のネットワークに接続する場合

本機に Internet Protocol version 6（インターネット
プロトコル バージョン 6）のアドレスを割り当てる場
合に設定します。

1 ［環境設定］画面で［ネットワーク設定
（IPv6）］をタッチする

2 設定方法を選択する
接続環境に応じて、［手動］［ステートレス］［ス
テートフル］のいずれかをタッチします。

3 設定値を入力する
•［プレフィックス］：

テンキーで入力できます。
• その他の設定項目：

ボタンにタッチすると［キーボード］画面が表
示されます。以下の手順で入力してください。

① 画面上のボタンをタッチして入力します。
数字は、テンキーでも入力できます。

②［確定］キーをタッチすると、［ネットワーク
設定（IPv6）］画面に戻ります。

4 ［確定］キーをタッチする
［環境設定］画面に戻ります。

ユーザーを識別する［認証設定］

 認証機能について
認証機能には、大きく分けて「本体認証」と「認証プリ
ント」があります。

本体認証
本機の利用時に認証操作（暗証番号の入力、認証用
USB メモリーの挿入、または IC カードのタッチ）が必
要になります。
それによって、本機の利用を、登録されたユーザーに限
定できます。
また、［環境設定］の操作を、管理者に限定できます。
さらに、以下の機能が利用できるようになります。
•［認証 POP 登録］（A 91）
•［I情報］の［利用枚数］（A 135）
•［利用枚数集計］（A 93）
• スキャンモードの［認証する］（A 97）
•［ホールド］［USB メモリー］の［認証あり］*1

（A 66）

＊ 1: 管理者は、すべてのユーザーの認証データを操作できます。

認証プリント
ユーザーがプリンタードライバーで［認証プリント］を
設定すると、本機で原稿データの操作をする際に、認証
操作（暗証番号の入力、認証用 USB メモリーの挿入、
または IC カードのタッチ）が必要になります。それに
より、原稿データの操作を、設定した本人に限定できま
す *2。

（A 33「パソコンからプリントする」）
（A 38「保存された原稿データをプリントする」）

＊ 2: 管理者は、すべてのユーザーの認証データを操作できます。

「認証」とは、ユーザーごとに割り当てられた暗証番号
などを利用して、本機のユーザーを識別することです。
ユーザーを識別することにより、ユーザーごとの利用
管理やセキュリティの強化ができます。

認証機能を有効にするには、以下の設定が必要です。
•［認証方式］
•［認証有無］
•［ユーザー登録］

B工場出荷時は認証機能が無効なので、以下の状態
です。
Cすべてのユーザーが本機を利用できます。
C すべてのユーザーが［環境設定］を変更できます。
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［認証方式］

ユーザーを識別するために、以下のどれを使うかを決め
ます。
• 暗証番号
• USB メモリー
• IC カード（オプションの IC カードリーダー装着時）

1 ［環境設定］画面で［認証設定］を
タッチする

2 ［認証方式］をタッチする

3 使用する認証方式をタッチする

確認画面が表示されます。

4 ［確定］をタッチする

［認証有無］

認証の種類を設定します。

1 ［認証設定］画面で［認証有無］を
タッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 利用する認証の種類をタッチする

［本体認証、認証プリント］
「本体認証」と「認証プリント」の両方を利用し
ます。

［認証プリントのみ］
「認証プリント」だけを利用します。

［認証なし］
「本体認証」「認証プリント」は利用しません。
［環境設定］の操作を、管理者に限定します。

3 ［確定］をタッチする

B必ず最初に設定してください。［認証方式］を変更
すると、［ユーザー登録］の内容を含むすべての認
証設定が消去されます。

B［IC カード］は、IC カードリーダー（オ
プション）を装着している場合に表示され
ます。

Bあらかじめ［認証方式］の設定をしてください。
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［ユーザー登録］

本機を使うユーザーを登録します。

登録できるユーザー数は［認証方式］によって異なりま
す。

＊：［認証プリント］（A 34）を使えるのは、0 番～ 99 番の
ユーザーだけです。

ユーザーは、「管理者」と「一般ユーザー」に分類され
ます。

「管理者」とは
本機に登録されたユーザーには、「認証登録番号」が割
り当てられます。認証登録番号の 0 番に登録された
ユーザーを「管理者」と呼びます。
管理者は、本機の機能をすべて利用できます。
管理者を登録すると、認証機能が有効になります。

「一般ユーザー」とは
認証登録番号が 1 番以降のユーザーを「一般ユーザー」
と呼びます。一般ユーザーは、［環境設定］画面に入れ
ません。

1 ［認証設定］画面で［ユーザー登録］を
タッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 ユーザーに割り当てる認証登録番号を
タッチする

［登録］画面が表示されます。

3 認証用の情報を登録する

 暗証番号の場合
暗証番号をテンキーで入力します。

入力した番号が表示されます。

Bあらかじめ［認証方式］の設定をしてください。

［認証方式］ 登録可能な認証登録番号

［暗証番号］または
［USB メモリー］

0 番～ 99 番

［IC カード］ 0 番～ 499 番＊

認証登録番号

B管理者が登録されていない場合は、一般
ユーザーを登録できません。最初に管理者
を登録してください。

Bすでに登録されている番号は選択できませ
ん。
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 USB メモリーの場合
認証用に登録する USB メモリーを挿入します。

USB メモリー固有の番号が表示されます（この
番号は変更できません）。

 IC カードの場合
認証用に登録する IC カードをかざします。

IC カード固有の番号が表示されます（この番号
は変更できません）。

4 ユーザー情報を設定する
必要に応じて、以下の項目を設定します。

［名称変更］
このユーザーの名称を変更できます。ここで設定
した名称は、［利用枚数集計］（A 93）で保存し
た CSV ファイルの「USERNAME」項目に表示
されます。

（A 122「ユーザー名の変更」）

［グループ設定］
このユーザーが所属するグループ（部署など）
を、設定できます。設定すると、［利用枚数集計］

（A 93）で保存した CSV ファイルに、グループ
ごとの集計が表示されます。

（A 122「グループの設定」）

［上限設定］
このユーザーが製版や印刷で利用できる枚数の上
限を、設定できます。

（A 123「利用できる枚数の上限設定」）

［利用停止］
このユーザーが本機を利用することを、禁止でき
ます。

（A 123「一時的な利用停止」）

5 ［確定］をタッチする
認証用の USB メモリーを挿入している場合は、
取り外します。
登録が完了したら、ユーザーに以下を配布してく
ださい。

［認証方式］が［暗証番号］の場合
• 認証登録番号
• 暗証番号

［認証方式］が［USB メモリー］または
［IC カード］の場合

• 認証登録番号
• 認証用 USB メモリーまたは IC カード

 ユーザー名の変更

1 ［名称変更］をタッチする

2 ユーザー名を入力する
（A 25「［名称入力］画面」）

3 ［確定］をタッチする
［登録］画面に戻ります。

 グループの設定

1 ［グループ設定］をタッチする

2 設定したいグループをタッチする

B認証登録番号は、［認証プリント］を利用
する際に必要です。

Bグループを設定しない場合は［OFF］を
タッチします。
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3 ［確定］をタッチする
［登録］画面に戻ります。

 利用できる枚数の上限設定

1 ［上限設定］をタッチする

2 印刷と製版の上限枚数を入力する
［上限印刷枚数設定］または［上限製版枚数設定］
の入力ボックスをタッチし、テンキーで上限枚数
を入力します。
上限枚数を 0 に設定すると、制限なしになりま
す。

3 ［確定］をタッチする
［登録］画面に戻ります。

 一時的な利用停止

1 ［利用停止］をタッチする
［利用停止］が ON になります。

ユーザーの情報変更

1 ［認証設定］画面で［ユーザー登録］を
タッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 ［変更］をタッチする

3 変更したいユーザーをタッチする
［変更］画面が表示されます。

4 登録情報を変更する
必要に応じて［ユーザー登録］（A 121）の手順
3 以降を行います。

一般ユーザーの消去

1 ［認証設定］画面で［ユーザー登録］を
タッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 ［消去］をタッチしてから、消去したい
ユーザーをタッチする

3 ［確定］をタッチする

B［現状印刷枚数］［現状製版枚数］には、そ
のユーザーが現在までに印刷または製版し
た枚数が表示されます。

B［現状印刷枚数］［現状製版枚数］の枚数を
クリアするには、［T］をタッチします。

B利用停止を解除する場合は、もう一度［利
用停止］をタッチします。

B管理者を利用停止にすることはできませ
ん。

B管理者の情報も変更できます。

Bこの画面では、管理者を消去できません。
管理者を消去するには、認証機能を無効に
します。

（A 124「認証設定の消去」）
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グループの名称変更

1 ［認証設定］画面で［グループ名称］を
タッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 名称を変更したいグループをタッチする

3 グループ名称を入力する
（A 25「［名称入力］画面」）

4 ［確定］をタッチする

全ユーザーの利用枚数クリア

全ユーザーの［現状製版枚数］と［現状印刷枚数］を、
一括してクリアできます。

1 ［認証設定］画面で［カウントオールク
リア］をタッチする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 ［確定］をタッチする

認証設定の消去

認証機能を無効にするには、管理者の登録を含む認証設
定をすべて消去します。

1 ［認証設定］画面で［認証方式］をタッ
チする

［認証設定］画面を表示するには［認証方式］
（A 120）の手順 1 ～ 3 を行います。

2 ［認証設定消去］をタッチする

確認画面が表示されます。

3 ［確定］をタッチする
認証設定がすべて消去され、認証機能が無効にな
ります。

B利用枚数をクリアすると、クリアする前の状態に
戻すことはできません。

B特定のユーザーの利用枚数だけをクリアする場合
は「利用できる枚数の上限設定」（A 123）の手順
2 で、［T］をタッチします。

B認証設定を消去すると、消去する前の状態に戻す
ことはできません。
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使用済みのマスターを管理する
［プロテクト］

［プロテクト］有効時の動作
• プリント終了後に、［機密］の実行をうながす確認画

面が表示されます。

［実行する］：タッチすると、製版済みのマスターが破
棄されます。

［実行しない］：破棄する必要がない、または刷り増し
をしたい場合などにタッチします。ただし、以下の場
合に、確認画面が再度表示されます。

•［リセット］キーを押したとき
•［オートクリア設定］（A 112）で設定された時間が

経過した後
• スリープ状態から復帰したとき
• 電源を ON にしたとき

• 排版ボックスが取り外せないように、ロックされま
す。ただし、排版部でマスターがつまったり、排版
ボックスがいっぱいになったりしたときは、排版ボッ
クスを取り外せます。

［プロテクト］の設定

1 ［環境設定］画面で［プロテクト］を
タッチする

［プロテクト］が［有効］になります。

［プロテクト］の解除

1 ［環境設定］画面で［プロテクト］を
タッチする

「しばらくお待ちください」と表示された後、［プ
ロテクト］が［無効］になります。

プリント終了後は、製版済みのマスターがドラムに巻
き付いたまま印刷可能な状態になっています。

［機密］（A 90）を実行すると、製版済みのマスター
が破棄されるので、機密書類の不正な印刷を防ぐこと
ができます。
しかし、破棄されたマスターは排版ボックスに蓄積さ
れるので、悪意を持つ第三者によって排版ボックスが
取り出されるリスクがあります。
このようなリスクを回避するために、本機には［プロ
テクト］機能が搭載されています。

B［プロテクト］を［有効］にすると、［オートス
リープ設定］（A 112）に移行するまでの時間が
1 分に固定されます。

B［プロテクト］が［有効］の場合、［再製版］
（A 74）は使用できません。

B以下の場合には、［実行しない］は表示されませ
ん。
C［機密］が実行されていないドラムを新たに

装着した場合
C［機密］の実行をうながす確認画面が表示さ

れたままスリープ状態になり、スリープ状態
から復帰した場合

C［機密］が実行されていないドラムが装着さ
れた状態で、電源を ON にした場合

B排版ボックスを管理者以外が取り外せないように、
南京錠などで施錠することができます。南京錠は、
下図のようにロックレバーの穴に差し込みます。

（南京錠は、市販品をお買い求めください。南京錠
を差し込む穴の直径は 7mm です。）

ロックレバー

南京錠
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第 章9
RISO コンソールを利用する
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RISO コンソールについて

 対応 Web ブラウザー

RISO コンソールへのアクセス

1 Web ブラウザーを起動する

2 本機の IP アドレスを入力する
入力例：

3 ［Enter］キーを押す
RISO コンソールの［モニタリング］メニュー画
面が表示されます。

ログイン

以下の操作をするためには、RISO コンソールにログイ
ンする必要があります。

•［プリンター］メニュー画面の閲覧
•［ネットワーク］メニュー画面での設定変更
（ログインしなくても、設定の確認はできます。）

1 ［ログイン］をクリックする

2 ［ユーザー名］と［パスワード］を入力
する

［ユーザー名］
「admin」（半角小文字）と入力します。
ユーザー名は変更できません。

［パスワード］
RISO コンソールの［ユーザー情報］タブ画面

（A 129）で設定されたパスワードです。
工場出荷時のパスワードは「admin」（半角小文
字）です。

3 ［OK］をクリックする

ログアウト

1 ［ログアウト］をクリックする

ログアウトすると、ユーザー名の表示が消えて、
［ログイン］の表示に変わります。

「RISO コンソール」は、Web ブラウザーを利用して
本機を遠隔操作する機能です。
ネットワーク経由で接続されたパソコンから、本機の
状態確認や設定変更などができます。

OS Web ブラウザー

Windows Internet Explorer 11
Microsoft Edge

Mac OS Safari 6
Safari 7
Safari 8
Safari 9
Safari 10
Safari 11
Safari 12

B本機の IP アドレスについては、管理者に
お問い合わせください。
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［モニタリング］メニュー

［一般情報］タブ画面

本機の状態を確認できます。

 本機の状態
［プリントできます。］［スリープ中です。］などのメッ
セージが表示されます。本機でエラーが発生した場合
は、エラーメッセージが表示されます。

 消耗品残量
［給紙台］
給紙台にセットされている用紙の［用紙サイズ］［紙質］
が表示されます。

［マスター］
本機にセットされているマスターの残量が表示されま
す。
残量が少なくなると、残量ゲージが点滅します。

［インク］
本機にセットされているインクの残量が表示されます。
残量が少なくなると、残量ゲージが点滅します。

 排版ボックス空き容量
排版ボックスの空き容量が表示されます。
空き容量が少なくなると、残量ゲージが点滅します。

 ドラム情報
本機にセットされているドラムのサイズと色が表示され
ます。

 カウンター
［トータルカウンター］
本機で印刷した枚数の累計が表示されます。製版時の試
し刷りは含まれません。

［マスターカウンター］
本機で製版した回数の累計が表示されます。［アイドリ
ング］と［機密］の実行回数も含まれます。

［システム情報］タブ画面

本機のシステム情報を確認できます。

［ユーザー情報］タブ画面

RISO コンソールにログインするためのパスワードを、
変更できます。

1 ［パスワード変更］をクリックする

本機の状態やシステム情報を確認したり、ログイン用
のパスワードを変更したりすることができます。
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2 新しいパスワードを入力する

3 ［OK］をクリックする
［完了］画面が表示されます。

4 ［OK］をクリックする

［プリンター］メニュー

［処理中］タブ画面

本機で処理中の原稿データの一覧を、確認できます。

• 見出し行（［ジョブ名］［オーナー名］［受付日時］）を
クリックすると、並び順を変更できます。

• 一覧表示する件数を、［50 件ごと］と［100 件ごと］
から選択できます。

［ホールド］タブ画面

本機の［ホールド］に保存されている原稿データを確認
できます。

• 見出し行（［ジョブ名］［オーナー名］［受付日時］）を
クリックすると、並び順を変更できます。

• 一覧表示する件数を、［50 件ごと］と［100 件ごと］
から選択できます。

［削除］
削除したい原稿データのジョブ名をクリックして選択し
ます。［削除］をクリックすると、選択した原稿データ
が削除されます。

［プリント］
プリントしたい原稿データのジョブ名をクリックして選
択します。［プリント］をクリックすると、選択した原
稿データがプリントされます。

［詳細表示］
詳細情報を確認したい原稿データのジョブ名をクリック
して選択します。

［詳細表示］をクリックすると、選択した原稿データの
詳細情報が表示されます。また、原稿データの［ジョブ
名］と［オーナー名］を変更できます。

本機内の原稿データを確認したり、［ホールド］の
フォルダー名を変更したりすることができます。
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［ダウンロード］
パソコンにダウンロードしたい原稿データのジョブ名を
クリックして選択します。［ダウンロード］をクリック
し、画面の指示に従って操作すると、選択した原稿デー
タがパソコンにダウンロードされます。

［移動先］
移動したい原稿データのジョブ名をクリックして選択し
ます。［移動先］のメニューから、移動先のフォルダー
を選択すると、選択した原稿データが移動されます。

［フォルダー］タブ画面

［ホールド］のフォルダー名を変更できます。

1 名称変更したいフォルダーをクリックす
る

2 ［フォルダー名］欄に、新しいフォル
ダー名を入力する

3 ［OK］をクリックする
［完了］画面が表示されます。

4 ［OK］をクリックする

［ネットワーク］メニュー

［ネットワーク設定］画面

本機をネットワークに接続するための設定です。

［OK］をクリックすると、設定変更が反映されます。

Bダウンロードできる原稿データは、本機独自の
ファイル形式です。当社の編集ソフト「理想かん
たんパレット SP」などで利用できます。

本機のネットワーク接続に関する設定の確認や変更が
できます。

各項目をクリックすると、該当項目の設定画面が表示
されます。
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［SNMP 設定］画面

SNMP（Simple Network Management Protocol）
に関する設定です。ネットワーク環境に応じて設定しま
す。

［OK］をクリックすると、設定変更が反映されます。
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第 章10
消耗品を交換する
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消耗品の残量を確認する

［I］アイコンについて
［I］アイコンの色は、本機の動作状態を表します。

 消耗品の情報表示について

さらに詳細な情報を知りたい場合は、以下の手順で確認
できます。

1 基本画面で［I］をタッチする

2 表示される情報を確認する

［消耗品残量］
マスター、インクの残量が、それぞれ残量ゲージ
で表示されます。

［排版ボックス空き容量］
排版ボックスの空き容量が、アイコンで表示され
ます。

基本画面のステータスエリアに、消耗品の情報が表示
されています。

表示 説明

（青色） 本機は正常に動作します。

（黄色） 本機は正常に動作しますが、消耗
品からの情報を必要とする機能

（残量表示など）が働きません。
（A 159「［消耗品情報入力ウィ
ザード］画面が表示されたら」）

表示 説明

本機にセットされているマスター
の残量が表示されます。

Bマスターロールから情報を
取得できなかった場合は、
残量は表示されず、点滅表
示になります。

本機にセットされているインクの
残量と色名が表示されます。

Bインクボトルから情報を取
得できなかった場合は、残
量は表示されず、点滅表示
になります。色名は［ブ
ラック］または［カラー］
と表示されます。

（A 159「［消耗品情報入力
ウィザード］画面が表示さ
れたら」）

B情報を取得できなかった場合、残量は表示
されません。
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［ドラム情報］
本機にセットされているドラムのサイズと色が表
示されます。ドラム上のマスターが［省インク］

（A 52）を使用して製版されている場合は、［省
インク］と表示されます。

 日付と時刻
本機に内蔵されている時計を表示します。

［環境設定］の［日時設定］（A 112）で日時合わ
せをすることができます。

［利用枚数］
認証機能（A 119）が有効な場合、［I情報］画
面に［利用枚数］が表示されます。［利用枚数］
をタッチすると、［利用枚数］画面が表示されま
す。

［利用枚数］画面では、現在認証されているユー
ザーの利用枚数を確認できます。

（A 93「利用枚数を集計する ［利用枚数集計］」）

マスターをセットする

1 前カバーを開ける

2 ［製版ユニット OK ボタン］のランプが
点灯していることを確認する
ランプが消えているときは、［製版ユニット OK
ボタン］を押して点灯させます。

3 製版ユニットを引き出す
① 製版ユニットレバーを握って、手前に引きま

す。

マスターがなくなると、メッセージが表示されて本機
が停止します。
新しいマスターをセットしてください。

B当社推奨のマスターを使用してください。
（A 172「消耗品について」）
Bマスターのセットは、本機の電源を入れた状態で

行ってください。

Bドラムを引き出しているときは、製版ユ
ニットを引き出せません。ドラムを戻して
から、［製版ユニット OK ボタン］を押し
ます。

製版ユニット
OK ボタン

製版ユニットレバー
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② 製版ユニットが止まるまで、ゆっくりと引き
出します。

4 製版ユニットカバーを開ける
レバーを握りながら、製版ユニットカバーを上に
開けます。

5 マスターロールストッパーを開ける

6 使用済みのマスター芯を外す

7 新しいマスターロールをセットする
マスターロールの包装（透明フィルム）を取り除
きます。［I］マークがある方を左側にセットし
ます。

8 マスターロールストッパーを閉める
① マスターロールストッパーを閉めます。
② 帯封を外します。

9 マスターの先端をガイドの下に差し込む
① マスターガイドの下に、マスターの先端が奥

に当たるまで差し込みます。

B使用済みのマスター芯は、自治体の規制に
従って廃棄してください。

（A 143「使用済み消耗品の回収・廃棄に
ついて」）

Bサーマルヘッドをクリーニングしてくださ
い。

（A 146「お手入れのしかた」）

B［I］部分に傷を付けないようにしてくだ
さい。［I］部分が折れ曲がったり、ミシ
ン目が切れてしまったりすると、そのマス
ターは使用できなくなります。

B帯封は、まだ外さないでください。

帯封は外さないまま
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② 右のフランジを奥側に回して、たるみを巻き
戻します。

 マスターを差し込めないときは
次の手順でマスターを差し込んでください。
① マスターガイド端のダイヤル部分を奥側に回

して、マスターガイドを上げます。
② マスターの先端を、矢印の先のライン部分に

合わせます。
③ マスターガイドを戻します。

10 製版ユニットカバーを閉める

11 製版ユニットを戻す

12 前カバーを閉める

B製版ユニットを閉めるときは、レバーを持
たずに、カバー自体を手で上から押しつけ
てください。手を離しても開かないよう
に、確実に閉めてください。

マスターガイド

フランジ
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インクボトルを交換する

1 前カバーを開ける

2 使用済みのインクボトルを引き抜く
① インクボトルを左方向に回します。
② インクボトルを手前に引き抜きます。

3 新しいインクボトルのキャップを外す
インクボトルのキャップを回して外します。

4 新しいインクボトルをセットする
インクボトルの矢印表示をドラムの［V］に合わ
せて、奥に当たるまで差し込みます。

（インクボトルの凸部分を右側にします。）

インクがなくなると、メッセージが表示されて本機が
停止します。
新しいインクボトルに交換してください。

ドラム周辺にはインクが付いていることがあり
ますので、手や衣服などが触れないように注意
してください。
手などにインクが付いたときは早めに洗剤で洗
い落としてください。

B当社推奨のインクを使用してください。
（A 172「消耗品について」）
Bインクボトルの交換は、本機の電源を入れた状態

で行ってください。
B必ず同じ色のインクボトルと交換してください。

インクの色を変えるときは、ドラムごと交換して
ください。（A 141「ドラムを交換する」）

B使用済みのインクボトルは、自治体の規制
に従って廃棄してください。

（A 143「使用済み消耗品の回収・廃棄に
ついて」）

ロック解除

Bインクボトルの先端周辺に触れたり、衝撃
を与えたりしないでください。

Bインクボトルの先端部分に貼られている
シールは、傷つけたりはがしたりしないで
ください。

Bインクボトルの向きをよく確認してセット
してください。無理に押し込むと、破損す
るおそれがあります。

シール

矢印表示

凸部分
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5 インクボトルをロックする
インクボトルを右方向に回して、ロックします。

6 前カバーを閉める

排版ボックスのマスターを廃棄する

1 排版ボックスのロックを解除する
排版ボックスがロックされている場合は、ロック
レバーを右にスライドして、解除します。

（ロックレバーが取り付けられていない場合は、
この操作は必要ありません。）

ロック 使用済みのマスターは、排版ボックスに送られます。
排版ボックスの容量がいっぱいになると、メッセージ
が表示されて本機が停止します。
使用済みのマスターを廃棄してください。

B排版ボックスのマスターの廃棄は、本機の電源を
入れた状態で行ってください。

手などにインクが付いたときは早めに洗剤で洗
い落としてください。

B［プロテクト］（A 125）が ON に設定されている
場合、排版ボックスを外せるのは、以下のメッ
セージが表示されたときだけです。
C［排版ボックスがいっぱいになりました］
C［排版部にマスターがつまりました］

B排版ボックスに南京錠が取り付けられてい
る場合は、管理者に連絡して開錠します。

ロック解除



第 10 章 消耗品を交換する140

2 排版ボックスを外す
排版ボックスレバーを握りながら、排版ボックス
を水平に引き出します。

3 使用済みのマスターを廃棄する
ゴミ箱の上で、排版ボックスを手前に傾けます。
押し出しレバーを握ると、使用済みのマスターを
落とせます。

4 排版ボックスをセットする
排版ボックスを、奥に当たるまで差し込みます。

B使用済みのマスターは、自治体の規制に
従って廃棄してください。

（A 143「使用済み消耗品の回収・廃棄に
ついて」）

排版ボックスレバー

押し出しレバー

B通常は、排版ボックスのロックを解除した
ままの状態でご使用いただけます。必要に
応じて、ロックレバーを左にスライドし
て、ロックしてください。南京錠を取り付
けることもできます（A 125）。

ロック
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ドラムを交換する

ドラムの取り外し

1 前カバーを開ける

2 ［ドラム OK ボタン］が点灯しているこ
とを確認する
消灯しているときは、［ドラム OK ボタン］を押
して点灯させます。

3 ドラムを引き出す
ドラムレバーを握りながら、ドラムが止まるまで
ゆっくりと引き出します。

4 ドラムを取り外す
ドラムを両手で真上に持ち上げて、レールから外
します。青いハンドル部分をしっかりと握ってく
ださい。

他の色で印刷するには、ドラムを交換します。
また、本機の内部につまった紙を取り除くときは、
ドラムを取り外すことができます。

• ドラム周辺や、ドラムユニットを外した本体
内部にはインクが付いていることがあります
ので、手や衣服などが触れないように注意し
てください。手などにインクが付いたときは
早めに洗剤で洗い落としてください。

• 本体内部に手を入れるときは、突起物や板金
の端に触れないようにご注意ください。けが
の原因となることがあります。

• ドラムは垂直に立てないでください。 床など
を汚すことがあります。

B本機専用ドラムを使用してください。
（A 172「オプションについて」）
Bドラムの引き出しやセットは、本機の電源を入れ

た状態で行ってください。
B交換したドラムは、必ずドラムケースに入れて

水平に保管してください。

B製版ユニットを引き出しているときは、ド
ラムを引き出せません。製版ユニットを戻
してから、［ドラム OK ボタン］を押しま
す。

ドラム
OK ボタン

Bドラムのコネクターには触れないでくださ
い。静電気などにより、ドラムが故障する
原因になることがあります。

ドラムレバー
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ドラムのセット

1 ドラムをレールにセットする
ドラムの［V］マークとレールの［M］マークを
合わせます。ドラムをレールに水平にセットしま
す。

2 ドラムを本体に戻す
ドラムを、止まるまでゆっくりと押し込みます。

3 前カバーを閉める

 ドラムの種類を変更したとき
A3 ドラムと A4 横ドラムを入れ替えると、確認
画面が表示されます。以下の手順でドラムの種類
を確定してください。

① セットしたドラムの種類をタッチします。
②［確定］をタッチします。

Bドラムを手で回したときは、作業後、必ず
［V］マークと［M］マークが向かい合う
位置までドラムを戻してください。

Bドラムを押し込むときは、ドラムレバーを
握らないでください。
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使用済み消耗品の回収・廃棄について

インクボトル

• 使用済みのインクボトルの回収システムがあります。
詳しくは、お買い上げの販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。

• 廃棄する場合は、自治体の規制に従ってください。
分別の必要があるときは、以下を参考にしてください。

• インクボトル先端のシールを、下図の矢印部分から
はがして分別してください。

マスター芯

• 使用済みのマスター芯は、自治体の規制に従って廃棄
してください。分別の必要があるときは、以下を参考
にしてください。

•［I］が型押しされている部分の裏面に、金属を含む
シールが付いています。ミシン目から切り取って、
分別してください。

使用済みのマスター

• 使用済みのマスターは、自治体の規制に従って廃棄し
てください。分別の必要があるときは、以下を参考に
してください。

部品名 材質

インクボトル・
キャップ

プラスチック（ポリプロピレン、
ポリエチレン）

シール 金属を含むプラスチック

インク 植物油、石油系炭化水素、水、
顔料

インクボトルの先端付近にはインクが付いてい
ることがありますので、手や衣服などが触れな
いように注意してください。手などにインクが
付いたときは早めに洗剤で洗い落としてくださ
い。

部品名 材質

芯 紙

マスター プラスチックフィルムと紙の複合物

［I］の型押し部 金属を含むプラスチック、紙

部品名 材質

マスター プラスチックフィルムと紙の複合物
（インクが付着しています）

B成分は炭素と水素の化合物なので、完全燃焼すれ
ば水と炭酸ガスになります。
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第 章11
お手入れについて
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クリーナーについて

 リソグラフクリーナー
外装部の清掃に最適です。直接スプレーし、柔らかい布
や紙で拭き取ります。清掃後は、汚れの付着を防止する
効果もあります。

お手入れのしかた

本機をお手入れするときに使用していただきたいク
リーナーをご紹介します。
クリーナーの注意書きをよく読んでから使用してくだ
さい。

• クリーナーを、顔や手など人体に付いた汚れ
には使用しないでください。

• クリーナーを使用した後は、必ず手を洗って
ください。

製版ユニットのサーマルヘッドや自動原稿送り装置
（オプション）のスキャナーガラス、ホワイト板など
に、ほこりやゴミ、修正液などが付くと、プリントの
仕上がりが汚れたりかすれたりすることがあります。
定期的にお手入れすることをおすすめします。

本書に記載されている以外の作業（調整や修理
など）は行わないでください。調整や修理は、
必ず販売会社（あるいは保守・サービス会社）
に依頼してください。
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サーマルヘッド

サーマルヘッドは、製版するときに発熱して、マスター
に穴をあけるための部品です。マスター交換時にクリー
ニングしてください。
製版ユニットカバーを開けて、奥にあるサーマルヘッド
を、柔らかい布などで数回軽くこすります。

外装部

本体にほこりなどが付くのを防ぐため、定期的に全体を
柔らかい布で軽く拭いてください。
汚れ落としには、リソグラフクリーナーを使用してくだ
さい。

タッチパネルの汚れは、通常、乾いた布で軽く拭きとり
ます。インクなどで汚れたときは、布などに少量のク
リーナーを付けて軽く拭きとってください。

サーマルヘッドには、指で直接触れないでくだ
さい。高温になっている場合、やけどをするお
それがあります。

Bサーマルヘッドは非常にデリケートな部分です。
固いもので傷付けたり、衝撃を与えたりすること
は、おやめください。

Bサーマルヘッドは静電気に弱い部分です。清掃す
る前に、身体に帯電している静電気を必ず除去し
てください。

高温注意

B本体の外装部にはプラスチックを使用しています。
アルコールや溶剤系の洗剤は使用しないでください。

Bタッチパネルにクリーナーを直接吹きかけたり、
塗布したりしないでください。故障の原因になり
ます。
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原稿台ガラスと原稿パッド

原稿台ガラスや原稿パッドが汚れているときは、柔らか
い布やティッシュペーパーで数回軽く拭いてください。

自動原稿送り装置（オプション）

スキャナーガラスとホワイト板を、柔らかい布やティッ
シュペーパーで軽くこすり、汚れを落とします。

B原稿台ガラスは非常にデリケートな部分です。
固いもので傷付けたり、衝撃を与えたりすること
はおやめください。

原稿台ガラス

原稿パッド

Bスキャナーガラスは非常にデリケートな部分です。
固いもので傷付けたり、衝撃を与えたりすること
は、おやめください。

スキャナー
ガラス

ホワイト板
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プレスローラー

プレスローラーは、ドラムユニットに用紙を圧着させる
部品です。プレスローラーが汚れていると、用紙の裏に
帯状の汚れが付くことがあります。
柔らかい布やティッシュペーパーで数回軽く拭いてくだ
さい。

• プレスローラーの清掃時には、本機の電源を
必ず切ってください。

• ドラムユニットを外した本体内部には、イン
クが付いていることがありますので、手や衣
服などが触れないように注意してください。
手などにインクが付いたときは、早めに洗剤
で洗い落としてください。

• 本体内部に手を入れるときは、分離
爪や排版爪に触れないように注意し
てください。分離爪や排版爪の先端
は鋭利なため、けがの原因となることがあり
ます。

排版爪

分離爪
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第 章12
こんなときには
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メッセージが表示されたときは
メッセージが表示されたときの対処方法について説明します。

メッセージの見かた

状況に応じて、対処方法が表示されます。

＊：上表の番号のうち、「0」の部分には固有の番号が表示されます。

本体内部に手を入れるときは、突起物や板金の端に触れないようにご注意ください。
けがの原因となることがあります。

番号 * 種類 内容

T00-0000 サービスエラー サービス担当者による点検、修理が必要なエラーが発生した
ときに表示されます。エラーの番号を販売会社（あるいは保
守・サービス会社）に連絡してください。

A00-0000 ジャムエラー マスターがつまったときに表示されます。

B00-0000 オプションエラー 接続されているオプションでエラーが発生したときに表示さ
れます。

C00-0000 消耗品エラー インク、マスターなどの消耗品がなくなったときに表示され
ます。

D00-0000 セット確認エラー 各部のセットが正しくされていないときに表示されます。

E00-0000 メンテナンスコール サービス担当者による電池交換や定期点検が必要なときに表
示されます。エラーの番号を販売会社（あるいは保守・サー
ビス会社）に連絡してください。

F00-0000
G00-0000

ワーニング 操作パネルでの設定と、本機または連携機「Prioa」（別売）
の状態が適合しないときに表示されます。

J00 通紙ジャムエラー 原稿または用紙がつまったときに表示されます。

番号：
症状別の番号が表示されます。

メッセージ：
状況と対処方法が表示されます。
説明図が表示される場合もあります。
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メッセージの例

メッセージの代表例を記載します。
ここに記載されていないものについては、表示されるメッセージに従って対処してください。

 T00-0000：サービスエラー

 A00-0000：ジャムエラー

番号 メッセージ 対処

T25 電池交換が必要です
サービス実施会社に連絡してくだ
さい

販売会社（あるいは保守・サービス会社）に連絡して、電池を交換してく
ださい。
エラーメッセージを消すには、［リセット］キーを押してください。

番号 メッセージ 対処

A01 マスターがつまりました
製版ユニットを引き出してマス
ターを巻き戻し、もう一度セット
してください

製版ユニットを引き出し、マスターを正しくセットしてください。
（A 135「マスターをセットする」）

B巻き戻したマスターがしわになっていたり、ジグザグに切れていたりす
るときは、カッターなどで先端をまっすぐに切り取ってからセットして
ください。

A02 着版できませんでした
ドラムを引き出して、マスターを
取り除いてください

①ドラムを引き出し、ドラム上のマスターを取り除いてください。
（A 141「ドラムを交換する」）

②ドラムをセットし直してください。
③［スタート］キーを押してください。A04 排版できませんでした

ドラムを引き出して、マスターを
取り除いてください

A05 排版部にマスターがつまりました
排版ボックスを取り出し、つまっ
たマスターを取り除いてください

排版ボックスを取り出し、つまっているマスターを取り除いてください。
（A 139「排版ボックスのマスターを廃棄する」）
エラー表示が消えない場合は、販売会社（あるいは保守・サービス会社）
にご連絡ください。

A06 給紙台のセットスイッチが働きま
した
給紙台の用紙を再セットしてくだ
さい

給紙台の下や用紙の上に障害物がないかを確認してください。
障害物がある場合は、取り除いてください。

A16 ドラムにマスターが残っています
ドラムを引き出して、マスターを
取り除いてください

①ドラムを引き出し、ドラム上のマスターを取り除いてください。
（A 141「ドラムを交換する」）

②ドラムをセットし直してください。
③［スタート］キーを押してください。

A17 製版ユニットでトラブルが発生し
ました
マスターをいったん取り出して製
版ユニットカバーを閉めてくださ
い

マスターを切るカッターが正常に動作しませんでした。
①製版ユニットを引き出し、マスターを取り出してください。

（A 135「マスターをセットする」）
②製版ユニットカバーを閉めると、エラーが解除されます。
③再度製版ユニットカバーを開けて、マスターをセットしてください。

A34 マスターが正しくセットされてい
ません
マスターの先端を挿入口にセット
してから、製版ユニットを閉めて
ください

マスターを正しくセットしてください。
（A 135「マスターをセットする」）

B巻き戻したマスターがしわになっていたり、ジグザグに切れていたりす
るときは、カッターなどで先端をまっすぐに切り取ってからセットして
ください。
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 B00-0000：オプションエラー

 C00-0000：消耗品エラー

 D00-0000：セット確認エラー

番号 メッセージ 対処

B29 認識できませんでした（HUB） 本機の USB ポートに USB ハブがセットされています。
本機で使用できる、正常な USB メモリーをセットしてください。

（A 13「USB メモリーを使う方法」）

B30
B38
B39

認識できませんでした 本機で使用できる、正常な USB メモリーをセットしてください。
（A 13「USB メモリーを使う方法」）

B33 本機 IP アドレスが設定されてい
ません
管理者に連絡してください

本機の IP アドレスを設定してください。
（A 112「［ネットワーク設定（IPv4）］」）
（A 112「［ネットワーク設定（IPv6）］」）

番号 メッセージ 対処

C11 インクの使用期限が過ぎています 新しいインクボトルに交換してください。
（A 172「消耗品について」）
（A 138「インクボトルを交換する」）

C12 マスターの使用期限が過ぎていま
す

新しいマスターロールに交換してください。
（A 172「消耗品について」）
（A 135「マスターをセットする」）

C13 インク、および、マスターの使用
期限が過ぎています。

新しいインクボトルとマスターロールに交換してください。
（A 172「消耗品について」）
（A 138「インクボトルを交換する」）
（A 135「マスターをセットする」）

番号 メッセージ 対処

D02 ドラムが違います
正しいドラムをセットしてくださ
い

適切なドラムをセットしてください。
（A 141「ドラムを交換する」）

Bドラムは本機専用のものをご使用ください。他のドラムをご使用になり
ますと、故障やトラブルの原因になることがあります。

D04 インクボトルが違います
正しいボトルをセットしてくださ
い

インクボトルの種類と色が適切かを確認してください。
適切なインクボトルをセットしてください。

（A 172「消耗品について」）

Bインクボトルは当社推奨のものをご使用ください。他のインクをご使用
になりますと、故障やトラブルの原因になることがあります。

インクボトル先端のシールが、はがれたり汚れたりしていないかを確認し
てください。
インクボトル先端のシールには、プリントに必要な情報が入っています。
汚れのないシールが適切に貼られているインクボトルをセットしてくださ
い。

（A 138「インクボトルを交換する」）
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 E00-0000：メンテナンスコール

 F00-0000/G00-0000：ワーニング

D17 マスターが違います
正しいマスターをセットしてくだ
さい

マスターの種類が適切かを確認してください。
適切なマスターロールをセットしてください。

（A 172「消耗品について」）

Bマスターは当社推奨のものをご使用ください。他のマスターをご使用に
なりますと、故障やトラブルの原因になることがあります。

マスター芯の［I］部分が、折れ曲がったり切れたりしていないかを確認
してください。
マスター芯の［I］部分には、プリントに必要な情報が入っています。

［I］部分が折れ曲がったり切れたりしていないマスターをセットしてく
ださい。

（A 135「マスターをセットする」）

D45 インクボトルを
再セットしてください

インクボトルが適切にセットされていない可能性があります。
インクボトルをいったん取り外して、セットし直してください。

（A 138「インクボトルを交換する」）

番号 メッセージ 対処

E01 電池交換が必要です
サービス実施会社に連絡してくだ
さい

本機内部の電池が切れかかっています。
販売会社（あるいは保守・サービス会社）に、電池交換をご依頼くださ
い。

E02 定期点検の時期がきました
サービス実施会社に連絡してくだ
さい

販売会社（あるいは保守・サービス会社）に、定期点検をご依頼くださ
い。

B画面に［中止］［続行］が表示される場合があります。動作を中断するには［中止］をタッチします。動作を再開するに
は［続行］をタッチします。

番号 メッセージ 対処

F01 ドラムにマスターがついていませ
ん
製版を行ってください

［閉じる］をタッチした後、製版を行ってください。

Bドラムにマスターが付いていない状態で放置すると、ドラムが乾いて故
障の原因になります。必ず、製版または［機密］（A 90）を行ってマス
ターを巻き付けてください。

F02 用紙サイズとプリントエリアが
合っていません
ローラーを汚す可能性があります

製版されているサイズよりも小さい用紙がセットされています。
用紙サイズを確認して、適切な用紙をセットしてください。

F04 上限に達しました
これ以上利用できません

あらかじめ設定された製版枚数または印刷枚数の上限に達しました。管理
者に連絡してください。

（A 123「認証設定」－「利用できる枚数の上限設定」）

F10 用紙サイズとプリントエリアが
合っていません
ローラーを汚す可能性があります

（続行は試し刷りキー）

製版されているサイズよりも小さい用紙がセットされています。
用紙サイズを確認して、適切な用紙をセットしてください。
続行するには、［試し刷り］キーを押してください。

番号 メッセージ 対処
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F28 給紙圧レバーが「厚紙」に設定さ
れています
給紙台の用紙に適しているかを確
認してください

この画面は、［特殊給紙調整］（A 75）が［オート］に設定されている場
合に、給紙圧レバーが［厚紙］の位置にあるときに表示されます。
使用する用紙を確認し、必要に応じて給紙圧レバーの位置（A 28）を切
り替えてください。

F30 用紙が重送された可能性がありま
す
印刷物を確認してください

複数の用紙が重なったまま給紙（重送）された場合は、以下のページを参
照して対処してください。

（A 169「用紙が給紙台からうまく送られない。（空送または重送され
る）」）
重送されていない場合は、［重送検知 OFF］をタッチして、［重送検知］

（A 79）を［OFF］にしてください。

F32 ホールドメモリーがいっぱいのた
め、保存できません
ホールドデータの整理を行ってく
ださい

［ホールド一覧］をタッチして、必要のない原稿データを削除してくださ
い。

F33 USB メモリーがいっぱいのため、
保存できません
USB データの整理を行ってくだ
さい

［USB データ選択］をタッチして、必要のない原稿データを削除してく
ださい。

F34 データ数がいっぱいのため、保存
できません
選択したフォルダーの整理を行っ
てください

［ホールド一覧］をタッチして、必要のない原稿データを削除してくださ
い。

F51 インクの消費期限が近づいていま
す
なるべく早めに交換してください

より良い状態でお使いいただくため、製造日から 24 カ月以内（常温保
存）を目安にご使用ください。

（A 172「消耗品について」）

F56 マスターの消費期限が近づいてい
ます
なるべく早めに交換してください

より良い状態でお使いいただくため、製造日から 24 カ月以内（常温保
存）を目安にご使用ください。

（A 172「消耗品について」）

F57 インク、および、マスターの消費
期限が近づいています
なるべく早めに交換してください

より良い状態でお使いいただくため、製造日から 24 カ月以内（常温保
存）を目安にご使用ください。

（A 172「消耗品について」）

F65 不定形原稿ではオートサイズ選択
できません
保存データサイズを選択して再ス
タートしてください

不定形サイズの原稿をセットしている場合は、［サイズ］（A 99）をタッ
チして保存データのサイズを指定してください。

原稿がずれている場合は、原稿を正しい位置にセットし直してください。

F73 指定されている変倍率から用紙サ
イズを特定できません
用紙トレイを選択してください

この画面は、連携機「Prioa」（別売）使用時に表示されます。
［手差し］をタッチすると、A3 サイズでプリントされます。
［用紙選択］をタッチすると、連携機の用紙トレイを選択できます。

F74 本機の温度が低いため「ハイス
ピード」は使用できません

［ハイスピード］を使用できるのは、ドラム内部の温度が 5 ℃以上のとき
です。ドラムが冷えている場合は、部屋を暖めたり、速度［5］以下でし
ばらく印刷したりして、ドラム内部が十分な温度になるまでお待ちくださ
い。

番号 メッセージ 対処
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F85 スキャンできません
外付コントローラが接続されてい
ないか接続処理中です
確認してください

RISO コントローラ IS300（オプション）が正しく接続されているかを
確認してください。

F90 ご使用のインクの在庫を確認の上
必要であれば発注をお願いします

該当色のインクボトルの在庫数が、［サプライ在庫管理］（A 113）で設定
された数以下になりました。必要に応じて発注してください。

F91 ご使用のマスターの在庫を確認の
上必要であれば発注をお願いしま
す

マスターロールの在庫数が、［サプライ在庫管理］（A 113）で設定された
数以下になりました。必要に応じて発注してください。

F93 現在の変倍率では製版可能サイズ
に入りきらない可能性があります
確認してください

［変倍］（A 53）をタッチして、変倍率を変更してください。
変倍率を変更せずに［続行］をタッチすることもできます。
ただし、「製版範囲」（A 15）より外側の部分は製版されないので、画像
が欠ける可能性があります。

F94
F95

－プロテクト－
現在のマスターを破棄します

「実行する」をタッチすると、［機密］（A 90）が行われます。
（A 125「使用済みのマスターを管理する ［プロテクト］」）

F96 利用枚数の集計日がきました
管理者へ連絡してください

利用枚数の集計日が来たことを、管理者に連絡してください。

B［集計出力］（A 93）を実行するまで、電源 ON のたびにワーニング画
面が表示されます。当月に［集計出力］を実行しない場合は、［利用枚
数集計］（A 93）で［お知らせクリア］をタッチします。

G02 原稿が適切に読み取れませんでし
た
原稿の位置を確認してください

紙メモリー原稿が、原稿台ガラスに傾いてセットされていると、適切に読
み取れないことがあります。
紙メモリー原稿をセットし直してください。

原稿台ガラスや原稿パッドに汚れがあると、適切に読み取れないことがあ
ります。
原稿台ガラスを清掃してから、紙メモリー原稿の読み取りをやり直してく
ださい。

（A 148「原稿台ガラスと原稿パッド」）

紙メモリー原稿に汚れ、しわ、折れ目などがあったり、指定外の場所（A 
64）に書き込みがあったりすると、本機で適切に読み取れないことがあ
ります。
紙メモリー原稿をきれいな用紙にプリントし直すことをおすすめします。

当社推奨のプリンター以外でプリントされた紙メモリー原稿は、本機で適
切に読み取れないことがあります。
紙メモリー原稿を当社推奨のプリンターでプリントし直すことをおすすめ
します。当社推奨のプリンターについては、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。

番号 メッセージ 対処
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 J00：通紙ジャムエラー
原稿または用紙がつまっている場所が、画面上に点滅表示されます。

G03 原稿が正しくありません
以下の原稿をセットしてください

紙メモリー原稿に印字されている以下の情報を確認し、適切な紙メモリー
原稿をセットしてください。
• ヘッダー部： エラー画面に表示されているページ番号／総ページ数、変

換日時と一致すること
• フッター部：お使いの印刷機のシリーズと一致すること

G10 現在セットされている用紙では
合紙仕分けできません
適切なサイズの用紙をセットして
ください

［合紙仕分け］（A 86）を実行するときは、以下のサイズの用紙をセット
してください。

（定形サイズの場合）A3p、B4p、A4p
（不定形サイズの場合）210mm×280mm ～ 310mm×432mm
不定形サイズの場合は、使用する用紙サイズを［用紙サイズ］（A 55）で
選択してください。

B紙づまりを防ぐために、印刷に適した用紙を使用してください。
（A 14「用紙について」）
B自動原稿送り装置（オプション）に原稿をセットするときは、適切な原稿を使用してください。

（A 13「原稿について」）

エラー位置 対処

自動原稿送り装置（オプション） AF 給紙カバーを開けて、つまっている原稿を取り除いてください。
つまっている位置によっては、原稿台カバーを上げて、自動原稿送り装置の下側か
ら原稿を取り除くこともできます。

給紙側 給紙側を確認し、給紙台を下げてから、つまっている用紙を取り除いてください。
エラー表示が消えない場合は、［リセット］キーを押してください。

B給紙圧レバーを切り替えると、紙づまりを防げることがあります。
（A 28「給紙台と用紙のセット」）

番号 メッセージ 対処

ヘッダー部

フッター部
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［消耗品情報入力ウィザード］画面が表示されたら

本機は、最適なプリント状態を保つために、消耗品から情報を得ています。
情報を取得できなかった場合は、［消耗品情報入力ウィザード］画面が表示されます。
適切な設定値を入力してください。

ドラム周辺 ドラムを引き出して、つまっている用紙を取り除いてください。
（A 141「ドラムを交換する」）

• ドラム周辺や、ドラムユニットを外した本体内部にはインクが付いてい
ることがありますので、手や衣服などが触れないように注意してくださ
い。手などにインクが付いたときは早めに洗剤で洗い落としてくださ
い。

• 本体内部に手を入れるときは、分離爪や排版爪に触れないよう
に注意してください。分離爪や排版爪の先端は鋭利なため、け
がの原因となることがあります。

排紙側 排紙側を確認して、つまっている用紙を取り除いてください。

B以下の操作を行うと、入力した設定値が消失するため、再入力が必要になります。
C電源スイッチを OFF にして、再度 ON したとき
Cスリープ状態になった後、［ウェイクアップ］キーを押したとき

エラー位置 対処

排版爪

分離爪
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［インク情報の入力］
①以下の画面で、［OK］をタッチします。

②以下の表を参考にして、項目を設定してください。

画面表示 設定内容 設定値

[H1] インク色設定
現在使用しているドラムと同じ色を選択します。

1：ブラック
2：カラー

[H2] 印刷濃度微調整
インクに合わせて、適正な印刷濃度になるよう
に設定値を選択します。

1（薄い）
～ 5（濃い）

[H3] ファーストプリント印刷濃度調整
インクに合わせて、ファーストプリントが適正
な印刷濃度になるように設定値を選択します。

1（薄い）
～ 5（濃い）
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③設定が終了すると、確認画面が表示されます。
設定値を確認して、［スタート］キーを押してください。基本画面に戻ります。

［マスター情報の入力］
①以下の画面で、［OK］をタッチします。

②以下の表を参考にして、項目を設定してください。

[H10] インク推奨消費期限設定
ワーニング［F51］（A 156）を表示させる年月
を入力します。

月：
01 ～ 12
年：
2001 ～ 2099

画面表示 設定内容 設定値

[H4] 製版濃度設定
マスターに合わせて、適正な製版濃度になるよ
うに設定値を選択します。

1（薄い）
～ 10（濃い）

画面表示 設定内容 設定値
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③設定が終了すると、確認画面が表示されます。
設定値を確認して、［スタート］キーを押してください。基本画面に戻ります。

[H5] 印刷濃度微調整
マスターに合わせて、適正な印刷濃度になるよ
うに設定値を選択します。

1（薄い）
～ 5（濃い）

[H6] ファーストプリント印刷濃度調整
マスターに合わせて、ファーストプリントが適
正な印刷濃度になるように設定値を選択します。

1（薄い）
～ 5（濃い）

[H11] マスター推奨消費期限設定
ワーニング［F56］（A 156）を表示させる年月
を入力します。

月：
01 ～ 12
年：
2001 ～ 2099

画面表示 設定内容 設定値
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「故障？」と思ったときは
販売会社（あるいは保守・サービス会社）に連絡する前に、以下の表を確認して対処してください。

本書に記載されている以外の作業（調整や修理など）は行わないでください。
調整や修理は、必ず販売会社（あるいは保守・サービス会社）に依頼してください。

状況 チェックポイント 対処

電源は入っているのに、タッ
チパネルに何も表示されない。

スリープ状態ではありません
か？

操作パネルの［ウェイクアップ］キーが点灯している
ときは、スリープ状態です。［ウェイクアップ］キーを
押すと、操作できる状態になります。

電源を入れたのに起動しない。 電気は通じていますか？ • 電源コードが本機とコンセントに確実に接続されて
いるかを確認してください。

• 商用電源のブレーカーが落ちていないかを確認して
ください。

給紙台が閉まらない。 給紙フェンスは左右いっぱい
に広がっていますか？

電源を入れて、給紙台を最下部まで下げてください。
その後、給紙フェンスロックレバーを立てて、給紙
フェンスを左右いっぱいに広げてから給紙台を閉じて
ください。

（A 28「給紙台と用紙のセット」）

給紙台が最下部まで下がりき
る前に電源を OFF していま
せんか？

ドラムが入らない。 正しい停止位置にドラムを回
転させていますか？

ドラムを手で回したときは、作業後、必ず［V］マー
クと［M］マークが向かい合う位置までドラムを戻し
てください。

ドラムをレールに正しく乗せ
ていますか？

ドラムをレールに正しく乗せてください。
（A 141「ドラムを交換する」）

インクボトルをセットしたの
に、エラーメッセージが消え
ない。

インクボトルを正しくセット
していますか？

インクボトルを差し込んで、右方向に回し、ロックし
てください。

（A 138「インクボトルを交換する」）

インクボトル先端のシールが
傷付いたりはがれたりしてい
ませんか？

シールが傷ついたりはがれたりしているインクボトル
は使用できません。新しいインクボトルをセットして
ください。

（A 138「インクボトルを交換する」）
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マスターをセットしたのに、
エラーメッセージが消えない。

マスターを正しくセットして
いますか？

マスターロールは、マスター芯の［I］マークがある
方を左にしてセットしてください。

（A 135「マスターをセットする」）

マスター芯の内側にある［I］
部分が折れ曲がったり、切れ
てしまったりしていません
か？

［I］部分が折れ曲がったり、切れてしまったりしてい
るマスターロールは使用できません。新しいマスター
ロールをセットしてください。

（A 135「マスターをセットする」）

排版ボックスを取り外せない。［プロテクト］が［有効］に設
定されていませんか？

［環境設定］の［プロテクト］が［有効］の場合、排版
ボックスは取り外せません。ただし、排版部でマス
ターがつまったり、排版ボックスがいっぱいになった
りしたときは、排版ボックスを取り外せます。

（A 125「使用済みのマスターを管理する ［プロテク
ト］」）

排版ボックスのロックレバー
は解除されていますか？

ロックレバーを右にスライドして、ロックを解除して
ください。排版ボックスが施錠されている場合は、管
理者に連絡して開錠してください。

（A 139「排版ボックスのマスターを廃棄する」）

排版ボックスをセットできな
い。

排版ボックスのロックレバー
は解除されていますか？

排版ボックスのロックレバー（A 139）を右にスライ
ドして、ロックを解除してください。その後、排版
ボックスをセットしてください。

何も印刷されていない。 原稿の裏表を逆にしてセット
していませんか？

正しい向きでセットしてください。
（A 31「原稿をセットする」）

原稿をセットしていないのに
原稿台カバーを閉じると、印
刷モードから製版モードに自
動で切り替わってしまう。

原稿台カバーを勢いよく閉じ
ていませんか？

本機は、印刷モードの状態で原稿台カバーを閉じると
きに、原稿がセットされていると検知すると、製版
モードに自動で切り替わります。しかし、原稿台カ
バーを閉じる勢いが強すぎると、原稿がなくても原稿
がセットされたと誤検知する場合があります。
原稿台カバーは、静かに閉じてください。

状況 チェックポイント 対処
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プリントされた画像の一部が
欠けている。

原稿台ガラスが汚れていませ
んか？

原稿台ガラスを、柔らかい布などで拭いてください。
（A 146「お手入れのしかた」）

マスターに付着物がありませ
んか？

ドラムを引き出して、マスターに付着物がある場合は
取り除いてください。
マスターとドラムの間に異物が挟まっている場合は、
マスターをはがして異物を取り除いてください。その
後、ドラムをセットして、製版し直してください。

製版したとき、原稿より小さ
い用紙を給紙台にセットして
いませんでしたか？

製版されるサイズは、給紙台にセットされている用紙
のサイズによって決定されます。
給紙台に、原稿と同じサイズの用紙をセットしてから
製版してください。

プリントしたい画像のサイズ
が、本機の最大印刷範囲を超
えていませんか？

印刷できる最大範囲は、機種により異なります。
SF935Ⅱ /SF635Ⅱ ：291×413 mm（A3 サイズ相当）
SF625Ⅱ ：251×357 mm（B4 サイズ相当）
上記に収まるサイズに縮小して、製版してください。

（A 53「原稿を拡大／縮小する［変倍］」）

連携機 (Prioa) のトレイに原
稿より小さいサイズの用紙を
セットしていませんでした
か？

原稿と同じサイズの用紙をトレイにセットするか、原
稿読み取り時に変倍機能を設定してください。

（A 53「原稿を拡大／縮小する［変倍］」）

印刷物に白い線が入っている。 製版ユニットのサーマルヘッ
ドや、自動原稿送り装置（オ
プション）のスキャナーガラ
スが汚れていませんか？

サーマルヘッドやスキャナーガラスを、柔らかい布な
どで拭いてください。

（A 146「お手入れのしかた」）

印刷物に線が入っている。 自動原稿送り装置（オプショ
ン）のスキャナーガラスが汚
れていませんか？

スキャナーガラスを、柔らかい布などで拭いてくださ
い。

（A 146「お手入れのしかた」）

印刷物の地が全体的に汚れて
いる。

新聞のように、地に色がつい
ている原稿を使用していませ
んか？

［読取濃度］（A 50）を薄くして、製版し直してくださ
い。

原稿台ガラスが汚れていませ
んか？

原稿台ガラスを、柔らかい布などで拭いてください。
（A 146「お手入れのしかた」）

状況 チェックポイント 対処
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印刷物の縁（フチ）がインク
で汚れている。

製版したとき、原稿より大き
い用紙を給紙台にセットして
いませんでしたか？

給紙台に、原稿と同じサイズの用紙をセットしてから
製版してください。
製版されるサイズは、給紙台にセットされている用紙
のサイズ（給紙フェンスの幅と用紙の長さ）によって
決定されます。
製版するときに、原稿よりも大きい用紙を給紙台に
セットしていると、原稿の外側も製版されます。
そのため、原稿台カバーがしっかり閉じていないと、
原稿の縁が影として製版されてしまうことがあります。

製版したとき、給紙フェンス
は用紙の幅にぴったりと合っ
ていましたか？

［フルサイズ製版］が ON に
なっていませんか？

［フルサイズ製版］（A 56）が ON になっていると、
原稿や用紙のサイズにかかわらず、ドラムの最大印刷
範囲に製版されます。そのため、原稿台カバーがしっ
かり閉じていないと、原稿の縁が影として製版されて
しまうことがあります。

ハガキなどの厚い用紙を印刷
しているときに、用紙の角が
マスターに当たってマスター
を傷つけていませんか？

製版し直してください。
本機で使用可能な用紙を使用してください。

（A 14「用紙について」）

製版後、時間が経過したマス
ターを使用していませんか？

製版し直してください。

印刷物の裏がインクで汚れて
いる。

プレスローラーがインクで汚
れていませんか？

ドラムを取り外して、プレスローラーを柔らかい布な
どで拭いてください。

（A 146「お手入れのしかた」）
印刷位置が用紙からはみ出すと、プレスローラーが汚
れる原因になります。印刷位置は、用紙に収まる範囲
内で調整してください。

製版したとき、給紙フェンス
は用紙の幅にぴったりと合っ
ていましたか？

製版するときは、給紙フェンスを用紙の幅に合わせて
ください。

（A 28「給紙台と用紙のセット」）
給紙フェンスが用紙の幅に合っていないと、用紙サイ
ズよりも広い範囲に製版されてしまいます。それに
よって、用紙からはみ出た部分のプレスローラーにイ
ンクが付き、用紙に転写されてしまうことがあります。

インクが乾きにくい用紙を
使っていませんか？

インクが乾く前に次の用紙が排出されてしまうために、
用紙の裏にインクが付いています。
以下の対処法をお試しください。
• 乾きやすい用紙を使う。
• 印刷速度を遅くする。
［インターバル印刷］（A 74）
［速度］（A 70）
• インクを薄くする。
［濃度］（A 71）
［読取濃度］（A 50）
［省インク］（A 52）

状況 チェックポイント 対処
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プリントされた画像が薄い。
文字がかすれている。

ドラムを使用しない状態が長
時間続いた後に、プリントし
ていませんか？

ドラムを長時間使用していないと、ドラム表面のイン
クが乾いてしまいます。この状態でプリントすると、
刷り始めの数枚が薄く印刷されることがあります。

［試し刷り］キーを押して、何枚か印刷してから使用し
てください。

［アイドリング］（A 90）を実行すると、刷り始めから
鮮明に印刷できるので、余分な用紙の使用を減らすこ
とができます。

原稿自体が薄くありません
か？

［読取濃度］（A 50）を濃くして、製版し直してくださ
い。
えんぴつ書きの原稿を使うときは、［原稿モード］

（A 47）を［えんぴつ］に設定してください。

本機の設置場所やインクの保
管場所が低温（15 ℃未満）
ではありませんか？

本機は、15 ℃以上の場所でお使いください。
低温の場所に保管されていたインクは、15 ℃以上の
場所にしばらく置いてから使用してください。

（A 9「設置場所について」）

［省インク］を ON にしてい
ませんか？

［省インク］（A 52）を ON にして製版すると、印刷
の仕上がりが通常よりも薄くなります。

［連写］（多原稿連写）をした
が、片面が何も印刷されない。

次の原稿のセットを指示する
メッセージが表示されている
間に、原稿をセットしました
か？

2 枚目以降の原稿をセットするまでに一定時間が経過
すると、自動的に製版が始まり、読み取られなかった
分は余白になります。
時間が短すぎる場合は、［環境設定］の［連写待ち時
間］（A 112）を変更してください。

原稿を読み取っている間に
［ストップ］キーを押しません
でしたか？

原稿を読み取っている間に［ストップ］キーを押すと、
読み取りが中断されます。
すべての原稿が読み取られるまで、［ストップ］キーを
押さないでください。

左右方向の印刷位置がずれて
いる。

給紙台の左右位置調整ダイヤ
ルは標準位置になっています
か？

給紙台を下げてから、左右位置調整ダイヤルを回して
ください。調整後は、試し刷りして印刷位置を確認し
てください。

（A 72「印刷位置を調整する［印刷位置］」）

用紙がドラムに巻き付いてい
る。

印刷物の天方向に、余白は十
分にありますか？

印刷物の天方向（排紙方向の先端）には、5mm 以上
の余白が必要です。天地方向の印刷位置を下げて印刷
してください。印刷位置を下げられないときは、余白
ができるように縮小して製版し直してください。

（A 53「原稿を拡大／縮小する［変倍］」）

印刷物の天方向に、広い塗り
つぶし面がありませんか？

印刷物の天方向（排紙方向の先端）に広い塗りつぶし
面があると、用紙がドラムに巻き付きやすくなります。
原稿の天地を逆にして製版し直してください。［再製
版］（A 74）の［180 度回転］を利用すると便利で
す。

適切な用紙を使っています
か？

本機で使用可能な用紙を使用してください。
（A 13「サイズ・重さについて」）

印刷物が丸まって排紙される。 用紙の紙目（繊維の流れ）は
通紙方向に沿っていますか？

紙目が通紙方向に沿うように、用紙をセットしてくだ
さい。

（A 15「紙づまりや給紙不良を避けるために」）

状況 チェックポイント 対処
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排紙された印刷物が排紙台に
きれいに揃わない。

排紙フェンス、ストッパーの
位置は適切ですか？

排紙フェンスとストッパーは、用紙サイズに合わせて
セットしてください。
厚い用紙のときは、少し広めにセットしてください。
給紙台の左右位置を調整しているときは、排紙フェン
スも同じ方向にずらしてセットしてください。

（A 29「排紙台のセット」）

給紙圧レバーの位置は適切で
すか？

給紙圧レバーを、用紙の紙質に合わせて切り替えてく
ださい。

（A 28「給紙台と用紙のセット」）

印刷物が、排紙台のストッ
パーを越えて飛び出してしま
う。

－ 以下の手順で、排紙台の角度を水平にしてご使用くだ
さい。
①排紙フェンスとストッパーをたたむ。
②排紙台の左右を両手で持ち上げて、排紙台の軸を軸
受けの B の位置に移動させる。

状況 チェックポイント 対処

A 通常位置
B 用紙が飛び出すとき
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用紙が給紙台からうまく送ら
れない。（空送または重送され
る）

適切な用紙を使っています
か？

本機で使用可能な用紙を使用してください。
（A 14「用紙について」）

給紙圧レバーの位置は適切で
すか？

厚紙や滑りやすい用紙のときは、給紙圧レバーを［厚
紙］の位置に切り替えてください。

（A 28「給紙台と用紙のセット」）

サバキ板の角度は適切です
か？

状況に応じて、サバキ板角度調節ダイヤルを回して、
サバキ板の角度を調節してください。

B調節する前に、給紙台から用紙を取り除き、給紙
台が最下部まで完全に下がっていることを確認し
てください。

 用紙が空送されるとき
ダイヤルを左に回してください。

 用紙が重送されるとき
ダイヤルを右に回してください。

［特殊給紙調整］は適切に設定
されていますか？

必要に応じて［特殊給紙調整］（A 75）を設定してく
ださい。適切な調整値については、販売会社（あるい
は保守・サービス会社）にお問い合わせください。

プリントされた用紙がめくれ
たり、先端にしわができたり
する。

サバキ板の角度は適切です
か？

サバキ板角度調節ダイヤル（上図）を回して、サバキ
板の角度を調節してください。

状況 チェックポイント 対処
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用紙がつまっていないのに、
エラーメッセージが表示され
る。

舞い上がった紙が排出されて
いませんか？

印刷物の天方向（排紙方向の先端）には、5mm 以上
の余白が必要です。天地方向の印刷位置を下げて印刷
してください。印刷位置を下げられないときは、余白
ができるように縮小して製版し直してください。

（A 53「原稿を拡大／縮小する［変倍］」）

本機に直射日光が当たってい
ませんか？

本機に直射日光が当たると、センサーが誤検知するこ
とがあります。
カーテンなどで光を遮って、本機に直射日光が当たら
ないようにしてください。

印刷速度が［ハイスピード］
にならない。

寒い場所で印刷していません
か？

［ハイスピード］を使用できるのは、ドラム内部の温度
が 5 ℃以上のときです。ドラムが冷えている場合は、
部屋を暖めたり、速度［5］以下でしばらく印刷した
りして、ドラム内部が十分な温度になるまでお待ちく
ださい。

［速度優先製版］が使えない。 ［速度優先製版］と併用できな
い機能を設定していません
か？

併用できない機能を設定すると、［速度優先製版］は
働きません。

（A 53「製版時間を短縮する ［速度優先製版］」）

パソコンから複数ページの原
稿データを送信した。印刷枚
数を複数に設定したのに、1
枚印刷するたびに製版が繰り
返されてしまう。

パソコンの印刷ダイアログ
ボックスで、［部単位で印刷］
を選択していませんか？

本機で受信した原稿データを、いったん削除してくだ
さい。削除するには、基本画面で［ジョブ削除］

（A 23）をタッチします。
パソコンの印刷ダイアログボックスで、［部単位で印
刷］のチェックを外してから、原稿データを送信し直
してください。

（A 33「パソコンからプリントする」）

パソコンから原稿データを送
信したのに、本機で受信され
ない。

本機のタッチパネルに［環境
設定］画面が表示されていま
せんか？

［環境設定］画面の［終了］をタッチして、基本画面に
切り替えてください。

本機の IP アドレスを設定し
たのに、再起動後に［DHCP
を使用する］に変わってしま
う。

ネットワーク上にある他の機
器と、同じ IP アドレスを設
定していませんか？

他の機器と重複しない IP アドレスを設定してくださ
い。

［ホールド］のリスト表示が遅
い

同じフォルダーに多数の原稿
データを保存していません
か？

使っていない原稿データを削除するか、原稿データを
他のフォルダーに移動してください。

（A 66「保存された原稿データを操作する ［ホール
ド］［USB メモリー］」）

状況 チェックポイント 対処
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消耗品について

マスター・インク

マスターとインクは、製造日から 24 カ月以内（未開
封、常温保存）を目安にご使用ください。より良い状態
でお使い頂くため、購入後はできるだけ早めにご使用頂
くことをおすすめいたします。それぞれの製造日は、梱
包箱（外箱、内箱）と、マスター芯の内側、インクボト
ルの表面に記載されています。

 マスター
以下の推奨品をご使用ください。

 インク
以下の推奨品をご使用ください。

当インクは、（公財）日本環境協会が制定するデジタル
印刷機のエコマーク認定基準の、インクに関するすべて
の認定基準に準拠しています。
＊：色の種類については、販売会社（あるいは保守・サービス

会社）にお問い合わせください。

用紙

本機の性能やインクの特性を十分に活かす「理想用紙マ
ルチ」「理想環境用紙」のご使用をおすすめします。

オプションについて

 自動原稿送り装置：AF- Ⅶ
約 50 枚までの原稿を、自動的に送ることができます。

 ソフトデジタイザキットⅢ
タッチパネル上で、原稿の編集加工ができます。

 カラードラム
ドラムを交換するだけで、印刷色を簡単に変更できま
す。（専用ケース付き）

 排紙台 W
310×555 mm までの用紙に対応できる排紙台です。

 IC カード認証キットⅢ
IC カードを利用して、ユーザーごとの利用管理やセ
キュリティの強化ができます。
IC カードを利用するには、［環境設定］の［認証設定］

（A 120）で設定する必要があります。

 ST ソーターⅣ ; N Ⅲ
［テープ仕分け］機能（A 87）により、クラスターテー
プを差し込んで、印刷物の仕分けが簡単にできます。

 厚紙給紙アタッチメント
ハガキなどを安定して給紙するためのユニットです。

 封筒給紙アタッチメント
封筒を安定して給紙するためのユニットです。

 コインベンダー
硬貨投入式のセルフサービス用課金システムです。

 カードベンダー
プリペイドカード挿入式のセルフサービス用課金システ
ムです。

 RISO コントローラ IS300
本機をネットワーク対応の PostScript 3 プリンターと
して使用するための専用コントローラです。

 リソープリンタードライバー Mac 用
本機を Mac OS で使用するためのプリンタードライ
バーです。

本機で使用できる消耗品は、以下の通りです。
• 仕様、種類は予告なく変更することがありますの

で、あらかじめご了承ください。
• 価格については、販売会社（あるいは保守・サービ

ス会社）にお問い合わせください。

適合機種 品名

SF935Ⅱ/
SF635Ⅱ

RISO マスター FⅡタイプ AS
RISO マスター FⅡタイプ AE

（1 ロール 220 版 相当）

SF625Ⅱ RISO マスター FⅡタイプ BS
RISO マスター FⅡタイプ BE

（1 ロール 250 版 相当）

品名

RISO インクFⅡタイプ（各色 *）

本機をより便利に使用するために、さまざまなオプ
ションを用意しています。
お求めの際は、販売会社（あるいは保守・サービス会
社）にお問い合わせください。
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仕様

機種名 SF935Ⅱ SF635Ⅱ SF625Ⅱ

製版方式 高速デジタル製版

製版時間 約 20 秒（A4 縦、等倍時）
［速度優先製版］設定時：約 18 秒（A4 縦、等倍時）

印刷方式 全自動孔版印刷

読込系解像度 600×600 dpi

書込系解像度 600×600 dpi
［速度優先製版］設定時：
600×400 dpi

300×600 dpi
（マスター穿孔密度 *1：600×600 dpi）
［速度優先製版］設定時：300×400 dpi
（マスター穿孔密度 *1：600×400 dpi）

原稿の種類 ブック（10 kg 以下）／シート

原稿の紙質 自動原稿送り装置使用時：50 ～ 128 g/m2（普通紙）

原稿サイズ 原稿台ガラス使用時：50×90 mm ～ 310×432 mm
自動原稿送り装置使用時：100×148 mm ～ 300×432 mm

最大読込範囲 297×432 mm

用紙の紙質 46 ～ 210 g/m2

（上質紙、中質紙、白更、上更、更紙、画用紙、再生紙、日本郵便株式会社製ハガキ）

用紙サイズ 100×148 mm ～ 310×432 mm*2

最大印刷範囲 291×413 mm
（A3 サイズ相当）

251×357 mm
（B4 サイズ相当）

給紙台積載枚数 1000 枚 *3（積載高さ 110 mm 以下）

排紙台積載枚数 1000 枚 *3（積載高さ 110 mm 以下）

排紙揃え方式 ドミノ排紙方式

印刷速度 6 段階；60、80、100、120、130、150（ハイスピード *4）枚／分

印刷位置調整 天地 ±15 mm、左右 ±10 mm

原稿モード 文字、写真（標準 / 顔写真）、文字・写真（標準 / 文字優先 / 写真優先・下地カット）、えんぴ
つ（こいめ / うすめ）

印刷倍率 ズーム（50％～ 200％）、独立変倍、等倍、A4 →ハガキ、B5 →ハガキ、周囲余白（90％
～ 99％）
拡大 4 段階（163％、141％、122％、116％）、縮小 4 段階（87％、82％、71％、61
％）

操作 大型カラータッチパネル

各種機能 網点（4 種）、読取濃度調節（オート / マニュアル）、印刷濃度調節（5 段階）、省インク、デ
ジタイザ *6、コントラスト強調、トーンカーブ選択、オーバーレイ、連写（かんたん /1 原稿
/ 多原稿 / チケット）、ブックモード（消去 / 写真処理）、アイドリング、機密、速度優先製版、
レイアウト原稿、AF とじしろ設定、プレビュー表示、排紙ウイング調整（自動）、長尺モー
ド、インターバル印刷、重送検知、特殊用紙設定（給紙・排紙）、連続、試し刷り、AF オート
製版 *5、プログラム印刷、メモリー登録、合紙仕分け、再製版、USB メモリープリント、
USB メモリー保存、ホールド、RLP 出力 *7、紙メモリープリント、排紙ウイング特殊、ス
キャンモード、用紙サイズ登録、原稿サイズ固定、日時設定、占有延長、180 度回転、プロ
テクト機能、自動振分機能 *7、認証プリント、RISO コンソール、エコモード、RISO i 
Quality System

カラーチェンジ ドラム交換方式
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＊ 1：マスター穿孔密度とは、マスターの 1 インチ四方に開けられる孔（あな）の数を指します。
＊ 2：オプションの排紙台 W 装着時は、［用紙サイズ登録］を設定することで 310×555 mm まで使用できます。ただし、紙質や

用紙サイズによっては、紙揃えが安定しない場合があります。
＊ 3：理想用紙マルチ使用時
＊ 4：［ハイスピード］は、ドラム内部の温度が 5 ℃未満の場合は使用できません。
＊ 5：自動原稿送り装置（オプション）装着時に使用可能
＊ 6：ソフトデジタイザキット（オプション）装着時に使用可能
＊ 7：連携機「Prioa」（別売）接続時に使用可能
＊ 8：以下のすべてを接続した状態を指します。

- 自動原稿送り装置
- ST ソーター
- IC カードリーダー

＊ 9：奥行には、専用架台の補助足を含みません。
＊ 10：高さには、専用架台を含みます。
＊ 11：質量には、インク、マスター、架台を含みません。
＊ 12：空気中のちりやほこりなどによる使用環境の汚染度合のこと。「2」は一般的な室内環境。
＊ 13：奥行には、補助足を含みます。

おことわり
• 製品の仕様や種類は、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
• 機械の改良、変更などにより、本書の図版や記載事項とお客様の機械が、一部異なる場合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

インク供給 全自動（1000 ml ／本）

マスター給・排版 全自動
（220 版相当／ロール）

全自動
（250 版相当／ロール）

マスター排版方式 ボックス式（縦捨て対応タイプ）

電源 定格電圧 100 V、定格周波数 50-60 Hz、定格電流 3.4 A

消費電力 オプション未接続時：最大 300W
（レディ時 20W 以下、スリープ時 5W 以下、電源 OFF 時 0.5W 以下）
オプション接続時 *8：最大 315W

（レディ時 30W 以下、スリープ時 10W 以下、電源 OFF 時 0.5W 以下）

本体サイズ 使用時：1415（幅）×670（奥行 *9）×1065（高さ *10）mm
収納時：780（幅）×670（奥行 *9）×1065（高さ *10）mm

設置に必要な
スペース

1415（幅）×1240（奥行）×1515（高さ *10）mm

質量 102 kg*11

安全性 屋内専用　汚染度 2*12　標高 2000 m 以下

付属品 保証書 1 部
個人情報取扱シート
取扱説明書 1 式
使用許諾契約書 1 部

「リソープリンタードライバー＆ユーザーガイド」DVD-ROM 1 枚
「リソーユーティリティソフトウェア」CD-ROM 1 枚
電源コード 1 本

専用架台 RISO 架台 N タイプⅢ 660（幅）×695（奥行 *13）×400（高さ）mm　約 18 kg
RISO 架台 D タイプⅢ 645（幅）×675（奥行 *13）×400（高さ）mm　約 21 kg
RISO ドラム収納架台 S Ⅲ 645（幅）×675（奥行 *13）×400（高さ）mm　約 38 kg

オプション 自動原稿送り装置：AF- Ⅶ、ソフトデジタイザキットⅢ、カラードラム、排紙台 W、IC カード
認証キットⅢ、ST ソーターⅣ ; N Ⅲ、厚紙給紙アタッチメント、封筒給紙アタッチメント、コ
インベンダー、カードベンダー、RISO コントローラ IS300、リソープリンタードライバー
Mac 用
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索引

記号・英数
[U] キー........................................................................... 21

[+] キー............................................................................ 21

[×] キー........................................................................... 21

[I] アイコン................................................................ 134

180 度回転.......................................................... 67, 74

1 原稿プログラム........................................................... 82

1 原稿連写....................................................................... 56

A
AF オート製版 ................................................................ 63

AF オート製版基本...................................................... 110

AF 給紙カバー ................................................................ 20

AF 時自動フェイスアップ .......................................... 103

AF 時自動リバース出力.............................................. 103

AF とじ代設定 ................................................................ 61

AF 連続自動設定.......................................................... 110

C
[C] キー............................................................................ 21

I
IC カード....................................................................... 120

IPv4 .................................................................103, 118

IPv6 .............................................................................. 118

L
LAN ポート..................................................................... 18

P
POP 登録 ........................................................109, 115

Prioa............................................................................. 102

[P（プログラム）] キー................................................. 21

R
READY............................................................................ 23

RISO コンソール......................................................... 128

RLP..................................................................102, 114

RLP 情報取得時間....................................................... 114

RLP 情報設定 .................................................103, 114

RLP 名称 ...................................................................... 103

RLP 両面..........................................................................82

RLP 両面待ち時間....................................................... 114

S
SDHC カード..................................................................36

SD カード........................................................................36

[SNMP 設定 ] 画面......................................................132

U
USB データ選択 .............................................................67

USB データ呼出 .............................................................68

USB ポート..........................................................18, 19

USB メモリー......................................................13, 66

USB メモリー（自動製版）.................................38, 40

あ
合紙仕分け .......................................................................86

合紙仕分け基本設定..................................................... 110

アイドリング ...................................................................90

網点...................................................................................49

暗証番号........................................................................ 120

い
[ 一般情報 ] タブ画面...................................................129

一般ユーザー ................................................................121

インク情報の入力......................................................... 160

インクボトル ...................................................................19

印刷........................................................................26, 70

印刷位置........................................................................... 72

印刷位置調整キー............................................................21

[ 印刷 ] キー .....................................................................21

印刷工程................................................................26, 63

印刷色基本設定 ............................................................ 114

印刷速度........................................................................... 70

印刷速度基本設定......................................................... 110

印刷速度調節キー............................................................21

印刷濃度........................................................................... 71

印刷濃度基本設定......................................................... 110

印刷濃度調節キー............................................................21

インターバル印刷............................................................74
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う
[ ウェイクアップ ] キー.................................................. 21

裏移り............................................................................... 74

え
液晶表示調整................................................................ 109

エコモード.................................................................... 113

エラーメッセージ ........................................................ 152

エラー履歴送信............................................................ 112

えんぴつ........................................................................... 48

お
オートアイドリング .................................................... 113

オートクリア設定 ........................................................ 112

オート再製版................................................................... 75

オート再製版設定 ........................................................ 113

オートシャット OFF 設定 .......................................... 113

オートスリープ設定 .................................................... 112

オーナー........................................................................... 98

オーバーレイ..................................................... 68, 105

お気に入り.......................................................109, 116

お知らせ日登録............................................................... 93

か
カウンター表示................................................. 92, 105

カウントオールクリア ................................................ 124

紙揃えプレートノブ ....................................................... 19

紙目 .................................................................................. 15

紙メモリープリント ....................................................... 64

環境設定........................................................................ 108

かんたん連写................................................................... 60

管理者............................................................................ 121

き
起動アニメ選択............................................................ 109

機密 .................................................................................. 90

給紙圧レバー................................................................... 18

給紙台............................................................................... 18

給紙台上下ボタン ........................................................... 18

給紙フェンス................................................................... 18

く
グループ設定................................................................ 122

グループ名称 ................................................................124

け
ゲージシート ...................................................................51

原稿サイズ固定 ............................................................ 111

原稿セットフェンス........................................................20

原稿台カバー ...................................................................18

原稿台ガラス ...................................................................18

原稿排出トレイ ...............................................................20

原稿パッド .......................................................................18

原稿表示方向基本......................................................... 114

原稿モード .......................................................................47

原稿モード基本設定..................................................... 110

現状印刷枚数 ................................................................123

現状製版枚数 ................................................................123

こ
孔版印刷方式 ...................................................................26

誤差拡散法 .......................................................................49

固定変倍........................................................................... 53

コピー / 移動 ...................................................................67

コントラスト強調............................................................49

さ
サービス連絡先設定..................................................... 109

サーマルヘッド ...............................................................19

サイズ...............................................................................99

再製版...............................................................................74

最大印刷範囲 ...................................................................15

最低印刷枚数 ................................................................113

サバキ板角度調節ダイヤル.........................................169

サプライ在庫管理......................................................... 113

サプライ連絡先設定..................................................... 109

左右位置調整ダイヤル.........................................18, 72

左右方向........................................................................... 72

し
[ システム情報 ] タブ画面........................................... 129

自動原稿送り装置............................................................20

自動検知サイズ設定..................................................... 111

自動振分.............................................................32, 102

自動振分枚数 ................................................................114

次ページ........................................................................... 23
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写真 .................................................................................. 47

シャット OFF 時刻...................................................... 113

周囲余白........................................................................... 53

周囲余白縮小率............................................................ 112

集計出力........................................................................... 93

重送検知........................................................................... 79

重送検知基本設定 ........................................................ 110

[ 受信ジョブ ] 画面 .............................................. 23, 34

受信ジョブ自動振分 .................................................... 114

受信不可........................................................................... 23

出力範囲........................................................................... 67

出力待ち........................................................................... 23

省インク........................................................................... 52

上限印刷枚数設定 ........................................................ 123
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アフターサービスについて

無償修理

この製品には保証書を別途添付しています。保証書の記載内容をご確認いただいた上、大切に保管し
てください。保証期間中の修理の場合は、保証書を必ずご提示ください。

保証期間は、商品購入日より1年以内もしくはトータルカウンター表示が100万枚までのいずれ
か早期に達した方とします。その期間中において、本書に従った正常な使用状態で故障した場合に
は、保証書に記載されている保証規定に則り無償修理いたします。

有償修理

保証期間を過ぎた場合は有償となります。
また、次の場合は保証期間内であっても有償となりますのでご了承ください。
● 保証書のご提示がない場合
● 保証書の所定事項が無記入の場合、または記載内容が書き換えられている場合
● 使用上の誤り、不当な修理、改造等による故障や損傷
● 本取扱説明書に従った正常な使用が行われていない場合の故障や損傷
● 当社認定のカスタマーエンジニア以外の者による修理が行われた場合
● 当社推奨消耗品をお使いいただけないことに起因する故障
● ドラムの色変更に要する作業
● 有償部品の交換
● ご購入後の輸送、移動等による故障や損傷
● 火災、地震、その他天災地変による故障や損傷
● 上記以外で、当社の責任でない原因で生じた故障や損傷

有償部品
プラテンローラー、サバキ板、ピックアップローラー、スクレーパー、排版ベルト、プレスローラー、原
稿パッド、ドラムブロックシート、ドラムシールテープ、排紙除電ブラシ、除電バー、TPH除電ブラ
シ、着版ブラシ

修理不能の場合
天災または強度の衝撃その他で破損がひどく、正常の性能に復元できない場合、および部品の入手が
困難な場合など、修理ができない場合があります。詳しくは、お買い上げの販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。

補修用性能部品の保有期間と
インク・マスターの提供期間

本製品の補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）は、本製品の製造終了後、最低7年間保有し
ています。
インク・マスターは、本製品の製造終了後、最低7年間提供しています。

修理ご依頼に際しての
注意事項

● 本機では、当社の定める研修を受講し、カスタマーエンジニアと認定された者がメンテナンスを行う
システムを採用しております。 修理を依頼される際には必ずカスタマーエンジニア認定証の提示を
求め、該当するカスタマーエンジニアであることをご確認ください。また、保証規定による修理には、
必ず保証書を添付してください。

● 万一故障と思われる事態が生じた場合は、まず本書に記載されている処置（操作手順、トラブル処理、
警告表示の処理、ご注意）をご確認ください。 完全に処置できない場合は、販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にご連絡ください。 ご連絡の際には、故障箇所、内容などをできるだけ詳しくご説明く
ださい。

● 修理完了後は修理伝票にご捺印またはサインをご記入ください。

使用済み製品について
本製品には、ご使用後に回収し部品の再使用（リユース）や再利用（リサイクル）をおこなうシステムがあ
ります。また、このシステムで活用できない部分は環境への負荷が少ない方法で処理するシステムがあ
ります。

推奨消耗品

SF935Ⅱ/SF635Ⅱ ： RISOマスター FⅡタイプAS、RISOマスター FⅡタイプAE、
RISOインク FⅡタイプ（各色）

SF625Ⅱ ： RISOマスター FⅡタイプBS、RISOマスター FⅡタイプBE、
RISOインク FⅡタイプ（各色）

アフターサービスについてのご不明な点、またはサービスサポートメニューや製品についての詳細は、お買い上げの販売会社（あるいは保守・
サービス会社）にお問い合わせください。お問い合わせは、お客様相談室（A裏表紙）でも受け付けております。
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